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ん
。
若
者
が
結
婚
し
、
子
供
を
生
み
育
て

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
子
育
て
支
援

　

子
供
の
成
長
過
程
に
合
わ
せ
て
子
育
て

支
援
の
事
業
を
連
携
、
体
系
化
さ
せ
、
保

健
、
医
療
、
保
育
、
教
育
、
就
職
、
結
婚
な

ど
各
分
野
が
点
で
は
な
く
、
線
で
つ
な
が

る
一
連
の
施
策
で
、
切
れ
目
の
な
い
子
育

て
支
援
を
行
い
ま
す
。　

　

27
年
度
に
お
い
て
、
新
た
に
医
療
費

無
料
化
を
中
学
生
ま
で
広
げ
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
規
模
保
育
事
業
所
を
増
や

す
ほ
か
、
保
育
士
を
確
保
し
、
待
機
児
童

の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
開
所
す
る
「
新
一
関
保
健

セ
ン
タ
ー
」
を
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
位

置
付
け
て
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

●
雇
用
情
勢

　

現
在
の
有
効
求
人
倍
率
は
１
倍
を
超

え
、
一
昨
年
か
ら
高
い
水
準
で
推
移
し
、

改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
求
人
は
、

正
社
員
よ
り
も
短
期
間
の
雇
用
が
多
い

状
況
で
す
。
雇
用
す
る
側
、
雇
用
さ
れ
る

側
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
側
、
そ
れ
ぞ
れ
へ

の
支
援
を
進
め
ま
す
。

●
移
住
定
住
の
促
進

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
と
活
性
化

の
た
め
、
新
た
な
人
材
を
地
域
で
受
け
入

れ
る
環
境
整
備
と
結
婚
活
動
を
支
援
し

ま
す
。
平
泉
町
と
連
携
し
て
、
定
住
施
策

を
進
め
ま
す
。

●
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

　

高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
に
は
「
地
域
包
括
ケ
ア

体
制
」
の
構
築
が
必
要
で
す
。
医
療
と
介

護
の
連
携
の
強
化
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
を
図
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
相
談
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま

す
。
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
地
域

に
お
け
る
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
、
事

業
者
な
ど
と
助
け
合
い
に
よ
る
福
祉
を

進
め
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
、
健
康
づ
く
り

は
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
介
護
予
防
を

進
め
、
介
護
予
防
の
担
い
手
と
な
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
シ

ニ
ア
活
動
プ
ラ
ザ
の
利
用
を
促
進
し
、
社

会
参
加
や
社
会
貢
献
活
動
を
積
極
的
に

推
進
し
ま
す
。

●
都
市
基
盤
の
整
備

　

国
道
の
交
通
安
全
対
策
や
急
カ
ー

ブ
、
急
勾
配
、
狭
隘
部
の
解
消
に
よ
る

道
路
網
の
強
化
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
沿
岸
被
災
地
の
復
興
の
た

め
、
新
笹
ノ
田
ト
ン
ネ
ル
整
備
の
事
業

化
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

医
療
、
消
防
、
工
業
団
地
な
ど
と
地
域

を
結
ぶ
市
道
の
整
備
、
歩
道
の
設
置
。
ま

た
、
橋
梁
の
点
検
、
修
繕
工
事
を
進
め
、

長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。
市
街
地
の
回

遊
、
憩
い
の
場
と
し
て
歴
史
の
小
道
の
整

備
を
進
め
る
ほ
か
、
一
関
保
健
セ
ン
タ
ー

跡
地
を
駐
車
場
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
水
道
未
普
及
地
域
の

解
消
の
た
め
、
簡
易
水
道
事
業
の
拡
張

を
行
う
ほ
か
、
浄
水
場
の
建
設
な
ど
施

設
の
改
修
、
更
新
を
行
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
管

路
整
備
を
進
め
、
快
適
な
生
活
環
境
と

水
質
保
全
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
未
接
続
世
帯
へ
早
期

の
接
続
の
呼
び
掛
け
と
と
も
に
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

❸
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
従
来
の
行

政
主
導
型
か
ら
地
域
協
働
型
へ
の
転
換
が

不
可
欠
で
す
。
市
民
が
市
政
へ
の
関
心
を

高
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
当
事
者
と
し
て
意

識
を
も
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
協
働
を

基
本
と
し
て
市
政
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。

●
市
内
の
公
民
館
を
市
民
セ
ン
タ
ー
に

　

こ
れ
ま
で
の
公
民
館
に
、
地
域
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
加
え
、
多
様
な

活
動
が
で
き
る
施
設
と
し
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
、

地
域
づ
く
り
活
動
の
主
体
と
な
る
地
域

協
働
体
の
設
立
と
そ
の
組
織
体
制
の
充

実
を
支
援
し
ま
す
。

●
公
共
交
通
体
系
の
確
立

　

持
続
可
能
な
バ
ス
公
共
交
通
体
系
の
確

立
を
目
指
し
、
予
約
利
用
型
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
試
験
的
に
行
う
ほ
か
、
料
金
体
系

や
負
担
軽
減
制
度
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

重
点
施
策

「
中
東
北
の
拠
点
都
市
一
関
」
の
形
成

❶
明
日
を
拓
く
人
材
育
成
と
産
業
振
興

●
雇
用
対
策

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
一
関
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
、
若
者
の
地
元
企
業
へ
の
就
職
、

職
場
定
着
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
や
若
者
の
起
業
支
援
に

も
取
り
組
み
、
女
性
が
い
き
い
き
と
働
く

た
め
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
就
業
支
援

に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
震
災
か
ら
の
復
旧
復
興
へ

の
対
応
や
支
援
に
係
る
事
業
を
行
う
ほ

か
、
震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業
を
実

施
し
、
雇
用
の
場
の
確
保
と
地
域
で
働

く
人
材
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

●
工
業
の
振
興
と
企
業
の
育
成

　

人
材
育
成
支
援
と
し
て
技
能
、
技
術

の
習
得
を
目
指
す
研
修
の
機
会
を
設
け

る
と
と
も
に
、
地
域
企
業
の
品
質
管
理

能
力
の
向
上
を
図
り
、
質
の
高
い
も
の
づ

く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
誘
致
へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み
を
進
め
、
新
産
業
、
新
技
術
の
創

出
支
援
や
農
商
工
連
携
な
ど
の
支
援
に

努
め
ま
す
。
立
地
環
境
や
企
業
の
設
備

投
資
に
対
す
る
助
成
措
置
を
は
じ
め
と

し
た
優
遇
制
度
な
ど
当
市
の
優
位
性
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
積
極
的
な
誘
致
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
企
業
の
初
期
投
資
を
軽
減

し
、
多
様
な
企
業
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
新

た
な
貸
し
工
場
の
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
立
地
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

に
も
努
め
、
産
業
集
積
を
図
り
ま
す
。

●
農
林
業
の
振
興

　

当
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振

興
の
た
め
、
国
の
施
策
を
積
極
的
に
活
用

し
、
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
や
関
係

機
関
な
ど
と
一
層
の
連
携
を
し
、
農
畜
産

物
の
高
付
加
価
値
化
、
６
次
産
業
化
を
進

め
、
販
路
拡
大
な
ど
農
業
所
得
の
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
の
基
盤
整
備
事
業
に
よ

り
集
落
営
農
組
織
を
育
成
し
、
農
業
・

農
村
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。
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は
じ
め
に

　

政
府
は
、
地
方
創
生
の
方
針
や
人
口

減
少
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
、
今
後
５
カ
年
の
政
策
目
標
な
ど

を
示
し
た
「
総
合
戦
略
」
を
閣
議
決
定
し

ま
し
た
。
地
方
の
活
性
化
に
向
け
て
、
取

り
組
み
の
効
果
が
早
急
に
浸
透
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
内
の
人
口
は
、
少
子
化
や
高

齢
化
で
、
急
激
な
減
少
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
社
会
構
造
と
時
代
の
変
化
に
合
わ

せ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
抜
本
的

に
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

未
来
に
向
け
た

子
育
て
応
援
予
算

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
放
射
性
物

質
に
よ
る
汚
染
問
題
へ
の
対
応
の
部
分

を
除
い
て
、
私
が
目
指
す
地
域
像
の
実

現
に
向
け
て
、
お
お
む
ね
順
調
に
推
移

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

27
年
度
の
当
初
予
算
は
、
大
型
事

業
が
26
年
度
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
た

た
め
、
昨
年
度
を
５
・
８
％
下
回
る

６
６
２
億
４
千
４
百
万
円
と
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）

の
実
現
と
ま
ち
づ
く
り

❶
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す
る
有
識
者
会
議
の
中

間
報
告
は
、
本
年
中
に
も
取
り
ま
と
め
ら

れ
、
27
年
度
中
に
も
最
終
的
な
報
告
が
な

さ
れ
る
予
定
で
す
。
政
府
は
、
報
告
を
踏

ま
え
、
早
け
れ
ば
28
年
度
に
も
、
日
本
誘

致
を
表
明
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
は
政
府
に
対
し
て
、
早
期
に
日
本

誘
致
を
表
明
す
る
よ
う
、
関
係
自
治
体
、

関
係
団
体
と
共
に
要
望
し
ま
す
。

　

本
年
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
誘
致
、
実
現
の

正
念
場
で
あ
り
、
非
常
に
重
要
な
１
年

に
な
り
ま
す
。

❷
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

と
あ
わ
せ
て
、
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
循

環
す
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

一
関
地
方
で
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物

や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
を
資
源
と
し
て
活

用
し
、
地
域
内
で
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

循
環
さ
せ
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
組
み
合

わ
せ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ご
み
の
分
別
方
法

や
、
処
理
方
式
の
導
入
な
ど
を
調
査
、
研

究
を
行
い
ま
す
。
国
内
外
か
ら
多
く
の
人

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
つ
い
て
、
学
習

や
研
修
で
き
る
先
進
的
な
複
合
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
施

設
を
、
一
関
の
ま
ち
づ
く
り
に
極
め
て
重

要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
付
け
、
地
域

の
発
展
に
繋
が
る
、
世
界
最
高
水
準
の

機
能
を
備
え
た
交
流
拠
点
施
設
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
実
現
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
市

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
世
界
に
誇

れ
る
、
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
循
環
す
る

ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

最
優
先
で
取
り
組
む
施
策

❶
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
問
題
へ
の
対
策

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染

問
題
は
最
重
要
課
題
で
す
。
農
林
業
の

生
産
基
盤
の
再
生
、
側
溝
土
砂
の
除
去

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
安
全
安

心
に
向
け
た
対
策
を
最
優
先
に
取
り
組

み
ま
す
。

●
産
地
再
生
へ
の
取
り
組
み

　

産
地
の
信
頼
を
強
固
な
も
の
に
す
る

た
め
、
汚
染
さ
れ
た
牧
草
な
ど
の
一
時
保

管
と
処
分
を
進
め
ま
す
。
農
林
産
物
の

放
射
性
物
質
の
測
定
を
実
施
し
、
食
の

安
全
安
心
を
発
信
し
、
風
評
被
害
の
払

拭
に
努
め
ま
す
。

　

農
林
業
系
放
射
能
汚
染
廃
棄
物
の
処

理
は
、
一
関
地
区
広
域
行
政
組
合
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
牧
草
は
、
一
般

廃
棄
物
と
の
混
焼
に
よ
り
焼
却
を
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
牧
草
以
外
の
農
林
業
系
放

射
能
汚
染
廃
棄
物
も
、
国
の
仮
設
焼
却
施

設
で
同
様
の
処
理
を
す
る
計
画
で
す
。

　

原
木
し
い
た
け
の
生
産
は
、
施
設
栽

培
で
の
出
荷
制
限
が
一
部
解
除
さ
れ
る

な
ど
、
明
る
い
兆
し
も
あ
り
ま
す
。
一
部

の
生
産
者
は
、
生
産
再
開
に
向
け
た
第
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
有
数
の
産
地
を
守
る
た
め
、
ほ

だ
場
の
環
境
整
備
な
ど
を
進
め
、
産
地

の
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
側
溝
土
砂
の
処
理

　

土
砂
除
去
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て

は
、
行
政
区
、
自
治
会
と
一
時
保
管
場
所

の
確
保
や
保
管
方
法
の
協
議
を
行
い
、

平成27年度

施 政 方 針

未
来
に
向
け
た

子
育
て
応
援
予
算

勝
部
修
市
長
は
、
第
51
回
市
議
会
定
例
会
で
平
成
27
年
度
の
施
政
方
針
を
示
し

ま
し
た
。
27
年
度
当
初
予
算
の
総
額
は
６
６
２
億
４
千
４
百
万
円
、
前
年
度
比

５
・
８
％
の
減
で
す
。
こ
の
予
算
を
「
未
来
に
向
け
て
子
育
て
を
応
援
す
る
予

算
」
と
位
置
付
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
確
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
処
理
を
進

め
ま
す
。

　

土
砂
の
最
終
処
分
は
、
国
に
具
体
的

な
処
理
方
針
を
示
す
よ
う
、
強
く
申
し

入
れ
を
行
い
、
早
期
解
決
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
電
力
に
対
す
る
損
害
賠

償
請
求
は
、
県
や
県
市
長
会
な
ど
と
連

携
し
て
、
早
急
な
対
応
を
求
め
ま
す
。

●
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
復
興

　

現
在
も
避
難
生
活
を
し
て
い
る
人
が
多

数
い
る
こ
と
か
ら
、
内
陸
部
で
は
初
め
て

と
な
る
「
災
害
公
営
住
宅
」
を
建
設
し
て

居
住
の
安
定
を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、「
近

助
」
の
精
神
で
陸
前
高
田
市
、
気
仙
沼
市

へ
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
、
沿
岸
津
波
被

災
地
へ
の
後
方
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

❷
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
と
人
口
減
少

社
会
へ
の
対
応

　

市
で
は
、
子
育
て
支
援
、
若
者
の
定
住

対
策
、
移
住
定
住
の
促
進
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
少
子
化
の
進
行
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

各分野の支援を線で結び子育てを応援

特集・一関未来創造計画
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当
市
の
農
畜
産
物
を
、
観
光
資
源
と
共

に
全
国
に
売
り
込
ん
で
い
く
た
め
、「
地
産

外
商
」
の
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
首
都
圏
な
ど
で
情
報
発
信

や
販
路
の
開
拓
を
継
続
し
、
一
関
フ
ァ
ン

の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

林
業
は
、
一
関
地
方
森
林
組
合
の
組
織

力
を
生
か
し
た
木
材
生
産
コ
ス
ト
の
削

減
や
地
元
産
木
材
の
利
用
促
進
へ
の
取

り
組
み
が
期
待
さ
れ
、
当
市
の
林
業
振

興
施
策
な
ど
と
連
携
し
、
林
業
振
興
と

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
森
林
資
源
を

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

●
観
光
の
振
興

　

餅
文
化
は
、
全
国
ご
当
地
も
ち
サ
ミ
ッ

ト
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
引
き
続
き

全
国
に
情
報
発
信
し
「

２
０
１
５
年
ミ
ラ

ノ
国
際
博
覧
会
」
で
、
餅
つ
き
の
実
演
と

振
舞
い
に
よ
る
ピ
ー
ア
ー
ル
を
し
ま
す
。

　

一
関
・
平
泉
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
「

２
０
１
５
熱
気
球
ホ
ン
ダ
グ
ラ
ン

プ
リ
」
と
し
て
開
催
し
、
全
国
地
ビ
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
同
様
に
、
東
北
を
代

表
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
育
て
ま
す
。

　

ま
た
、
平
泉
の
世
界
遺
産
と
猊
鼻
渓
、

厳
美
渓
な
ど
の
周
遊
観
光
に
向
け
た
交

通
確
保
の
支
援
や
、
仙
台
圏
に
お
け
る

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
継
続
し
ま
す
。

❷
教
育
環
境
の
充
実

　

教
育
委
員
会
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
市

長
と
教
育
委
員
で
構
成
す
る
総
合
教
育

会
議
を
設
置
し
、
教
育
の
課
題
や
あ
る
べ

き
姿
を
教
育
委
員
会
と
共
有
し
な
が
ら
、

連
携
し
教
育
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

私
立
幼
稚
園
の
保
護
者
負
担
を
大
幅

に
軽
減
し
、
公
立
幼
稚
園
と
の
格
差
が
生

じ
な
い
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
整
備
は
、
千
厩
地
域
の

小
学
校
の
建
設
に
向
け
て
、
用
地
取
得
、

校
舎
建
築
の
実
施
設
計
を
行
う
ほ
か
、

山
目
小
プ
ー
ル
と
桜
町
中
特
別
教
室
棟

の
整
備
、
磐
井
中
北
校
舎
の
大
規
模
改

修
、
東
山
中
校
舎
の
耐
震
補
強
な
ど
を

進
め
ま
す
。

　

社
会
教
育
は
、
教
育
振
興
基
本
計
画

に
定
め
る
施
策
の
基
本
方
向
に
沿
っ
て

実
施
し
ま
す
。

❸
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

私
は
、
健
康
づ
く
り
は
、
イ
コ
ー
ル
地

域
づ
く
り
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
は
、
高
齢
化
社
会
が
進

ん
で
い
く
中
で
、
地
域
政
策
の
中
心
と
な

る
分
野
で
す
。
高
齢
に
な
っ
て
も
、
健
康

で
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、「
健
康
寿
命
」
を
延
ば
す
こ
と
で
、
本

人
だ
け
で
な
く
、
家
族
、
隣
近
所
も
幸

福
感
を
得
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
が
、
地
域
の
活
力
維
持
に
も

繋
が
り
、
地
域
づ
く
り
に
も
結
び
つ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

健
康
に
長
生
き
す
る
「
健
康
長
寿
」
を

重
視
し
て
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
健
康
長
寿
の
ま
ち
へ
向
け
て

　

新
一
関
保
健
セ
ン
タ
ー
を
健
康
づ
く
り

の
拠
点
施
設
と
し
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
医
療
は
、
引
き
続
き
、
医
療
機
関

の
適
切
な
受
診
の
あ
り
方
の
周
知
に
努

め
、
市
民
、
医
療
機
関
、
行
政
が
役
割
分

担
や
連
携
を
強
め
、
地
域
医
療
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
師
修
学
資
金
貸
付
事
業
を

継
続
し
、
医
師
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

介
護
分
野
で
も
、
人
材
確
保
な
ど
を

目
的
に
、
介
護
人
材
育
成
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
特
に
医
師
確
保
は
厳
し
い
状

況
で
す
。
地
域
内
に
お
け
る
医
療
連
携

を
強
化
し
、
診
療
所
と
の
連
携
、
調
整
を

図
る
た
め
、
地
域
医
療
の
支
援
を
担
当

す
る
職
を
新
設
し
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
て
は
、
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
体
制

の
確
保
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

高
齢
者
が
、
気
軽
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

に
触
れ
合
い
、
相
互
の
交
流
を
深
め
る
た

め
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険

　

当
市
の
国
保
運
営
は
、
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
27
年

度
か
ら
、
国
の
財
政
支
援
が
拡
充
さ
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
保
税
率
等
の
引

下
げ
を
行
い
ま
す
。

❹
芸
術
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

●
芸
術
、
文
化
の
振
興

　

市
内
の
芸
術
文
化
団
体
や
文
化
施
設

の
指
定
管
理
者
等
と
連
携
し
、
文
化
芸
術

活
動
を
促
進
し
な
が
ら
、
市
民
が
優
れ
た

芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
作
り
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

青
少
年
の
健
全
な
育
成
や
地
域
住
民

の
健
康
を
保
持
す
る
た
め
、
教
室
や
イ
ベ

ン
ト
等
を
開
催
す
る
ほ
か
、
競
技
力
の
向

上
と
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
、
国
内

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー
に
触
れ
る
機
会

を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
27
年
度
に
は
「
希
望
郷
い
わ
て

国
体
・
希
望
郷
い
わ
て
大
会
」
の
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
各
種
団

体
や
企
業
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
オ
ー
ル

一
関
で
受
入
体
制
を
整
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
内
外
の
学
会
や
会
議
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
当
市
で
の
開
催
誘

致
に
取
り
組
み
ま
す
。

❺
環
境
対
策

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
を
促
進
す
る
ほ
か
、
公
共
施
設
へ
の

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
防
犯

灯
な
ど
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
意
識
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
は
、
小
型
家

電
の
回
収
を
推
進
す
る
ほ
か
、
資
源
集

団
回
収
事
業
な
ど
の
活
動
を
支
援
し
ま

す
。
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
の
防
止
を

す
る
な
ど
、
住
み
よ
い
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
空
き
家
等
対
策
計
画
を
策

定
し
、
利
活
用
を
含
め
た
対
応
策
な
ど

を
検
討
し
ま
す
。

❻
防
災
の
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
大
規
模

災
害
に
備
え
た
訓
練
を
行
う
ほ
か
、
毎

年
３
月
11
日
の
「
と
な
り
き
ん
じ
ょ
防
災

会
議
の
日
」
や
自
主
防
災
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
育
成
支
援
の
継
続
な
ど
、
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

防
災
情
報
は
、
防
災
行
政
情
報
シ
ス

テ
ム
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
な
ど
、

多
様
な
広
報
媒
体
を
活
用
し
、
迅
速
な

情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
一
関
南
消
防
署
藤
沢
分
署
の
建

設
を
進
め
ま
す
。
消
防
車
と
消
防
団
車
両

の
更
新
や
、
消
防
団
の
活
動
が
理
解
さ
れ

る
よ
う
、
情
報
発
信
な
ど
に
努
め
ま
す
。

●
一
関
遊
水
地
事
業

　

一
昨
年
12
月
に
第
一
遊
水
地
大
林
水

門
が
、
昨
年
11
月
に
は
第
二
遊
水
地
長

島
水
門
が
着
工
さ
れ
、
順
調
に
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
堤
と
水
門
の

整
備
促
進
と
併
せ
狭
隘
地
区
の
治
水
対

策
を
促
進
し
ま
す
。
磐
井
川
堤
防
改
修

に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
は
、
国
土
交
通
省

と
連
携
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
磐
井
川
橋
梁

架
け
替
え
に
向
け
た
早
期
協
議
の
要
望

を
継
続
し
ま
す
。

　

中
小
河
川
の
治
水
事
業
は
、
一
昨
年
７

月
の
大
雨
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
対
策
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
庁
内
に
お
け
る
危
機
管
理

事
案
の
情
報
共
有
、
初
動
態
勢
の
確
立

な
ど
災
害
発
生
の
兆
し
を
捉
え
、
迅
速

か
つ
万
全
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

●
災
害
時
の
避
難
支
援
な
ど

　

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
自
ら

避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
々
の
名
簿

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
避
難
支
援
等
関
係
者
と
情
報

を
共
有
し
、
支
え
合
い
に
よ
る
災
害
時
の

避
難
支
援
や
日
頃
の
見
守
り
な
ど
を
促

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
土
砂
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
及

び
財
産
を
守
る
た
め
に
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
危
険
箇
所
の
点
検
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
情

報
や
警
戒
避
難
体
制
を
周
知
し
ま
す
。

❼
未
来
の
ま
ち
づ
く
り

●
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

　

環
境
や
景
観
へ
の
配
慮
や
外
国
人
研

究
者
の
受
入
態
勢
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
、
学
術
研
究
都
市
構
想
の
策
定

に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
向
け
、
中

学
生
最
先
端
科
学
体
験
研
修
や
科
学
に

親
し
む
た
め
の
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、

子
供
の
頃
か
ら
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る

機
会
を
増
や
せ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
国
際
化
推
進
員
を
配

置
し
、
地
域
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
、
情
報
発
信
し
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
導
入

　

28
年
１
月
か
ら
交
付
が
始
ま
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
円
滑
な
交
付
体
制

を
整
備
し
、
普
及
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用

し
た
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
で
の
交
付
に

向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。

●
世
界
遺
産
「
平
泉
」
と
連
携
し
た
地
域

づ
く
り

　

骨
寺
村
荘
園
遺
跡
の
発
掘
調
査
及
び

文
献
研
究
を
実
施
し
、
世
界
遺
産
拡
張

登
録
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
泉
ナ
ン
バ
ー
の
普
及
を
進

め
、
世
界
遺
産
「
平
泉
」
を
核
と
し
て
、

こ
の
地
域
の
一
体
的
な
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

市
政
運
営
の
基
本

　

27
年
度
は
現
総
合
計
画
の
最
終
年
度

で
す
。
市
民
の
参
画
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
現
計
画
後
期
基
本
計
画
の
検
証
と

併
せ
て
、
次
期
総
合
計
画
の
策
定
を
進

め
ま
す
。

　

「
一
関
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本

部
」
を
設
置
し
、
一
関
市
版
の
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
と
総
合
戦
略
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　

当
市
の
財
政
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

現
行
の
行
政
改
革
大
綱
と
集
中
改
革
プ

ラ
ン
を
着
実
に
実
行
す
る
と
と
も
に
、
28

年
度
か
ら
の
次
期
行
政
改
革
大
綱
と
集

中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
効
果
的
に

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

公
共
施
設
は
、
全
て
の
施
設
を
対
象

に
、
維
持
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
方

針
と
な
る
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
直
接
聴
い
た
う
え
で
、
市
か
ら

の
情
報
を
発
信
す
る
た
め
、
移
動
市
長

室
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
「
市
長
へ
ひ
と
こ
と
」
な
ど
で
、

市
民
の
意
見
を
伺
う
機
会
の
ほ
か
、
市

民
参
画
の
機
会
と
し
て
、
各
種
審
議
会

の
開
催
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
設

け
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
が
進
む
中
に

あ
っ
て
、
若
者
や
女
性
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
共
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
地
域
課
題
に

対
処
す
る
に
は
、
現
場
主
義
を
徹
底
し
、

よ
り
市
民
に
近
い
視
点
で
市
政
を
行
う
こ

と
が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

●
組
織
機
構
の
見
直
し

　

市
民
ニ
ー
ズ
や
行
政
課
題
に
的
確
に

対
応
し
、
政
策
の
推
進
を
強
化
す
る
た

め
、「
市
長
公
室
」
を
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
「
ま
ち
づ
く
り
推

進
部
」
を
新
た
に
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
、
健
康
長
寿
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
、
組
織
の
統
合
に
よ
る

事
務
の
効
率
化
、
迅
速
化
を
図
り
ま
す
。

●
県
境
な
ら
で
は
の
施
策

　

現
在
、
県
境
周
辺
の
地
域
か
ら
、
県
の

中
央
部
に
、
国
の
機
関
の
集
約
が
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
岩
手
・
宮

城
の
県
境
を
挟
ん
だ
こ
の
地
域
は
国
の

機
関
の
空
白
地
域
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
県
境
付
近
の
自
治
体
は
、
多
く
の
共

通
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
一
つ
の
施

策
や
サ
ー
ビ
ス
が
一
つ
の
自
治
体
で
完
結

せ
ず
、
県
境
を
越
え
た
近
隣
市
町
村
と

連
携
し
た
取
り
組
み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

人
口
減
少
な
ど
社
会
構
造
の
変
化
に

対
応
し
た
施
策
の
展
開
や
地
域
の
発
展

の
た
め
に
は
、
同
一
の
経
済
圏
、
同
一
の

生
活
圏
、
同
一
の
医
療
圏
、
同
一
の
通
勤
・

通
学
エ
リ
ア
、
さ
ら
に
は
同
一
の
伝
統
文

化
な
ど
の
圏
域
で
、
県
境
を
意
識
し
な

い
発
想
で
の
取
り
組
み
が
必
要
す
。

　

宮
城
県
登
米
市
、
栗
原
市
、
さ
ら
に
は

秋
田
県
湯
沢
市
、
東
成
瀬
村
と
の
連
携

も
視
野
に
入
れ
、
新
た
な
連
携
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

県
境
に
接
す
る
一
関
だ
か
ら
こ
そ
可

能
と
な
る
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

お
わ
り
に

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
が
実
現
す
れ
ば
、
こ
の

地
域
に
は
世
界
遺
産
「
平
泉
」
と
共
に
、

世
界
に
誇
れ
る
二
つ
の
大
き
な
宝
物
が

で
き
ま
す
。

　

私
が
、
学
校
で
講
演
す
る
と
、
子
供

た
ち
の
心
の
中
で
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
へ
の
期
待

が
確
実
に
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
次
代
を
担
う
子
供
た
ち

が
夢
と
希
望
と
誇
り
を
も
ち
、
活
躍
で

き
る
地
域
と
な
る
よ
う
東
北
全
体
が
一

丸
と
な
っ
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
に
取
り
組

ん
で
行
く
よ
う
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し

て
強
い
信
念
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

自
然
と
共
生
し
、
資
源
が
循
環
す

る
、
世
界
最
先
端
の
技
術
が
集
積
す
る

ま
ち
を
創
造
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
と
研
究
者
や
そ
の
家
族
、
そ
し
て
来

訪
者
が
文
化
的
な
交
流
を
図
り
、
互
い

に
絆
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
一

関
が
、
日
本
と
世
界
と
を
繋
ぐ
か
け
橋

と
な
る
「
世
界
の
人
々
か
ら
親
し
み
を

持
た
れ
、
信
頼
さ
れ
る
地
域
」
と
な
る

よ
う
そ
の
よ
う
な
ま
ち
「
一
関
」
を
、

必
ず
や
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実
現
は
、
今
を
生
き
る
私

た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
使
命
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

未
来
に
向
け
て
、
積
極
果
敢
に
挑
ん

で
い
く
覚
悟
で
す
の
で
、
議
員
各
位
並

び
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一関・平泉バルーンフェスティバルを全国に発信

夢と希望に満ちた未来を創造します

最先端の科学を体験して将来の夢を広げる

特集・一関未来創造計画
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は
じ
め
に

　

27
年
度
は
、
教
育
委
員
会
制
度
の
改

正
、
公
民
館
の
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
の
移

行
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
事
務
の

市
長
部
局
へ
の
移
管
な
ど
、
教
育
委
員

会
と
し
て
、
大
き
な
変
革
の
年
で
す
。

　

教
育
委
員
会
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

市
長
と
教
育
委
員
で
構
成
す
る
総
合
教

育
会
議
を
設
置
し
、
教
育
、
学
術
及
び
文

化
の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
の

大
綱
や
重
点
的
に
講
ず
べ
き
施
策
な
ど

を
協
議
調
整
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
今

ま
で
以
上
に
市
長
と
地
域
の
教
育
の
課

題
や
あ
る
べ
き
姿
を
共
有
し
、
連
携
し
て

教
育
を
振
興
し
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
教
育
事
業
は
、
27
年
度
か
ら
市

長
部
局
で
事
務
を
行
い
ま
す
が
、
方
針

や
評
価
な
ど
は
、
社
会
教
育
委
員
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
引
き
続
き
教
育
委

員
会
で
担
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
事
務

も
市
長
の
事
務
と
し
て
移
管
し
ま
す
が
、

社
会
教
育
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
、

市
長
と
教
育
委
員
会
が
連
携
し
、
生
涯

学
習
の
振
興
、
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

27
年
度
は
、
当
市
の
教
育
の
進
む
べ

き
方
向
を
示
す
一
関
市
教
育
振
興
基
本

計
画
の
最
終
年
度
で
、
計
画
を
着
実
に

推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
28
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新

た
な
教
育
振
興
基
本
計
画
は
、
市
民
の

参
画
を
い
た
だ
き
、
次
期
一
関
市
総
合
計

画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

幼
稚
園
は
、
本
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
「
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
」

に
合
わ
せ
、
私
立
幼
稚
園
の
保
護
者
負

担
を
大
幅
に
軽
減
し
、
子
育
て
世
代
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
公
立
幼
稚
園
と
私

立
幼
稚
園
の
保
育
料
を
統
一
す
る
方
向

で
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
統
合
は
、
本
年
４
月
１
日
に
、
山

目
中
と
中
里
中
を
統
合
し
、
磐
井
中
を
開

校
。
日
形
小
を
老
松
小
へ
統
合
し
ま
す
。

　

ま
た
、
30
年
４
月
を
目
標
と
し
て
、
千

厩
地
域
の
５
つ
の
小
学
校
を
１
校
に
新

設
統
合
す
る
た
め
、
用
地
取
得
等
に
取

り
組
み
ま
す
。
他
の
地
域
で
も
、
少
子
化

時
代
に
お
け
る
学
区
の
状
況
に
対
応
し

た
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
づ
く
り
に
向

け
、
保
護
者
、
地
域
住
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
学
校
統
合
を
進
め
ま
す
。

　

学
校
教
育
は
、
確
か
な
学
力
と
た
く

ま
し
く
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
を
基
本

に
、
学
力
向
上
、
こ
と
ば
を
大
切
に
す
る

教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
重
点
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
小
中
連
携
や
地
域

と
の
関
わ
り
を
重
視
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
校
の
学
力
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
指
導
、
支
援
し
、
読
書
活
動

や
中
学
生
の
社
会
体
験
学
習
、
復
興
教

育
の
一
環
と
し
て
の
交
流
活
動
、
道
徳
教

育
の
充
実
等
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
生
き
抜
く
力
を
身
に
付
け
た
児
童
生

徒
を
育
成
し
ま
す
。

　

一
関
図
書
館
は
、
昨
年
、
市
内
８
図
書

館
の
中
央
館
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。
市

立
図
書
館
全
体
の
運
営
管
理
や
組
織
的

サ
ー
ビ
ス
を
統
括
す
る
中
心
館
と
し
て
、

市
民
の
読
書
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

骨
寺
村
荘
園
遺
跡
は
、
世
界
遺
産
拡

張
登
録
の
実
現
に
向
け
、
有
識
者
委
員

会
等
で
の
指
導
助
言
を
踏
ま
え
、
発
掘

調
査
を
重
点
的
に
実
施
し
、
中
世
に
お

け
る
景
観
の
変
化
に
つ
い
て
文
献
研
究

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
重
要
文
化
的
景
観
「
一
関
本
寺

の
農
村
景
観
」
を
構
成
す
る
重
要
な
要

素
と
な
っ
て
い
る
小
区
画
水
田
に
つ
い

て
、
地
域
住
民
と
と
も
に
保
存
活
用
方

針
を
定
め
、
伝
統
的
農
村
景
観
の
保
全

に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
骨
寺
村
荘
園
交

流
館
を
拠
点
に
、
骨
寺
村
荘
園
の
価
値

と
魅
力
を
情
報
発
信
し
ま
す
。

　

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）

の
誘
致
に
向
け
た
小
中
学
生
等
を
対
象

と
し
た
取
り
組
み
は
、
中
学
生
最
先
端

科
学
体
験
研
修
や
英
語
の
森
キ
ャ
ン
プ

事
業
、
子
供
た
ち
に
よ
る
地
域
の
情
報

発
信
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
外
国
語

指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
幼
稚
園
・
小
中

学
校
に
派
遣
し
、
外
国
語
に
慣
れ
親
し

む
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、
国
際
化
に

対
応
し
た
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
生
き
る
力
を
育
む

　
学
校
教
育
の
推
進

●
学
校
教
育

　

標
準
学
力
検
査
（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
）
等
の
結
果

を
分
析
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

て
「
わ
か
る
授
業
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
各

学
校
を
支
援
し
ま
す
。
学
校
公
開
研
究

会
や
各
種
研
修
会
の
開
催
、
指
導
主
事

や
学
習
指
導
専
門
員
の
訪
問
指
導
、
理

科
学
習
支
援
員
の
配
置
な
ど
、
確
か
な

学
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

●
こ
と
ば
を
大
切
に
す
る
教
育

　

読
書
普
及
員
を
増
員
し
て
小
中
学
校

全
校
に
配
置
し
ま
す
。
蔵
書
の
充
実
や

市
立
図
書
館
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
さ

ら
な
る
読
書
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
音
読
な
ど
に
よ
り
、
こ
と
ば

の
感
性
を
磨
き
、
こ
と
ば
と
深
く
関

わ
っ
て
き
た
地
域
の
先
人
に
触
れ
な
が

ら
、
郷
土
へ
の
誇
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

生
徒
の
職
業
観
と
勤
労
観
、
社
会
性

を
育
て
る
た
め
に
、
中
学
２
年
生
を
対

象
に
「
14
歳
・
地
域
で
学
ぶ
５
日
間
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
社
会
体
験
学
習
を
実

施
し
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

●
学
校
体
育

　

来
年
度
開
催
さ
れ
る
「
希
望
郷
い
わ
て

国
体
・
希
望
郷
い
わ
て
大
会
」
を
運
動
・

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
意
欲
・
関
心
を
高
め
る
機

会
と
捉
え
、
小
学
校
で
の
業
間
運
動
や
中

学
校
で
の
部
活
動
な
ど
の
運
動
機
会
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
体
力
の
向
上
を
図

り
、
た
く
ま
し
い
心
身
を
育
て
ま
す
。

●
学
校
適
応
指
導

　

不
登
校
児
童
生
徒
の
減
少
に
向
け
、
教

育
相
談
員
等
に
よ
る
相
談
お
よ
び
適
応
支

援
教
室
「
タ
ン
ポ
ポ
広
場
」
で
の
学
習
支

援
や
、
適
応
支
援
相
談
員
に
よ
る
家
庭
訪

問
等
を
通
じ
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
状
況

に
応
じ
て
、
き
め
細
か
に
対
応
し
ま
す
。

●
い
じ
め
へ
の
対
応

　

一
関
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

を
設
置
し
、
関
係
機
関
等
と
の
情
報
共
有

や
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
校
内
に

お
け
る
教
育
相
談
を
充
実
さ
せ
、
い
じ
め

の
未
然
防
止
と
児
童
生
徒
が
抱
え
る
悩
み

や
課
題
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
努
め

ま
す
。

●
特
別
支
援
教
育

　

幼
児
期
か
ら
の
就
学
相
談
体
制
を
充

実
さ
せ
、
幼
稚
園
に
は
き
め
細
か
な
指

導
支
援
員
を
配
置
し
、
集
団
生
活
へ
の

適
応
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
で
は
、
特
別
支
援

教
育
の
研
修
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
員
し
、
個
に
応

じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
地
域
に
学
ぶ
教
育

　

社
会
科
副
読
本
の
活
用
や
「
い
ま
地

域
の
学
校
が
お
も
し
ろ
い
」
の
資
料
作
成

等
を
通
じ
、
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
育

む
教
育
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

●
学
校
の
安
全
安
心

　

放
射
能
汚
染
対
策
と
し
て
引
き
続
き

学
校
施
設
や
給
食
食
材
等
の
放
射
線
量

を
測
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
全
中
学
校
に
お
い
て
救
急

救
命
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
幼
稚
園
、
小
中
学
校
と
保
護

者
の
間
で
緊
急
連
絡
等
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
非
常
時

に
備
え
る
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

●
義
務
教
育
施
設

　

▼
山
目
小
の
外
構
と
プ
ー
ル
整
備
▼

桜
町
中
特
別
教
室
棟
整
備
▼
磐
井
中
北

校
舎
大
規
模
改
修
▼
東
山
中
校
舎
の
耐

震
改
修
な
ど
の
事
業
を
進
め
、
教
育
施

設
の
安
全
確
保
と
教
育
環
境
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
東
山
小
の
新
校
舎
建
設
候
補

地
の
選
定
を
進
め
ま
す
。

●
学
校
給
食

　

細
心
の
注
意
を
は
ら
い
な
が
ら
安
全

安
心
な
給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
地
場
産
食
材
の
利
用
を
進
め
る
と

と
も
に
、
授
業
で
の
食
育
指
導
の
推
進

や
食
育
担
当
者
研
修
の
実
施
に
よ
り
、

食
育
を
充
実
し
ま
す
。

　

（
仮
称
）
西
部
第
二
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
共
に
学
び
触
れ
合
う

　
社
会
教
育
の
推
進

●
社
会
教
育

　

市
民
一
人
一
人
が
生
き
が
い
の
あ
る
充

実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
生
涯
に
わ
た
る
多
様
な
学
習
機
会
の

提
供
や
学
習
活
動
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

●
家
庭
教
育

　

家
庭
教
育
は
、
全
て
の
教
育
の
原
点

で
す
。
子
供
た
ち
が
正
し
い
生
活
習
慣

を
身
に
付
け
、
心
身
と
も
に
調
和
の
と
れ

た
人
間
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
家
庭
教

育
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

●
青
少
年
教
育

　

地
域
特
性
を
生
か
し
た
学
び
の
土
曜

塾
を
開
催
す
る
な
ど
、
社
会
活
動
へ
の

参
加
、
世
代
間
の
交
流
、
リ
ー
ダ
ー
育
成

を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
供
、
親
、
教
師
（
学
校
）、
地

域
、
行
政
の
連
携
に
よ
る
教
育
振
興
運

動
を
推
進
し
、
子
供
の
健
全
な
育
成
を

図
り
ま
す
。

　
人
生
を
豊
か
に
す
る

　
生
涯
学
習
の
推
進

●
生
涯
学
習

　

社
会
・
経
済
状
況
の
急
激
な
変
化
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
幅
広
い
年
代
の

人
々
が
多
様
な
目
的
を
持
っ
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
生
涯
学
習
環
境
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

地
域
の
生
涯
学
習
の
拠
点
の
公
民
館

機
能
に
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
加
え
た
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
人
材
を
育

成
す
る
社
会
教
育
を
行
う
ほ
か
、
図
書

館
、
博
物
館
等
で
の
生
涯
学
習
講
座
等

と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
大
き
な
柱
と
な
る
読
書

は
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身

に
つ
け
て
い
く
上
で
、
欠
く
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
大
切
さ
に
つ
い
て
家

庭
、
地
域
の
共
通
理
解
を
図
り
ま
す
。

●
図
書
館

　

８
図
書
館
そ
れ
ぞ
れ
が
学
校
図
書
館

や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域

に
お
け
る
情
報
拠
点
施
設
と
な
る
よ
う

運
営
し
ま
す
。

　

な
お
、
28
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新

し
い
図
書
館
振
興
計
画
や
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
多
様
で
個
性
あ
る

　
文
化
の
創
造

●
文
化
芸
術
の
振
興

　

学
校
に
お
け
る
地
域
学
習
推
進
、
博

物
館
等
と
連
携
し
た
歴
史
文
化
学
習
、

伝
統
芸
能
伝
承
活
動
な
ど
学
校
教
育
の

中
で
文
化
芸
術
に
触
れ
合
う
機
会
を
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

●
文
化
財
の
保
護

　

市
内
に
所
在
す
る
文
化
財
を
良
好
な

形
で
継
承
す
る
た
め
、
指
定
等
文
化
財

の
所
有
者
や
各
種
団
体
が
行
う
修
理
等

の
保
護
活
動
に
対
し
て
、
引
き
続
き
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
地
方
の
歴
史
や
文
化
を
象

徴
す
る
貴
重
な
遺
産
は
、
そ
の
価
値
の

普
及
を
啓
発
す
る
た
め
、
標
柱
・
解
説

板
を
整
備
し
ま
す
。

　

市
が
所
有
す
る
歴
史
民
俗
資
料
や
出

土
遺
物
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
た
資
料
調

査
を
基
に
保
存
活
用
の
方
向
性
を
検
討

し
ま
す
。

●
博
物
館
な
ど

　

中
世
に
お
い
て
当
地
方
の
領
主
だ
っ

た
葛
西
氏
に
関
連
し
た
企
画
展
や
大
船

渡
線
開
通
90
年
を
記
念
し
た
テ
ー
マ
展

な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
各
種
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

博
物
館
、
芦
東
山
記
念
館
、
石
と
賢
治

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
大
籠
キ
リ
シ
タ
ン
殉

教
公
園
の
４
施
設
は
、
市
民
の
学
習
意

欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
小
中
学
校
の

学
習
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
連

携
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
４
施
設
の
共
通
入
館
券
を
発

行
し
、
利
便
性
の
向
上
と
施
設
利
用
者

を
拡
大
し
ま
す
。

　
お
わ
り
に

　

市
民
に
開
か
れ
た
教
育
委
員
会
を
目

指
し
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

生
涯
に
わ
た
る
市
民
の
学
習
活
動
を
促

進
し
、
一
関
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に
掲

げ
る
基
本
目
標
で
あ
る
「
新
し
い
時
代
を

切
り
拓
き
豊
か
な
心
を
育
む
学
び
の
ま

ち
づ
く
り
」
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご
指
導

を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鈴木功教育委員会委員長が第51回市議会定例会で述べる

新しい時代を切り拓き
豊かな心を育む学びのまちづくり

教 育 行 政 方 針平成27年度

一関地方に伝わる郷土芸能「南部神楽」

３月に完成した山目小学校の新校舎

特集・一関未来創造計画
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特
別
会
計
は
、
下
水
道
事
業
特
別

会
計
が
、
各
地
域
の
下
水
道
整
備

費
が
減
っ
た
た
め
、
６
０
２
１
万

円
（
１
・
７
％
）
の
減
。
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
は
、
対
象
医
療
費
拡

大
に
よ
る
共
同
事
業
拠
出
金
が
増

え
た
た
め
、
15
億
２
７
４
４
万
円

（
10
・
９
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営
企

業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額

は
９
６
９
億
５
３
５
６
万
円
で
、

21
億
４
５
６
０
万
円
（
２
・
２
％
）
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
歳
入
の
内
訳

　
歳
入
の
う
ち
自
主
財
源
（
※
２
）

中
の
市
税
収
入
は
、
前
年
度
当
初
予

算
額
と
比
べ
て
１
億
３
６
８
８
万

円
（
１
・
１
％
）
減
少
す
る
見
込
み

で
す
。
こ
れ
は
、
法
人
市
民
税
の
税

率
改
正
や
土
地
価
格
の
下
落
、
家
屋

の
評
価
替
え
に
よ
る
固
定
資
産
税

の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
依
存

財
源
（
※
３
）
中
の
地
方
交
付
税
は
、

５
億
４
１
１
６
万
円
（
２
・
２
％
）
増

加
す
る
見
込
み
で
す
。

　

市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の

歳
入
だ
け
で
は
、
財
源
が
不
足
す

る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
（
※
４
）

と
市
債
管
理
基
金
（
※
５
）
か
ら

11
億
４
９
９
８
万
円
を
取
り
崩
し
、

財
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

市
の
借
入
金
で
あ
る
市
債
は
、
消

予
算
の
概
要

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
で
す
。
地
域
経
済
の

回
復
が
充
分
で
な
い
こ
と
や
人
口
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
市
税
収
入
の
大

き
な
伸
び
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
財
政
構
造
は
、
歳
入
の
多

く
を
地
方
交
付
税
（
※
１
）
が
占
め

て
お
り
、
国
の
施
策
や
景
気
動
向
な

ど
の
影
響
を
受
け
や
す
い
財
政
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
会
計
と
予
算
総
額

　

市
の
予
算
は
、
市
の
基
本
的
な
事

務
や
事
業
を
行
う
一
般
会
計
、
国
民

健
康
保
険
や
下
水
道
事
業
の
よ
う

に
、
加
入
者
や
利
用
者
が
負
担
す
る

特
定
収
入
で
経
費
を
賄
う
12
の
特
別

会
計
、
水
道
事
業
会
計
や
病
院
事
業

会
計
の
よ
う
に
経
費
を
水
道
料
金
や

診
療
報
酬
な
ど
で
賄
う
３
つ
の
公
営

企
業
会
計
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
６
６
２
億

４
４
３
２
万
円
で
す
。
前
年
度
の
当

初
予
算
額
と
比
べ
て
40
億
６
３
８
０

万
円（
５
・
８
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
事
業
、
山
目
小
学
校
や
磐

井
中
学
校
な
ど
の
校
舎
整
備
事
業
、

保
健
セ
ン
タ
ー
移
転
整
備
事
業
な
ど

の
大
型
事
業
が
26
年
度
で
ピ
ー
ク
を

越
え
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

国際リニアコライダー（ＩＬＣ）計画を発展の基軸と位置づけ、国際化、高齢化、人口減少社会に対応したまちづくり

に取り組みます。若者が結婚し、子どもを生み育てやすい環境づくりを進めるため、各分野（保健、医療、保育、教育、

就職、結婚など）で、子どもの成長過程に合わせた一連の子育て支援を積極的に展開します。

防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事

業
、
保
健
セ
ン
タ
ー
移
転
整
備
事
業
、

校
舎
整
備
事
業
等
の
大
型
事
業
が
26

年
度
で
ピ
ー
ク
を
越
え
た
こ
と
に
よ

り
50
億
４
１
９
８
万
円
（
37
・
８
％
）

減
少
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
歳
出
の
内
訳

　
歳
出
を
目
的
別
経
費
（
※
６
）
で

見

る

と
、
民

生
費

が
１
８
２
億

３
３
０
４
万
円
で
最
も
大
き
く
、
次
い

で
総
務
費
の
99
億
20
万
円
、
公
債
費

の
88
億
４
５
０
５
万
円
と
続
き
ま
す
。

総
務
費
の
増
額
は
教
育
費
か
ら
市
民

セ
ン
タ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理

運
営
費
等
が
移
行
し
た
た
め
で
す
。

　

性
質
別
経
費（
※
７
）で
は
、普
通
建

設
事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費（
※
８
）

が
、総
額
で
１
０
３
億
９
５
１
５
万
円

で
す
。
大
型
の
建
設
事
業
等
が
ピ
ー

ク
を
越
え
た
た
め
、
前
年
度
当
初
予

算
額
と
比
べ
て
53
億
１
１
７
２
万
円

（
33
・
８
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
（
※
９
）
は
、
２
億

５
１
６
２
万
円
（
０
・
８
％
）
増

加

し

、
３
０
８
億
２
７
４
６
万

円

で

す

。
こ

れ

は

、
職

員

数

の

減

な

ど

に

よ

っ

て

人

件

費

が

１
億
７
０
１
４
万
円
、
公
債
費
が

５
億
７
９
３
６
万
円
減
少
し
た
も

の
の
、
扶
助
費
が
10
億
１
１
２
万
円

増
加
し
た
こ
と
な
ど
が
原
因
で
す
。

市
債
と
基
金
の
残
高
見
込
み

　

27
年
度
末
の
市
の
市
債
（
借
入
金
）

の
残
高
は
、
特
別
会
計
と
公
営
企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の
合
計
で

１
４
４
９
億
９
８
１
０
万
円
に
な
る

見
込
み
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
臨
時
財
政
対
策
債

（
※
10
）
な
ど
を
除
き
、
公
共
事
業

の
た
め
に
借
入
れ
た
も
の
が
一
般

会
計
で
６
７
２
億
３
９
３
１
万
円

と
な
り
、
前
年
度
末
残
高
と
比
較

し
て
、
２
億
４
９
５
０
万
円
の
減

と
な
り
ま
す
。
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
公
営
企
業
会
計
を
合
わ
せ

た
全
会
計
を
前
年
度
末
残
高
と
比

較
す
る
と
、
５
億
２
５
８
８
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
市
民
１
人
当
た
り
で

計
算
す
る
と
、
一
般
会
計
で
は
約

54
万
円
、
全
会
計
で
は
約
97
万
円

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
主
な
市
の
基
金
（
貯
金
）
の
残

高
は
、
27
年
度
末
で
財
政
調
整
基
金
が

19
億
５
５
０
８
万
円
、
市
債
管
理
基
金

が
１
１
５
億
７
３
１
７
万
円
に
な
る
見

込
み
で
す
。
こ
の
２
つ
の
基
金
の
合
計

を
市
民
一
人
当
り
に
す
る
と
、
約
11
万

円
に
な
り
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

納
め
た
大
切
な
税
金
を
効
果
的
か

つ
効
率
的
に
活
用
し
、
財
政
運
営

の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

会計名 予算額 26年度比
（増減率）

一般会計 662億4,432万円 △5.8%

特

別

会

計

国民健康保険 155億7,530万円 10.9%

後期高齢者医療 12億4,494万円 2.1%

介護サービス事業 3,991万円 1.1%

土地取得事業 0万円 △100.0%

金沢財産区 524万円 △15.8%

都市施設等管理 1億6,671万円 △2.3%

工業団地整備事業 920万円 △23.3%

市営バス事業 1億7,879万円 3.6%

簡易水道事業 24億2,967万円 4.5%

下水道事業 35億2,935万円 △1.7%

農業集落排水事業 4億7,498万円 16.6%

浄化槽事業 1億9,232万円 △3.3%

物品調達 3,599万円 △3.5%

水道事業会計 42億2,363万円 8.6%

工業用水道事業会計 7,521万円 72.0%

病院事業会計 25億2,800万円 △3.8%

合計 969億5,356万円 △2.2%

● 用語の解説

(※１ )地方交付税…全国市町村の行政サービスが
一定水準になるように、国から配分されるお金
(※２ )自主財源…市税や使用料など、市が自主的に
収入することができる財源
(※３ )依存財源…地方交付税、国・県支出金など、
国や県から交付される財源や市債など
(※４)財政調整基金…財源に余裕がある年に積み立
て、不足する年に取り崩すことで財源を調整し、計

画的な財政運営を行うための積立金
(※５ )市債管理基金…市債の償還に備える積立金
(※６ )目的別経費…経費を「行政目的」によって分
類したもの
(※７ )性質別経費…経費を「経済的性質」によって
分類したもの
(※８ )投資的経費…道路、学校の建設など、社会資
本の整備や災害復旧に要する経費
(※９ )義務的経費…人件費（職員の給与、議員報酬

など）、扶助費（社会保障制度の一環として、生活困
窮者、児童、高齢者、障がい者などを援助する経費）、
公債費（市の借入金（市債）などの償還金等）を合計
したもので、その支出が義務づけられ、任意に削減
できない経費
(※10)臨時財政対策債…地方交付税の国の財源が
不足する場合に、特例として地方交付税に替えて
発行が認められる地方債（借入金）で、償還費用は
全額国が手当てするもの

その他
6億 7,136万円 (1.0%)

民生費
182億3,304万円(27.5%)

教育費
60億 9,947万円

(9.2%)

公債費
88億 4,505万円
（13.4％）

総務費
99億 20万円 (14.9%)

土木費
68億 3,629万円

(10.3%)

農林水産業費
59億 2,790万円

(9.0%)

衛生費
47億 8,083万円

(7.2%)

消防費
28 億 4,789 万 円

(4.3%)

商工費
21億 229万円 (3.2%)

子育て支援や高齢者、障
がい者福祉など

小中学校などの管理
運営費や建設・維持

市の借入金の返済

市税の課税・収納や戸籍
事務、市民センターやス
ポーツ施設などの管理運
営費や建設・維持

道路・公園・住宅な
どの建設・維持

農林業の支援、農業
施設や林道の建設・
維持など

保健・医療・ごみ処理・
環境対策など

歳出

662 億 4,432 万円

未来に向けた 子育て応援予算
平成 2 7年 度

一関市の予算

諸収入

11億5,295万円

（1.7％）

繰入金

12億3,860万円

（1.9%）

使用料 /手数料

3億 9,920万円

（0.6%）

分担金 /負担金

5億4,233万円

（0.8%）

その他
1億7,452万円

（0.3%）

地方交付税

254億 6,043万円

（38.4%）

市債

82億 9,021万円

（12.5%）

県支出金

60億 9,083万円

（9.2%）

地方譲与税 /交付金

33億1,728万円

（5.0%）

依存財源

507億7,078万円

（76.6%）

国庫支出金

76億1,203万円

（11.5%）

歳入

662 億 4,432 万円

市税

119億6,594万円

（18.1％）

自主財源

154億7,354万円

（23.4%）

一般会計歳入

一般会計歳出（目的別）27 年度予算の規模

Act.1

予算

特集・一関未来創造計画
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放射性物質による汚染問題への対策 

事　業 予算額 主　な　内　容

暮らしの安全・安心 2,869万円

放射線量測定器の貸し出し、公共施設における放射線量モニタリング調査、学校

給食食材等の放射性物質測定、水道水の放射性物質検査、下水処理で発生する汚

泥の放射性物質検査

農林業の再生に向けた取り組み 3億6,276万円

放射性物質による被害農産物等の調査、農家等の損害賠償請求支援、放射性物質

に汚染された農林業系廃棄物の一時保管施設の保全管理、利用自粛牧草等処理円

滑化事業（農林業系汚染廃棄物の処理加速化事業など）、しいたけ生産振興対策

事業費補助金、特用林産施設等体制整備事業費補助金 

「協働によるまちづくり」の推進

事　業 予算額 主　な　内　容

地域づくり活動に対する支援 1億9,705万円

地域おこし事業（市民との意見交換会、活動実践発表会の開催、地域おこし事業

費補助金）、地域協働体支援事業（集落支援員の配置、地域協働推進員の配置、地

域協働体支援事業費補助金、自治会等活動費総合補助金）

協働によるまちづくりの推進 1億7,961万円

地域間交流事業、市民活動推進事業、一関市民憲章推進協議会補助金、国際交流

事業、協働でつくるきれいなまち推進事業、歴史の小道整備事業、磐井川かわづ

くり事業、景観形成事業、景観まちづくり事業補助金

いちのせき元気な地域づくり事業 6,673万円
各地域で特色のある地域づくりのため、地域住民と行政との創意工夫による各種

事業を実施

持続可能なバス公共交通の実現に
向けた取り組み

465万円

市民・運行事業者・国県等関係機関で構成する「一関市地域公共交通総合連携協

議会」への負担金、舞川地区をモデル地区とするデマンド型乗合タクシーの試験

運行経費

地域協働活動の拠点整備 4,841万円
自然休養村管理センター調理室増築工事、厳美市民センター達古袋分館改修、大

東コミュニティセンター維持修繕、千厩市民センター冷暖房設備整備

子育て世代への支援と人口減少社会への対応

事　業 予算額 主　な　内　容

出産準備期からの支援 1億7,700万円

妊産婦医療費助成事業、不妊に悩む方への特定治療支援事業、出産育児一時金給

付事業、成人風しんワクチン接種委託事業、妊婦健康診査事業、母子健康相談・

家庭訪問事業、両親学級事業

乳児期からの支援 57億6,854万円

乳幼児医療費助成事業、ひとり親家庭等医療費助成事業、養育医療費給付事業、

育成医療費給付事業、病院群輪番制病院運営費補助金、休日当番医制運営事業、

育児相談・育児教室事業、乳幼児健康診査事業、発達支援相談事業、ＢＣＧ・４

種混合・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン接種委託事業、産後支援サポー

ター派遣事業、育児支援サポーター派遣事業、児童手当給付費、児童扶養手当給

付費、子育て世帯臨時特例給付金給付事業、施設型給付費等支給事業（私立）、保

育園管理運営費（市立）、こども園管理運営費（市立）、折壁保育園増築事業、第３

子以降保育料無料化事業、延長保育事業、一時預かり事業、病児保育事業、障が

い児保育事業、通園費補助金、障がい児通所等給付 、地域子育て支援拠点事業、

子育てサロン事業、一関ファミリーサポートセンター運営事業、一関市子ども・

子育て会議運営費、子育て支援体制整備事業、家庭児童相談室運営費   

幼児期からの支援 4億2,796万円

休日歯科応急診療運営費補助金、麻しん風しん混合１期・日本脳炎（１期）・水

痘ワクチン接種委託事業、小児インフルエンザ・おたふくかぜワクチン接種助

成事業、２歳６か月歯科健診事業、児童館管理運営費、へき地保育所管理運営費、

障害福祉サービス事業、私立幼稚園第３子以降保育料等補助金 、特別支援教育推

進事業、幼児ことばの教室事業、きめ細かな指導支援員配置、子育て家族の農業

体験事業補助金、学校緊急情報相互連絡システム運営事業、一関市防犯協会連絡

協議会補助金、交通安全施設整備事業（ガードレール、カーブミラー設置など）、

歩道設置（仁王原有壁線、木ノ川線、折壁八幡４号線・折壁小林線）、公園遊具の

更新、公園トイレの洋式化、公園フェンスの修繕

小学生からの支援 3億3,825万円

小学生医療費助成事業、麻しん風しん混合２期・２種混合・日本脳炎（２期）予防

接種委託事業、 遠距離通学費補助金、就学援助事業、特別支援教育就学奨励事業、

障がい児就学支援事業、外国語指導助手、学習指導専門員、教育相談員、適応支援

相談員、学びの支援員、読書普及員配置、いじめ問題対策事業、放課後子ども教室

事業、環境教育活動事業、青少年劇場開催、生涯スポーツ推進事業、全国体育大会

等出場補助金、職業体験事業（ジョブカフェ一関） 

中学生からの支援 1億327万円

中学生医療費助成事業（※26年度補正予算と一体で実施）、子宮頸がん予防ワク

チン接種事業、思春期保健事業、遠距離通学費補助金、就学援助事業、特別支援教

育就学奨励事業、適応支援相談員配置、学びの活性化事業、中学生の社会体験学

習事業、中学生最先端科学体験研修事業、中学校文化活動補助金

高校生からの支援 2億2,263万円

地域医療確保対策費補助金（看護師・准看護師養成専門学校運営補助）、奨学金貸

付事業、私立学校運営費、私立高等学校生徒学費補助金、新規学卒者等就農促進

支援事業、青年就農給付金、新規就農者支援資金貸付金、次世代ものづくり定住

促進対策事業、地域若者サポートステーション事業

大学生・社会人からの支援 4,520万円

医師修学資金貸付事業、新規学卒者・求職者研修事業、若者地元就業定着支援事業、

就職ガイダンス開催事業、ふるさとハローワーク運営事業、新規高卒者ふるさと就職

支援事業補助金、次世代ものづくり人材育成事業、人材育成事業費補助金

人口減少を緩やかにする取り組み 6,037万円

移住定住環境整備事業、移住定住奨励金（※26年度補正予算と一体で実施）、農

村地域定住・就農促進対策事業、定住自立圏推進事業、結婚活動支援事業、飲用

井戸等整備事業補助金

最優先で取り組む施策
放射線対策/子育て支援と

人口減対策/協働のまちづくり

　27年度に最優先で取り組む施策は次の３点です。

「放射性物質による汚染問題への対策」３億9,145万円

　放射性物質の影響による市民の不安解消を図るため、適切

な情報提供や放射性物質検査などを実施します。また、放射

性物質の影響による被害を受けた農家や生産基盤整備を支援

し、農林業の再生を進めます。

「協働によるまちづくりの推進」４億9,645万円

　４月から、市内の公民館は市民センターに生まれ変わりま

した。公民館に地域づくりの拠点機能を加え、多様な活用が

できる施設にします。地域の特性を生かした住民主体の活動

組織である地域協働体の取り組みを支援します。

「子育て世代への支援と人口減少社会への対応」71億4,322万円

　急激な人口減少の影響は市民生活の様々な場面に及んでいま

す。人口減少に歯止めをかけるため、子育て支援や雇用対策な

ど、若者の定住対策や市外からの移住定住に取り組みます。

 　各施策の主な内容は、下記のとおりです。

Act.2

予算

特集・一関未来創造計画
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1.明日を拓く人材育成と産業振興 
事　業 予算額 主　な　内　容

就業支援 4,983万円
若者地元就業定着支援事業、ジョブカフェ一関運営事業（若年者就業支援相談、キャリア教育支援事
業）、雇用相談員の配置、ふるさとハローワーク運営事業、就職ガイダンスの開催、Ｕターン就職の促
進、新規学卒者等就農促進支援事業

地域企業の人材育成に対する支援 2,716万円
女性キャリアアップ支援事業（セミナーの開催）、新規高卒者ふるさと就職支援事業補助金（人材育成
に対する補助）、ものづくり産業振興事業（品質検定の実施、資格取得支援）、人材育成事業費補助金
（若手技術者育成の補助）

震災等緊急雇用対応事業（放射線対策
分を除く）

2,406万円 被災者住宅復興支援、中東北から元気を発信するイベントの企画と実施

企業立地の促進 5億6,677万円
新貸し工場整備事業、生産設備等投資促進補助金、企業立地促進奨励事業費補助金、立地企業操業
支援事業費補助金 

起業、中小企業に対する支援 8億7,037万円
一関商工会議所補助金、いちのせき起業応援事業、商店街活性化事業補助金、各種資金利子・保証料補
給事業 

技術・経営強化、連携に対する支援 5,871万円
企業ネットワーク推進事業（企業情報交換会の開催など）、企業の魅力発信力向上事業（情報発信のノ
ウハウを学ぶセミナーの開催など）、新製品・新技術開発事業費補助金（研究機関等との共同や委託
による新製品・新技術開発に対する助成）

｢地産外商｣・｢６次産業化｣の推進と情
報発信

2,174万円 販路拡大に係る事業、情報発信に係る事業

農産物の産地づくり 5,488万円
野菜花き生産振興事業補助金、繁殖牛生産振興対策事業費補助金、酪農振興総合対策事業費補助金、
肥育素牛地域内保留対策事業費補助金、有害鳥獣対策事業、しいたけ生産振興対策事業費補助金

元気な農村地域づくりの支援 12億9,241万円
中山間地域等直接支払交付金、緑のふるさと協力隊地域支援事業、農村地域づくり活動支援員設置
事業、農村地域活性化モデル支援事業、ニューツーリズム推進体制整備事業費補助金、中山間ふるさ
と・水と土保全対策事業

農業経営体の育成支援 8億6,801万円
強い農業づくり交付金、経営体育成支援事業費補助金、担い手育成対策事業、いわて地域農業マス
タープラン実践支援事業費補助金、機構集積協力金、青年就農給付金、新規就農者支援資金貸付金

農業基盤整備の促進 10億7,488万円 県営基盤整備事業ほか県営事業負担金、多面的機能支払交付金

優良木材の産地形成 2億3,930万円 公有林整備事業、森林総合整備事業費補助金、森林病害虫等駆除事業

物流基盤の整備 8,273万円 清水原一関線道路改良事業

世界文化遺産「平泉」の玄関口としての機
能の充実

2,270万円 観光ガイド事業、観光施設設備修繕（花と泉の公園、きらら室根山天文台）

広域連携による観光振興と誘客 838万円
広域連携推進事業、観光地間二次交通整備事業、黄金王国推進委員会負担金、伊達な広域観光推進
協議会負担金

まつりや地域イベント等に対する支援 6,163万円

一関・平泉バルーンフェスティバル事業、各地域の夏まつり開催負担金、一関地方産業まつり農業祭・
商工祭負担金、ご当地もちサミット開催補助金、大東大原水かけ祭り保存会事業費補助金、夫婦石観
光まつり事業費補助金、唐梅館絵巻実行委員会補助金、室根大祭協賛会補助金、藤沢野焼祭開催負
担金

2.教育環境の充実
事　業 予算額 主　な　内　容

キャリア教育の支援 132万円 中学生の社会体験学習事業、青少年健全育成事業

特別支援教育等の推進 1億6,446万円
外国語指導助手、理科学習支援員（モデル３校）の配置、特別支援コーディネーター、学びの支援
員、学校サポーターの増員（小中学校）、適応支援相談員、きめ細かな指導支援員（幼稚園）の配置  
、幼児ことばの教室事業、いじめ問題対策事業

学校の整備 14億8,181万円
山目小学校校舎改築事業（外構）、磐井中学校整備事業（北校舎大規模改修）、山目小学校プール改築
事業、桜町中学校特別教室棟改築事業、千厩地域統合小学校整備事業、大東中学校施設改修事業（グ
ラウンド）、興田小学校施設改修事業（グラウンド）              

読書環境の充実 2,679万円 学校図書館に配置する読書普及員の増員

学校給食センターの整備・充実 6億4,031万円（仮称）西部第二学校給食センター整備事業、学校給食用米飯容器等更新

「地域の宝」を守り、顕彰する取り組み 6,614万円

石と賢治のミュージアム敷地取得事業、芦東山記念館史資料等調査整備事業、岩手県指定文化財「原
本無形録」調査研究事業、市指定文化財保護事業補助金、歴史民俗資料等活用整備事業、民俗芸能
伝承調査研究事業、地域学習冊子作成事業、文化財標柱・解説板整備事業、骨寺村荘園交流施設管
理事業

 7つの 「重点施策」
3.健康長寿のまちづくりの推進

事　業 予算額 主　な　内　容

生活習慣病の発症と重症化予防 1億3,588万円
健康教育・健康相談・訪問指導事業、後期高齢者健康診査事業、高齢者肺炎球菌ワクチン接種助
成事業、高齢者インフルエンザ予防接種助成事業

介護予防 4,884万円 おおむね65歳以上の高齢者を対象に、転倒予防、認知症予防、栄養改善など介護予防事業を各地区
集会所等で実施

高齢者の社会参加に対する支援 7,711万円
高齢者福祉乗車券交付事業、高齢者の生きがいと健康づくり事業、高齢者自動車運転免許証自主返
納サポート事業など

地域の見守り体制づくり 673万円 宅配業等の民間事業者との連携により、高齢者世帯の見守り活動を実施

高齢者の日常生活支援 3,287万円 配食・給食サービス事業、生活支援ハウス運営事業

在宅介護に対する支援 5,116万円 在宅寝たきり高齢者等介護手当支給事業、家族介護支援事業

介護の人材育成、施設整備に対する支援 1億2,711万円 介護人材育成事業、地域医療・介護連携推進事業、介護サービス施設整備等臨時特例事業費補助金

地域医療の確保 2,186万円 医師修学資金貸付事業、地域医療確保対策費補助金

発達支援と障がい者福祉の充実 28億1,625万円 自立支援介護給付、障害者地域生活支援事業、重度心身障害者医療給付事業、精神保健福祉事業

住宅・公共施設のバリアフリー化 1,293万円 高齢者及び障害者にやさしい住まいづくり推進事業費補助金、公園トイレの洋式化

4.文化、芸術およびスポーツの振興
事　業 予算額 主　な　内　容

生涯スポーツに対する支援 7,250万円
生涯スポーツ推進事業、スポーツレクリエーション普及事業、一関市体育協会補助金、学校施設開放
事業

文化施設・体育施設の整備と充実 7億486万円

一関文化センター改修、一関市総合体育館外部階段改修、一関運動公園陸上競技場トラック改修、野
球場壁面補修等、テニスコート擁壁補修、一関遊水地記念緑地公園駐車場改修等、花泉プール大規
模改修、花泉体育館トイレ改修、清田テニスコート人工芝補修、東山Ｂ＆Ｇ海洋センター改修、東山球
場スコアボード改修、川崎運動広場整備、藤沢Ｂ＆Ｇ海洋センター送迎車両更新、藤沢運動広場外周
フェンス改修、一関市産業教養文化体育施設修繕、祭畤スノーランドリフト改修、花泉宿泊交流研修
施設「花夢パル」厨房設備更新

「希望郷いわて国体」開催に向けた取り組み 9,364万円
国民体育大会一関市実行委員会負担金、国民体育大会開催推進事業（競技用備品購入等）、国民体育
大会会場整備事業

5.環境対策
事　業 予算額 主　な　内　容

再生可能エネルギー設備等導入事業 9,388万円 再生可能エネルギー設備導入等推進事業、新エネルギー等導入事業補助金

資源・エネルギー循環型まちづくりの推進 674万円
一関地方で生じる一般廃棄物やバイオマス等をエネルギー資源とした循環型まちづくりを推進する
バイオマス産業都市構想を策定

街路灯などのＬＥＤ化・省エネ化 5,341万円
防犯灯維持管理事業（防犯灯ＬＥＤ化事業分）、商店街低炭素街路灯導入事業補助金、公園灯ＬＥＤ
化事業

ごみ減量化・資源リサイクル等の推進 3,061万円
一関市公衆衛生組合連合会補助金、オフィス古紙リサイクル一関負担金、生ごみ減量機器購入事業
補助金、塵芥収集事業、資源リサイクル事業、ごみ減量化等促進対策事業、不法投棄防止対策事業

6.防災のまちづくりの推進 
事　業 予算額 主　な　内　容

避難所等施設の耐震化 1億2,855万円
大原体育館耐震補強事業、大東開発センター耐震診断事業、千厩農村勤労福祉センター耐震改修事
業、東山中学校耐震補強大規模改修事業

防災拠点施設の整備・災害発生時の設備
強化

7億1,193万円
南消防署藤沢分署建設事業、防災行政情報システム整備事業、常備消防車両整備事業、防火水槽整
備事業、消防屯所建設事業、消防団員雨衣整備、非常備消防ポンプ自動車・小型動力ポンプ積載車等
購入事業、釣山防火用水路補修事業、災害救助用小型船舶整備事業

自主防災組織の育成・支援と防災意識を
高める取り組み

554万円
自主防災組織活動助成金、自主防災組織育成事業、高齢者防火出前講座事業、命をつなぐプロジェク
ト事業

安全・安心なまちづくり 3億2,996万円

一関市防犯協会連絡協議会補助金、防犯灯維持管理事業、避難行動要支援者支援事業、土砂災害ハ
ザードマップ作成事業、急傾斜地崩壊対策県事業負担金、道路インフラ長寿命化事業、橋梁長寿命化
事業、木造住宅耐震診断事業、木造住宅耐震改修工事助成事業補助金、水防訓練事業・北上川上流
水防演習事業

7.未来のまちづくりの推進 
事　業 予算額 主　な　内　容

国際リニアコライダー計画を一関発展の
基軸としたまちづくり

3,288万円 国際リニアコライダー調査事業、総合計画推進事業

次代を担う人材育成 919万円 中学生最先端科学体験研修事業、英語の森キャンプ事業、子どもたちによる地域の情報発信事業

市民サービスの充実 3億5,600万円 マイナンバー導入事業、ワンストップサービス推進事業、税務証明・住民票等コンビニ交付事業

東日本大震災からの復興 6億6,532万円 災害公営住宅整備事業

世界遺産「平泉」と連携した地域づくり 3,854万円 世界遺産拡張登録関連骨寺村荘園遺跡重点調査事業

公共施設等の管理と市有財産活用推進
事業

2億1,090万円 公共施設等総合管理計画策定事業、市有財産活用推進事業

経済対策事業
　地域経済の活性化や雇用の確保・創出を図るため、①後年度計画事業の前倒し②市民要望の多い道路の整備・修繕③公共施設

の修繕・環境整備―などを中心に、26年度と同規模の経済対策事業を実施します。

【事業費計　37億1,929万円】　（当初予算分前年比 ＋3,701万円　＋1.0％）

中東北の拠点都 市

一関の形成に向けた

　中東北の拠点都市一関の形成に向けた重点

施策に、次の７項目を設定しました。

　1.明日を拓く人材育成と産業振興

　2.教育環境の充実

　3.健康長寿のまちづくりの推進

　4.文化、芸術及びスポーツの振興

　5.環境対策

　6.防災のまちづくりの推進

　7.未来のまちづくりの推進 

　各施策の主な内容は、下表のとおりです。

　このほか、後年度に計画されていた事業の

前倒しや、市民要望の多い生活道路や公共施

設の改修などの経済対策事業を前年度に引き

続き、27年度も実施します。　

Act.3

予算

特集・一関未来創造計画
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27年度一関市組織機構図
部 課等 業務内容 場所

市

長

公

室

危機管理監 危機管理に関する関係機関、庁内各部等との総合調整

本庁3階

政策企画課 市政全体の重要施策、教育行政施策の大綱の策定、総合教育会議

ILC推進課 ILCに関すること

広聴広報課 広聴、広報、市勢要覧の編さん、要望等の処理など

秘書課 市長および副市長の秘書、渉外、庁中儀式など

総

務

部

総務部参事 債権管理、税等の歳入管理 本庁1階

総務課
条例・規則、告示、情報公開、個人情報保護など／入札・契約および検査など／各種統計調査、統

計調査員に関することなど／地域情報化、電算システム整備など
本庁3階

財政課
施策の総合的な調整、行政改革、政策評価、指定管理者制度など／予算の総括、調整・配当および
執行管理など／財産の取得・管理および処分、庁舎管理など

本庁2階

職員課 職員の任免、職員の研修／職員の服務、給与・手当、職員の健康管理、公務災害補償など 本庁3階

税務課
軽自動車税・市たばこ税・鉱産税・入湯税・国民健康保険税など／市民税（個人・法人）など／

固定資産税（土地・家屋・償却資産）など 本庁1階

収納課 市税の徴収、税外収入金の収納など／滞納の整理促進など／市税等の還付、納税組合など

ま

ち

づ

く

り
推

進

部

政策推進監 都市間交流、一関地域振興

本庁4階まちづくり
推進課

市民センターの設置・管理運営、地域協働体、NPO法人認証など／一関地域内の市民センターの
管理、地域協働体、行政区長、市民憲章など／国際交流・地域間交流、総合交通対策

市民センター 公民館が行っていた青少年・成人・女性・高齢者事業、芸術文化の振興、地域づくり活動の支援など

いきがい

づくり課

社会教育委員、生涯学習、成人・青少年・高齢者教育、家庭教育、社会教育関係団体、芸術文化の
振興、移住・定住環境整備事業、男女共同参画の推進、結婚活動支援、一関市ふるさと応援寄附 一関地区

合同庁舎

2階
スポーツ振

興課

社会体育の振興、スポーツ推進委員、社会体育関係団体、市立学校の体育施設開放事業、スポー

ツ施設の管理運営・整備など

国体推進室 国体に必要な準備、運営、一関市実行委員会の運営など

市

民

環

境

部

市民課
印鑑登録・証明、戸籍謄抄本、住民票・諸証明の申請・交付等、自衛官の募集事務、旅券事務など
／住民基本台帳事務、戸籍事務、埋火葬等の許可、市区町村在留関係事務、住基ネット事務など

本庁1階国保年金課 国保・後期高齢者医療・医療費助成事業の届出・申請、国民年金の届出・申請、年金相談など

生活環境課 地球温暖化対策、再生可能・省エネルギー関係／交通安全・防犯、市民相談、消費生活相談

放射線対策室 放射線対策に関すること

保

健

福

祉

部

健康づくり課
保健推進委員、献血事業、狂犬病予防、休日当番医、小児成人夜間救急、地域医療確保など／保健指

導、精神保健、家庭訪問歯科診療、食育推進、健康教育・相談、健康診査、検診、高齢者予防接種など

一関保健

センター 2階

子育て支援課

保育園等、児童手当等、児童クラブ、児童福祉施設、子育て支援・発達支援相談など／妊婦健診、

乳幼児健診、子供の予防接種、母子健康教育・相談、乳児家庭訪問、特定不妊治療、育成医療、養

育医療など

一関保健

センター 1階

長寿社会課
民生委員･児童委員、民生相談連絡員、日本赤十字社、人権擁護委員、社会福祉法人指導監督事

務など／高齢者福祉、福祉乗車券、敬老会、老人クラブ、養護老人ホーム、介護予防事業など
本庁1階

福祉課
生活保護、行旅病死人に関することなど／障がい者福祉、自立支援給付、福祉乗車券、地域生活支

援事業、療育手帳、身体障害者手帳など
本庁1階

部 課等 業務内容 場所

商
工
労
働
部

商業観光課 商工団体育成、中心市街地活性化、中小企業振興、物産振興など／観光振興、観光施設、広告など
本庁5階

工業課 工業振興、産学官連携、研究開発支援、人材育成、鉱業など／企業誘致・立地、工業団地情報など

労働政策課 雇用相談、雇用促進・安定、勤労者福祉、職業訓練センターなど 本庁1階

農

林

部

政策推進監 地産外商、放射線対策

本庁4階

農政課

農政の企画・推進、農林連絡員、中山間地域振興、農業担い手育成、農用地の除外・編入など／水

田営農推進、畜産振興、市営牧野など／農産物の流通、生産振興、植物防疫、内水面漁業など／農

林産物の放射性物質の測定

農地林務課

農林土木事業、農林業施設の維持管理等、治山事業、岩石採取計画の認可、林地開発許可など／

土地改良事業、小規模基盤整備事業、国体営土地改良事業に係る計画認可等・換地計画認可等な

ど／森林計画、林業振興、緑化推進、公有林･分収林、鳥獣捕獲許可など

国土調査室 地籍調査の実施、成果の閲覧など
本庁

東側別棟

農林整備課
農林土木事業、農林業施設の維持管理等、治山事業など／土地改良事業、小規模基盤整備事業

など

建設農林

センター

建

設

部

道路建設課
国・県道に関することなど／主要道路網の整備計画、道路新設･改良工事など／道路の舗装計画

および工事等、橋梁の新設改良計画および工事など／公共用地の取得・登記など

本庁4階

道路管理課
市道の認定・区域決定等、道路台帳整備および管理、道路・河川の占用許可など／市道維持、交

通安全施設整備、道路・橋梁の災害復旧工事、市道の除雪など

治水河川課
治水対策、関係機関および外郭団体との連絡調整、治水事業促進、河川改修・維持、河川の災害

復旧、土砂災害防止対策など

都市整備課

都市計画の決定および変更、市営駐車場などの管理／都市公園等の維持管理、使用・占用許可な

ど／建築物等の確認申請・検査、建築指導・相談など／都市計画法の規定による開発許可事務、

景観形成・保全など／市有建物の建築工事にかかる設計・工事監理および維持保全の指導、助言

／都市計画道路整備など

建設整備課
国・県道に関することなど／道路、橋梁の工事の設計、施工および監督など／道路、橋梁および河

川の改修および維持管理など

建設農林

センター

上

下

水

道

部

簡易水道課

簡易水道にかかる経理／簡易水道料金の徴収、検針など／給水工事、給水管の維持管理など／簡

易水道施設などの管理、配水管の維持管理など／水源地・浄水場などの維持管理など／水質検査、

水道水源調査など

本庁1階

下水道課
下水道事業、農業集落排水事業、浄化槽の経営企画など／下水道等の普及促進、受益者負担金・

分担金、排水設備工事など／下水道工事、下水道等の維持管理など
本庁5階

水

道

部

業務課 上水道事業にかかる経理など／上下水道等料金の徴収、検針など
本庁1階

給水課 給水工事、給水管の維持管理など／上水道施設の管理、配水管の維持管理など

浄配水課 水源地・浄水場・配水池等の維持管理など／水質検査、水道水源調査など
脇田郷

浄水場

会計課 現金の出納・保管、現金・財産の記録管理など／証票審査、物品の出納・保管など 本庁1階

各

支

所

地域振興課
地区事務の連絡調整、庁舎管理など／行政区長（支所地域内）、地域振興など／社会教育活動など／

公民館が行っていた青少年・成人・女性・高齢者事業、芸術文化の振興、地域づくり活動の支援など

市民課
税相談、市税の徴収、諸収入の収納など／戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、埋火葬等の許可、国民

健康保険、国民年金、交通安全、防犯対策、犬の登録など

保健福祉課

健康診査、がん検診、妊婦・乳児の一般健康診査、乳幼児集団検診、予防接種、精神保健、献血な

ど／児童福祉、子育て支援など／生活保護、身体・知的障がい者福祉、高齢者福祉、介護保険、日

本赤十字社事業など

産業経済課 商工観光振興など／農林畜産業振興、水田農業の推進、鳥獣の捕獲許可等など

建設水道課
農道・林道など維持管理、土地改良事業、農林業災害、道路・橋梁などの新設改良・舗装および
維持管理、市営住宅など／水道事業、下水道事業など

教

育

委

員

会

教

育

部

教育総務課

教育委員会議の開催、奨学金、スクールバス、請願・要望、教育委員会の庶務など／事務局・学校

以外の教育機関の組織・定数・職制、通学区域調整審議会、学区再編、教育財産管理の総括、市

立学校等の施設整備・営繕など 本庁5階

学校教育課
市立学校の組織編制・管理運営、就学・転入学等、市立幼稚園、就学指導など／学校保健、学校

給食、学校給食センターなど

文化財課 文化財調査・保護など 本庁会議室棟

1階骨寺荘園室 世界遺産登録、骨寺村荘園遺跡の保存・活用、調査・研究など

業務の推進を充実・強化
行政運営の機動性・効率性を向上 組織の一部を変更します
　市では、市民サービスの向上と行政運営

を効率的に行うため、毎年、組織・機構を

見直しています。27年度は❶～❺に重点を

置き、組織の一部を変更します。

❶協働のまちづくりの推進体制を整備…①

協働推進課に市民センターに関する事務を

追加し「まちづくり推進課」に②社会教育、

文化振興や男女共同参画等に関する事務を

追加し「いきがいづくり課」に③体育課と国

体推進室を「まちづくり推進部」に移し、体

育課は「スポーツ振興課」に⑤公民館は「市

民センター」に④支所教育文化課の事務を

地域振興課に移管

❷保健福祉部門を再編…①子育て支援部

門を集約し「子育て支援課」を新設②「長寿

社会課」と「福祉課」を高齢者福祉施策や関

係機関との連携を進めるために再編

❸組織の統合等による事務の効率化と迅速

化…①建築住宅課と都市計画課を統合し

「都市整備課」に②迅速な災害対応、施設の

長寿命化などを推進するため、建設課を「道

路建設課」、維持課を「道路管理課」に③治

水対策と河川管理を集約し「治水河川課」

に④藤沢支所国営藤沢地区農地利活用推

進室を藤沢支所産業経済課に統合⑤教育

部に「文化財課」を新設

❹政策推進部門の強化…施策の速やかな

実現、部局間の連携と明確で迅速に指示を

伝達するため「市長公室」を新設

❺管理調整部門の集約強化…人事・組織

等の管理や債権管理などを総務部で新た

に担当。また、行政改革に加え、総合計画

実施計画の策定や総合的な調整も担当

特集・一関未来創造計画
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固定資産の評価替えを行いました
問本庁税務課または各支所市民課

　2015年度に評価替えを実施しました。

「評価替え」は、固定資産課税台帳に登録

されている土地や家屋の価格を3年ごとに
見直すことです。路線価等の付設・設定、

建築物価の変動や経過年数などを考慮し

て見直しを行いました。

公共下水道整備が完了しました
問本庁下水道課または各支所建設水道課

　区域内に建物を所有している人は、市が
指定する工事店で排水設備工事を行って

ください。

◇整備した区域…【一関地域】山目字境・

中野・泥田・才天、赤荻字堺、萩荘字本町・

大清水・中町・小萩・高梨南方・釜ケ淵・

高梨北方・駒下・川崎・下中田・袋田・

白山田、蘭梅町、真柴字千刈田、三関字桜

町―の各一部【花泉地域】涌津字境・下原、

花泉字地平・町・大町・上舘、金沢字水

門―の各一部【千厩地域】千厩字前田・四

日町・石堂・神ノ田・古ケ口―の各一部

リフォーム助成事業などの説明会
問本庁都市整備課

　事業内容の一部改正に伴って、説明会を
開きます。

◇ 日 時・ 場 所 …4月7日 ㊋ 10:00 ～

11:30・市役所本庁

◇事業の種類…❶緊急経済対策住宅リ

フォーム助成事業＝築後10年以上の住

宅のリフォームを、市内に本店がある業

者が行う場合の費用❷生活再建住宅支援

事業＝被災した①住宅の補修・新築②宅

地の復旧③住宅に係るローンの利子補給

―など

INFORMATION
　

現
在
、
２
０
１
６
年
度
を

初
年
度
と
す
る
次
期
総
合
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

次
期
総
合
計
画
策
定
に
向

け
て
総
合
計
画
審
議
会
を
中

心
に
❶
ア
ン
ケ
ー
ト
❷
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
❸
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
―
な
ど
を
実
施
し
、

市
の
基
本
構
想
を
決
定
し
ま

し
た
。
基
本
構
想
の
将
来
像

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
み
つ
け
よ
う
育
て
よ
う

　

郷
土
の
宝　

い
の
ち
輝

く
一
関

　

こ
れ
は
、
ま
ち
の
主
役
で

あ
る
市
民
が
❶
本
市
の
自

然
、
歴
史
や
文
化
な
ど
の
「
地

域
資
源
」❷
人
や
人
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
―
を
郷
土
の
宝
と

し
て
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
実
施

　

自
己
所
有
の
固
定
資
産
と

市
内
の
固
定
資
産
と
を
比
較

し
、
評
価
額
が
適
正
か
を
確

認
す
る
制
度
で
す
。

◇
期
間
…
４
月
１
日
㊌
〜
４

月
30
日
㊍
８
時
30
分
〜
17
時

15
分　

＊
㊏
㊐
㊗
を
除
く

◇
場
所
︙
市
役
所
本
庁
税
務

課
ま
た
は
各
支
所
市
民
課

◇
確
認
で
き
る
事
項
︙【
土

地
】所
在
、地
番
、地
目
、地
積
、

価
格
（
評
価
額
）【
建
物
】
所

在
、家
屋
番
号
、種
類
、構
造
、

床
面
積
、価
格（
評
価
額
）

◇
対
象
︙
土
地
、家
屋
の
納

税
者
ま
た
は
代
理
人
（
要
委

任
状
）　

＊
土
地（
家
屋
）だ
け
所

有
す
る
人
は
土
地（
家
屋
）だ
け
縦

覧
可
。
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
人
は
縦
覧
不
可

◇
持
ち
物
︙
印
鑑

◇
閲
覧
︙
本
人
所
有
の
資
産

は
随
時
確
認
で
き
ま
す
。
納

税
義
務
者
・
代
理
人（
要
委
任

状
）
が
閲
覧
で
き
、印
鑑
が
必

要
。手
数
料
は
１
件
３
０
０
円

　

＊
縦
覧
期
間
中
は
無
料

◇
借
地
・
借
家
人
の
閲
覧
︙

借
地
・
借
家
人
は
、関
連
資
産

の
閲
覧
・
証
明
申
請
が
で
き
ま

す
。申
請
は
、貸
借
契
約
書
な

ど
の
書
類
と
印
鑑
が
必
要
。

手
数
料
は
、１
件
３
０
０
円

◇
審
査
の
申
し
出
…
資
産
の

価
格
に
不
服
が
あ
る
場
合
、納

税
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
翌

日
か
ら
60
日
以
内
に
審
査
の

申
し
出
が
で
き
ま
す

問
本
庁
税
務
課
ま
た
は
各
支

所
市
民
課

誇
れ
る
ま
ち
を
育
ん
で
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

と
し
て
左
記
を
掲
げ
ま
し
た
。

■
「
郷
土
の
宝
物
」　

地
域

資
源
を
活
用
し
よ
う

■
「
市
民
主
体
」　

自
ら
考

え
共
に
行
動
し
よ
う

■
「
次
世
代
人
材
支
援
」　

郷
土
を
誇
り
に
思
う
心
を

育
て
よ
う

■「
安
全
・
安
心
」　

み
ん
な

で
支
え
あ
い
暮
ら
し
て
い

こ
う

　

15
年
度
は
、
基
本
構
想
に

基
づ
い
て
中
長
期
的
な
施
策

を
展
開
す
る
た
め
に
「
基
本

計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

問
本
庁
政
策
企
画
課

市 役 所からのお知らせ

シリーズで勝部市長の仕事を紹介しますシリーズで勝部市長の仕事を紹介します

勝部市長の

勝部市長の

勝部市長の

勝部市長の

勝部市長の

勝部市長の

お仕事百景

　室根町の国際医療福祉専門学校一関校で

3期生の卒業式が行われました。卒業生は

県内外の消防署や医療分野への就職が決ま

り、救急救命の現場での活躍が期待されて

います。同校は、北東北初の救急救命学科

を備えた学校として、本市に進出。地域と連

携したさまざまな取り組みを行っています。

　全国のブランド和牛の公式祭が4月25日

㊏～ 5月10日㊐に、東京都庁前新宿中央公

園特設会場で開かれます。神戸牛、米沢牛、

仙台牛、鹿児島黒牛、そして「いわて南牛」。

ほかのブランド牛に比べて知名度は「新参

者」ですが、味では絶対に負けません。前半

は「牛丼」を、後半は「焼肉丼」を提供します。

3/5
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国際医療福祉専門学校
一関校卒業式

「大牛肉博」に参戦！

　

市
は
、
市
内
在
住
の
70
歳
以
上

の
人
と
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人

に
、
市
内
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を

利
用
で
き
る
乗
車
券
（
金
券
）
を

交
付
し
ま
す
。

　

乗
車
券
は
10
円
券
と
１
０
０
円

券
の
２
種
類
で
、
月
額
１
０
０
０

円
分
（
年
１
万
２
千
円
分
）
を
上

限
に
申
請
月
分
か
ら
交
付
し
ま

す
。
た
だ
し
、
入
院
中
や
施
設
入

所
中
の
人
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

　

申
請
は
４
月
１
日
㊌
か
ら
で
き

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
本
庁
長

寿
社
会
課
、
福
祉
課
ま
た
は
各
支

所
保
健
福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問
高
齢
者
福
祉
乗
車
券
に
つ
い
て

本
庁
長
寿
社
会
課
ま
た
は
各
支
所

保
健
福
祉
課
／
障
が
い
者
福
祉
乗

車
券
に
つ
い
て
本
庁
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
保
健
福
祉
課

福祉乗車券の内容

区 分 高齢者福祉乗車券 障がい者福祉乗車券

対

象

市民税非課税世帯のうち次のい

ずれかに該当する人

①70 歳以上の一人暮らし

②70 歳以上だけの世帯

③障がい者福祉乗車券の対象者

だけと同居する70 歳以上の人

＊年度内に70 歳の誕生日を迎え

る人は誕生日から申請できます

①身体障害者手帳１・２級の人

②療育手帳 A の人

③重度の精神障がいの人（精神障

害者保健福祉手帳１級の人、障害

年金１級の人）

＊自動車税、軽自動車税免除者は

非該当

手

続

き

●窓口申請

①印鑑・保険証など本人確認が

できるものを持参して②市役所

１階長寿社会課または各支所保

健福祉課の窓口で③申請書に記

入・押印します④市が内容を確

認後、窓口で交付します

●窓口申請

①印鑑と手帳等を持参して②市

役所１階福祉課または各支所保

健福祉課の窓口で③申請書に記

入・押印します④市が内容を確

認後、窓口で交付します

利

用

で

き

る

交

通

機

関

●バス…岩手県交通、なの花バス、東磐交通、市営バス（花泉・大東・

千厩・室根・川崎）

●タクシー…アイタクシー、一関タクシー、一関中央交通、なのはな

観光タクシー、県南タクシー、花泉タクシー、大原タクシー、摺沢タク

シー、磐井タクシー、千厩タクシー、西宗タクシー、東磐タクシー、長

坂タクシー、室根タクシー、川崎タクシー、郡南タクシー、藤沢タクシー

●福祉輸送事業限定タクシー…福光園フクちゃん移送サービス、福

祉タクシー一関、介護タクシーすずき、介援社、花泉ケアタクシー、ケ

アタクシー千田、ケアタクシー菅原

使用の

注 意

①利用は対象者本人に限られます②平成 27 年度分の利用期限は28 年

３月31日までです③紛失・破損・汚損などによる再交付はしません

④支給要件に該当しなくなった場合は、すみやかに返還してください

問い合

わせ先

本庁長寿社会課または各支所保

健福祉課

本庁福祉課または各支所保健福

祉課

高齢者福祉乗車券　　
障がい者福祉乗車券  27 年度乗車券を交付

　中学生の健康増進と子育て世代の経済的負担の軽減を図る

ため、4月1日から市内に住む中学生の医療費助成を開始しま

す。保護者などの所得制限や自己負担はありません。

◇助成額…保険内診療の一部負担金全額　＊市・県外の医療機関

での診療も対象。入院時食事療養費の標準負担額や高額療養費などは除く

◇給付方法…医療機関の窓口で支払った後に助成金を給付

◇手続きについて…対象の中学生（平成12年4月2日～ 15
年4月1日生）の保護者に、案内文書を2月下旬に送付しまし

た。申請書と案内文書に記載した必要書類を同封の返信用封

筒で郵送してください　＊❶案内文書が届いていない❷最近転入して、

申請手続きが済んでいない―場合は、下記へ連絡をしてください　

◇その他…重度心身障がい者医療費助成やひとり親家庭等医

療費助成を受けている中学生も、保護者などの課税の有無に

関わらず、医療費（保険内診療）の一部負担金の全額を助成し

ます。手続きは不要です

問本庁国保年金課または各支所市民課

4月1日㊌から中学生の医療費助成を開始します

東北6県内のゆうちょ銀行・郵便局で

市税などの納付が可能に

問本庁収納課

　東北６県以外で納付を希望する場合は、

郵便振替も利用できます。

◇納付できる税等…市県民税 (普通徴収 )、国民

健康保険税(普通徴収 )、軽自動車税、固定資産税、

市営住宅の使用料・浄化槽等管理料、特定

公共賃貸住宅使用料、保育所保育料、市立

幼稚園の保育料・入園料、奨学金貸与金返

還金、駐車場使用料(公住 )、後期高齢者保

険料　＊コンビニなどで利用できる納付書が対象

◇取り扱えない項目…❶督促状・口座振

替不能通知書での納付❷金額が訂正され

たもの❸3月31日までに送付されている

納付書❹延滞金・督促料

4月1日から改正行政手続法

・行政手続条例が施行されます
　市民や事業者などが❶市に処分や行

政指導を求める手続き❷行政指導の中

止を求める手続き―が整備されました。

◇主な内容…❶市が行政指導（＊）で許

認可等の処分を示す場合、根拠になる
法令等を明示する❷市から法令違反を
是正する行政指導を受けた場合、中止

などを求めることができる❸法令違反

を発見した場合、市に処分や行政指導

を求めることができる　（＊）行政指導…
行政機関がその任務や事務の範囲内で、行

政目的を実現するために協力を求める行為。

❷❸は法律や条例に処分や行政指導ができ

る規定があり、市が権限を持つものに限る

問本庁総務課

浄化槽設置の補助事業

　し尿と生活雑排水を同時に処理でき

る合併処理浄化槽の普及を進めていま

す。先着順です。

◇種類…❶浄化槽設置整備事業（個 人
設置型）

❷浄化槽市町村整備推進事業(市設置型 )

◇内容…❶一関、花泉、千厩、室根、藤

沢地域の下水道認可区域と農業集落

排水区域以外で、設置を希望する人に
補助金を交付❷大東、東山、川崎地域

の下水道区域と農業集落排水区域以

外で、申請した個人宅に市が浄化槽を
設置・管理します　＊❷は受益者分担金

と使用料の納付が必要。❷は 27年度で終

了。28年度は、個人設置型に統一する予定

◇補助金の額…529,000円～ 

問本庁下水道課または各支所建設水道課

総
合
計
画
基
本
構
想
を
決
定
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4月の乳幼児の健康診査

地域 内容 対象 日 受付時間 場所

一関・花泉

3 ～ 4 カ月児健診
26 年 12 月 1 日～ 17 日生まれ 22 ㊌

12:45 ～ 13:00

一関保健センター

26 年 12 月 18 日～ 31 日生まれ 23 ㊍

9 ～ 10 カ月児相談
26 年 6 月 1 日～ 12 日生まれ 22 ㊌

8:45 ～ 9:00
26年6月13日～ 30日生まれ 23 ㊍

1 歳 6 カ月児健診
25 年 9 月 1 日～ 19 日生まれ 16 ㊍

12:45 ～ 13:00
25 年 9 月 20 日～ 30 日生まれ 17 ㊎

2 歳 6 カ月児歯科健診
24 年 10 月 1 日～ 15 日生まれ 16 ㊍

8:45 ～ 9:00
24 年 10 月 16 日～ 31 日生まれ 17 ㊎

3 歳児健診
23 年 10 月 1 日～ 18 日生まれ 9 ㊍

12:45 ～ 13:00
23 年 10 月 19 日～ 31 日生まれ 10 ㊎

大東・千厩

東山・室根

川崎・藤沢

3 ～ 4 カ月児健診 26 年 12 月生まれ 28 ㊋ 12:45 ～ 13:00 川崎防災センター

9 ～ 10 カ月児相談 26 年 6 月生まれ 7 ㊋ 9:00 ～ 9:15

千厩保健センター
1 歳 6 カ月児健診 25 年 9 月生まれ 9 ㊍

12:45 ～ 13:002 歳 6 カ月児歯科健診 24 年 10 月生まれ 7 ㊋

3 歳児健診 23 年 10 月生まれ 8 ㊌

問子育て支援課または各支所保健福祉課

＊該当月に受診できない場合は連絡してください

健康づくり課☎㉑2160　子育て支援課☎㉑2165　花泉支所保健福祉課☎ 2216

大東支所保健福祉課☎�1211　千厩支所保健福祉課☎ 3952
HEALTH IS WEALTH健 康だより

ⓘⓝⓕⓞⓡⓜⓐⓣⓘⓞⓝ

■健康寿命とは

　健康寿命は「健康上の問題

で日常生活が制限されずに生

活できる期間」のこと。つまり、

平均寿命と健康寿命の差は「日

常生活に制限のある健康では

ない期間」です。平成22年の厚

生労働省による日本人の平均

寿命と健康寿命の差は、男性が

9.13年。女性が12.68年でした。

まさに、この期間に医療と介護

が必要になると考えられます。

■地域の医療と介護を考える

　地域医療を考えるうえで、重

要なのは「限られた医療資源を

守ること」だけではありません。

「生きがいを持って『健康寿命』

を伸ばすこと」が大切です。「健

康寿命」を伸ばすことは、自分

と地域のためになります。

■健康寿命と生活習慣病

　生活習慣病は、自覚症状が

なくても健康寿命を短くする原

因になります。肥満、糖尿病、

高血圧、脂質異常症―などは、

健診などで早期に見つけられ、

治療できます。治療は、生活習

慣の改善することが第一。それ

でも足りない部分を、薬の服用

で補います。

■地域包括ケアシステム

　同システムは「その地域で安

心して老後生活を送れるように」

と考えられたサービスです。自

らの健康維持や疾病予防するた

め、積極的に利用してください。

■地域包括ケアシステム
　健康寿命を妨げる代表的な

疾患が「脳卒中」。脳卒中を引

き起こす原因は、生活習慣を改

善することで予防できるものが

ほとんどです。地域包括支援

センターやかかりつけ医と相談

しながら、自分に合った方法で

脳卒中を防ぎましょう。

医療と介護の窓
～みんなで守ろう地域医療～

文・医療法人中野内科循環器科クリニック　中野淳平院長

問健康づくり課

アルコール家族教室
問健康づくり課または各支所保健福祉課

　アルコール問題で困っている家族を対象に

した教室です。正しい知識と対応について学

びましょう。

◇日時…❶4月7日㊋❷5月12日㊋❸6月2

日㊋❹7月7日㊋❺8月4日㊋❻9月1日㊋の

14:00～ 16:00（全6回）

◇場所…県立南光病院

◇内容…講話や話し合いなど

◇申し込み…事前に電話で

歯のテレホン相談
問県保険医協会歯科部会☎ 019・651・7341

　4月18日㊏は「ヨイ歯デー」です。歯と口に関

する悩みに応じます。相談は無料です。

◇日時…4月17日㊎10:00～ 19:00　＊時間内

に質問を受け付け、19:00以降に回答します

◇相談電話…☎019・651・7341

健康寿命を伸ばしましょう

傾聴ボランティアともしび傾聴活動日
問健康づくり課

　悩みや不安を話して、気持ちを楽にしませ

んか。ボランティアがあなたの気持ちに寄り

添って話を聴きます。

◇日時…4月17日㊎10:00～ 11:30

◇場所…一関保健センター

終戦から 70年を数える今年。

戦後の厳しい時代を駆け抜けた 3人が

100回目の誕生日を迎えました。

目まぐるしく変わりゆく時代を、

懸命に歩んできた１世紀の軌跡。

たくましくて、優しい 3人を紹介します。

重ねた歳月、刻んだ年輪

百年目の寿

小野寺とき子さん

熊谷ナカさん

佐藤ヒテさん

Onodera Tokiko

Kumagai Naka

Sato Hite

　とき子さんは、27歳

で昇さんと結婚。子4

人、孫7人、ひ孫1人が

います。家業は農業。

国鉄に勤めていた昇さ

んに代わり、農作業と

家事をほとんど1人で

行いました。長男の仁

さんは「働き者で厳し

い母。仕事を一生懸命

してきたことが、長生

きの秘けつでは」と話

します。現在も洗濯物

をたたんでお手伝い。

とき子さんは「丈夫に

100歳を迎えられた」と

感謝しました。仁さん

は「皆さんに支えられ

て、今日を迎えられた。

元気で長生きしてほし

い」と声を詰まらせな

がら話していました。

　ナカさんは、18歳で

養七さんと結婚。子8

人、孫 14人、ひ孫 7人

がいます。現在は一人

暮らし。自ら畑を耕し、

大根や白菜などを栽培

しています。炊事、洗

濯、掃除と身の回りの

ことは自分で行うのが

ナカさん流の健康術。

花を育てたり、庭の草

取りをしたりと、忙しい

毎日を送っています。

趣味は85歳を過ぎてか

ら始めた大正琴。当日

は「星影のワルツ」を演

奏しました。家族から

温かい拍手が送られる

と「体を動かし、おいし

くご飯を食べる。今が

一番楽しい」と笑顔を

のぞかせました。

　看護師だったヒテさ

んは、31歳で三雄さん

と結婚しました。地区

の老人クラブの活動に

積極的に参加し、94歳

までは毎年家族旅行

へ。現在は利用してい

る施設の行事を、楽し

みにしています。長女・

悦子さんと次女・田中

三枝子さんは「穏やか

で、とても優しい母で

す。元気に過ごしてほ

しい」とにっこり。ヒテ

さんは「100歳を迎え

られてうれしい。何事

も難しく考えず、長生

きしたい」と笑みをこ

ぼしました。長生きの

秘けつは、くよくよせ

ず、自分の信念をもっ

て生きることです。

一関市滝沢

大正4 年 2月21日生まれ

大東町渋民

大正4 年1月20日生まれ

一関市山目

大正4 年 3月3日生まれ

●
新
一
関
保
健
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
…
4
月
1
日
㊌
に
新
一
関
保
健
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
4
月
1
日
以
降
は
、
新
セ
ン
タ
ー
で
各
事
業
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
本
誌
24
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

18I-Style



2021 I-StyleI-Style 20I-Style

4

いちのせき

けんこう

カレンダー

April 2015
Ichinoseki City
Health Calendar

11

16 17 18

23

30

24 25

4

9 10

3

いとう脳神経内科
（上坊）☎21-8200

たかがね内科泌尿器科
クリニック（千厩）☎ 51-1377

千葉内科医院
（山目）☎25-3211

県立千厩病院
（千厩）☎53-2101

西城医院
（舞川）☎28-2393

県立千厩病院
（千厩）☎53-2101

千葉内科医院
（山目）☎25-3211

県立千厩病院
（千厩）☎53-2101

寺崎内科胃腸科医院
（青葉）☎23-6211

谷藤内科医院
（千厩）☎51-3355

夜間救急当番医

●診療時間…18:00～20:00

休日当番医

●診療時間…9:00～17:00

夜 

間

休
日

夜 

間 東

西

夜 

間 東

西

夜 

間 東

西

夜 

間 東

西

夜 

間 東

西

夜間こども

救急相談電話
子供の病気への対応や応急措置
などを看護師に相談できる窓口
です。年中無休で応じます。

●受け付け…19:00～ 23:00

問☎019・605・9000

または☎♯ 8000

木 Thu 金 Fri 土 Sat

20I-Style

❶電話で当番医を確認

してください

❷保険証とお薬手帳を持

参し、受診してください

2

菅原内科循環器科医院
（涌津）☎82-5528

阿部医院
（長坂）☎47-3898

夜 
間 東

西
中野内科循環器科ク
リニック（山目）☎ 33-2311

県立千厩病院
（千厩）☎53-2101

夜 

間 東

西

いとう脳神経内科
（上坊）☎21-8200

県立千厩病院
（千厩）☎53-2101

かとうこどもクリニック
（山目）☎33-2211

菊池内科医院
（沖田）☎74-2512

夜 

間 東

西

夜 

間 東

西

I-Style

気仙沼市の休日当番医

日 医療機関

5
㊐
葛内科胃腸科医院
（田中前）☎22-6750

12
㊐

村岡外科クリニック
（田中前）☎23-3990

佐藤徹内科クリニック
（南三陸町志津川）☎47-1175

日 医療機関

16
㊐
森田医院
（八日町）☎22-6633

29
㊌
㊗

うちクリニック
（東新城）☎23-0087

三条小児科医院
（田中前）☎23-0088

日 医療機関

19
㊐

小松クリニック
（東八幡前）☎21-5770

気仙沼市立本吉病院
（本吉町津谷）☎42-2621

16
㊐
小野医院
（唐桑町）☎32-3128

＊気仙沼市（市外局番 0226）の当番医は、医療機関により一部診療時間が異なります 

医療機関を受診する皆さんへ

・診療時間内に受診しましょう

・かかりつけ医をもちましょう

・当番医を利用しましょう

・診療時間内に受診しましょう

・かかりつけ医をもちましょう

5 6 7

12 13 14 15

19 20 21 22

29

8

及川内科胃腸科クリ
ニック（鳴神）☎ 31-3131

かわさきファミリークリ
ニック（薄衣）☎ 43-3770

［内科］袋医院
（花泉）☎82-3316

［外科］佐藤外科肛門科
医院（山目）☎ 26-5125

ひがしやま病院
（松川）☎48-2666

休   

日
東

［内科］中野内科循環
器科クリニック（山目）
☎33-2311

［外科］誠信堂医院
（涌津）☎82-3362

かわさきファミリークリ
ニック（薄衣）☎ 43-3770

休   

日

東

誠信堂医院・小児科
（涌津）☎82-3434

県立大東病院
（大原）☎72-2121

夜 

間 東

西

夜 

間 東

西

西城医院
（舞川）☎28-2393

室根診療所
（折壁）☎64-2127

桂島医院
（駅前）☎21-8883

もりあい内科クリニック
（千厩）☎51-3322

夜 

間 東

西

夜 

間 東

西

［内科］佐藤胃腸科内科
医院（山目町）☎ 23-9678

［外科］すがわら皮膚科ク
リニック（山目）☎ 33-2332

谷藤内科医院
（千厩）☎51-3355

休   

日

東

月 Mon日Sun 火 Tue 水 Wed

ひらいずみ内科クリ
ニック（平泉）☎34-1133

千厩ひかりクリニック
（千厩）☎51-1156

夜 

間 東

西

氷室内科医院
（青葉）☎23-3185

かわさきファミリークリ
ニック（薄衣）☎ 43-3770

夜 

間 東

西

阿部内科クリニック
（竹山町）☎23-2918

猿沢診療所
（猿沢）☎76-2020

夜 

間 東

西

西

西

西

1

佐藤胃腸科内科医院
（山目町）☎23-9678

かわさきファミリークリ
ニック（薄衣）☎ 43-3770

木村消化器内科
（三関）☎21-1311

かわさきファミリークリ
ニック（薄衣）☎ 43-3770

夜 

間 東

西

夜 

間 東

西

日 医療機関

5
㊐

［登米］市立米谷病院
（東和町米谷）☎42-2007

［栗原］市立瀬峰診療所
（瀬峰長者原）☎38-3121

［栗原］萩野診療所
（金成有壁）☎44-2005

12
㊐
［登米］佐藤内科医院
（迫町佐沼）☎22-2160

登米市・栗原市の休日当番医

日 医療機関

12
㊐

［栗原］くろさわ整形外科
（一迫真坂）☎52-2627

［栗原］阿部内科医院
（築館薬師）☎32-6929

19
㊐

［登米］八嶋中央診療所
（石越町南郷）☎34-2013

［栗原］達内科
（築館薬師）☎22-2655

日 医療機関

19
㊐
［栗原］石橋病院
（若柳字川北）☎32-2583

26
㊐

［登米］菅原内科クリニック
（迫町佐沼）☎22-0888

［栗原］日野外科内科
（築館薬師）☎22-2005

［栗原］市立栗駒病院
（栗駒岩ケ崎）☎45-2211

＊登米市（市外局番 0220）、栗原市（市外局番 0228）の当番医は、医療機関により一部診療時間が異なります
＊19 ㊐登米市の八嶋中央診療所（石越町）の市外局番は 0228

日 医療機関

29
㊌
㊗

［登米］わたなべ内科クリニッ
ク（迫町佐沼）☎21-5335

［栗原］市立高清水診療所
（高清水桜丁）☎58-2020

［栗原］渡辺整形外科内科胃腸
科医院（栗駒岩ケ崎）☎45-2273

袋医院
（花泉）☎82-3316

吉田内科循環器科医院
（大原）☎71-2131

夜 

間 東

西

26 27 28

［内科］かとうこどもクリ
ニック（山目）☎33-2211

［外科］西城医院
（舞川）☎28-2393

千厩ひかりクリニック
（千厩）☎51-1156

［内科］いとう脳神経
内科（上坊）☎21-8200

［外科］一関病院
（大手町）☎23-2050

奥玉診療所
（奥玉）☎56-2751

休   

日

休   

日

東 東

小野寺内科循環器科
（末広）☎23-5600

菅野内科医院
（摺沢）☎75-2772

夜 

間 東

西
一関中央クリニック
（中央町）☎21-1222

県立大東病院
（大原）☎72-2121

夜 

間 東

西

西 西
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東山支所保健福祉課☎474530　室根支所保健福祉課☎ 3805　

川崎支所保健福祉課☎434022　藤沢支所保健福祉課☎ 5304

きずな工房の皆さん

Kizuna Kobo

童心に帰る人生の楽園で
好きなことを目いっぱい楽しむ

元気のひみつ
Voice

室根町

㊤村上義一さ
ん（67）、浜田武一

さ
ん（70）、加藤孝人さ

ん（71）㊦小

野寺たか子さん（65）、吉田

光子さ
ん（66）、對馬和江さ

ん（64）

　山野草や盆栽づくりに取り組む「むろね
山野草の会」から、花台づくりをしたい会

員だけで集まったのが「きずな工房」です。

毎年1～ 3月の冬季に、室根町で花台づく

りに取り組んでいます。メンバーは20数

人。同じ趣味を持つ仲間との交流は、制作

意欲を沸き立てます。

　1つの台にかかる製作期間は1週間。木

材の乾燥まで含めると3年かかります。そ

れぞれの素材の味をどう生かすかが鍵。同

じ花台は二度と作れないので、飽きること

がありません。

　春になれば、花の手入れや展示会に向け

た山野草や盆栽を作ります。自分の作った
花台に山野草や盆栽を飾った時には、何と

も言えないうれしさが込み上げます。

　1年を通して熱中できる趣味があって、

目いっぱい楽しむこと。それが私たちの元

気のひみつです。

HEALTH IS WEALTH健 康だより

■
シ
ー
ラ
ン
ト
予
防
充

じ
ゅ
う

填
て

ん

が
無

料
に
な
り
ま
し
た

　

４
歳
児
・
５
歳
児
歯
科
健
診
を

受
け
て
「
歯
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
交

付
さ
れ
た
人
で
、
６
歳
臼
歯
が
生
え

て
む
し
歯
が
な
い
児
童
は
、
む
し
歯

を
予
防
す
る
た
め
の
シ
ー
ラ
ン
ト

予
防
充
填
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
４

月
１
日
㊌
か
ら
無
料
で
実
施
し
ま

す
。
予
防
充
填
を
受
け
て
、
６
歳
臼

歯
を
む
し
歯
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

◇
対
象
者
…
４
歳
児
・
５
歳
児

歯
科
健
診
を
受
け
て
「
歯
の
パ
ス

ポ
ー
ト
」
を
交
付
さ
れ
た
人
で
、

６
歳
臼
歯
が
生
え
て
む
し
歯
が
な

い
児
童
◇
期
間
…
４
月
１
日
㊌
〜

問
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所

保
健
福
祉
課

■
春
の
狂
犬
病
予
防
注
射

　

郵
送
さ
れ
た
は
が
き
の
問
診
欄

に
飼
い
犬
の
体
調
を
記
入
し
て
、

最
寄
り
の
会
場
で
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
日
時
…
❶
一
関
地
域
・
４
月 

９

日
㊍
〜
12
日
㊐
、
26
日
㊐
❷
花
泉

地
域
・
４
月
６
日
㊊
〜
10
日
㊎

❸
大
東
地
域
・
４
月
14
日
㊋
〜
17

日
㊎
、
19
日
㊐
〜
22
日
㊌
❹
千
厩

地
域
・
４
月
14
日
㊋
〜
17
日
㊎
❺

東
山
地
域
・
４
月
14
日
㊋
〜
16
日

㊍
、
20
日
㊊
❻
室
根
地
域
・
４
月

22
日
㊌
〜
24
日
㊎
❼
川
崎
地
域
・

４
月
23
日
㊍
〜
24
日
㊎
❽
藤
沢
地

域
・
４
月
21
日
㊋
、
23
日
㊍
、
28

日
㊋
、
30
日
㊍　

＊
各
会
場
の
日
程

は
、
郵
送
さ
れ
た
は
が
き
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

◇
対

象
犬
…
生
後
91
日
以
上
の
犬
◇
料

金
…
３
１
０
０
円
（
訪
問
注
射
は

４
１
０
０
円
）
◇
注
意
事
項
…
接

種
会
場
で
の
咬こ

う

傷
し
ょ
う

事
故
な
ど
に

市
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん

【
犬
の
登
録
は
お
済
み
で
す
か
】

　

登
録
を
済
ま
せ
て
か
ら
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
犬
…
生
後
91
日
以
上
の
犬

◇
登
録
料
…
３
０
０
０
円
◇
日
時

…
㊊
〜
㊎
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
年
末
年
始
と
㊗
を
除
く
）

問
健
康
づ
く
り
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
課

■
千
厩
病
院
・
小
児
科
の
外
来
診

療
が
㊊
㊍
の
午
後
に
な
り
ま
す

　

４
月
か
ら
小
児
科
の
外
来
診
療
の

日
程
が
変
わ
り
ま
す
。
各
種
予
防
接

種
は
予
約
制
で
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◇
変
更
後
…
毎
㊊
㊍
の
午
後
（
受
け

付
け
13
時
30
分
〜
15
時
）

問
千
厩
病
院
医
事
経
営
課
☎
�
２

１
０
１

4 月の 4 歳 5 歳歯科健康診査

　4月中に市内の契約歯科医療機関

で受診してください。対象者には3

月末に受診券を郵送しています。体

調不良などで4月中に受診できない

場合は下記へ連絡してください。

5月のこころの健康相談（要 予 約、
先着順 ）

　臨床心理士が無料で応じます。

問健康づくり課または各支所保健福
祉課

健診名 対象者

4歳歯科健診 22年10月生まれ

5歳歯科健診 21年10月生まれ

問子育て支援課

日 場所 時間 定員

11㊊ 一関保健センター
10:00~12:00

13:30~15:30
4

18㊊ 室根支所 13:30~15:30 2

25㊊ 藤沢支所 13:30~15:30 2

4月の献血カレンダー

日 献血会場 時間

2㊍

㈱一測設計 10:00~11:00

三光化成㈱一関工場 12:00~13:00

ジョイス三関店 14:30~16:30

3㊎

市役所本庁 9:00~13:00

いわて生協
コープ一関コルザ

14:30~16:30

4㊏
イオンスーパーセン
ター一関店

10:00~16:00

26㊐ イオン一関店 10:00~16:30

27㊊

市役所室根支所 9:30~11:30

国際医療福祉専門学
校一関校

13:00~16:00

28㊋
市役所花泉支所 9:30~11:30

神文ストア花泉店 13:30~16:00

＊天候などにより、時間や会場が変更になる

場合があります

問健康づくり課

  市内産原木シイタケ（露地栽培）と山菜類の出荷制限等について

シイタケや山菜類の

出荷制限等の状況
　今年も露地栽培原木シイタケや春の

山菜のシーズンを迎えました。

　2011年 3月に発生した東京電力福

島第一原子力発電所の事故による放射

性物質汚染の影響で、一関市で採取さ

れる露地栽培原木シイタケと山菜６

品目に、国の出荷制限指示や県の出荷

自粛要請が継続して出されています。

【表１】

　14年 2月末現在、【表１】の品目は

「出荷制限の指示」や「出荷自粛の要請」

が解除されていないため、販売や譲渡

はできません。

　菌床シイタケは、出荷制限などの規

制がありません。通常に出荷できま

す。施設栽培原木シイタケは、生産者

ごとに検査を行っています。放射性物

質の基準値を下回った生産者から、出

荷自粛が解除されています。現在、市

内の10人が出荷を再開しています。

汚染ほだ木から発生した

シイタケは販売できません
　放射性物質に汚染された「ほだ木」

から発生したシイタケは、出荷制限を

指示されていて、販売や譲渡はできま

せん。万一、市場への出荷、小売店や

産直などで販売した場合、生産者など

による出荷制限の解除に向けたさまざ

まな取り組みに悪影響を及ぼします。

出荷制限を厳守してください。

出荷制限等の山菜類は

採取・販売できません
　【表１】の山菜類も、露地栽培原木し

いたけと同様に販売・譲渡を目的にし

た採取は行わないでください。

　流通販売事業者の皆さんは、出荷制

限指示などがある山菜類を店頭で販売

しないでください。採取地を十分確認

してください。

タケノコなどが基準値を

超えました
　市が26年４月～ 27年2月に測定し

た主な山菜類のうち、食品衛生法上の

基準値（一般食品100ベクレル/㎏）を

超えたものは、タケノコ、タラノメ、

コゴミの 3品目4検体です。検出され

たものの基準値を下回っているものは

8品目131検体。その他の39検体は不

検出でした。【表２】

　自家用山菜類の安全性を確認するた

め、放射性物質濃度測定を希望する人

は下記に申し込んでください。

問本庁農政課または本庁農地林務課

【表1】一関市の出荷制限などの状況

区分 品目 対象地域

国
に
よ
る
出
荷
制
限
指
示
品
目

ゼンマイ（野生）

市内全域

ワラビ（野生）

セリ（野生）

タケノコ（野生）

原木シイタケ（露地）

原木ナメコ（露地）

原木クリタケ（露地）

野生キノコ

大豆 旧磐清水村

イワナ 磐井川、砂鉄川

県 自
に 粛
よ 要
る 請
出 品
荷 目

乾シイタケ（23・24産）

市内全域

原木ブナハリタケ（露地）

原木ムキタケ（露地）

タラノメ（野生）

ミズ（野生）

ヤマメ 磐井川

【表2】主な山菜類の放射性物質測定結果
（26年4月～ 27年2月分）

品目
基準値以下の検体数
（のうち不検出）

基準値超過の
検体数

タケノコ（野生） ＊ 66（5） 2

フキ（野生） 34（20） 0

ワラビ（野生） ＊ 27（7） 0

タラノメ（野生）＊ 12（1） 1

コゴミ（野生） 8（2） 1

ヨモギ（野生） 8（3） 0

ワサビ（野生） 8（1） 0

シドケ（野生） 7（0） 0

❶品目は測定検体数が5以上のものの一覧です

❷＊は出荷制限などの品目

❸測定結果は放射性セシウム134と137の合計値

❹基準値（一般食品100ベク
レル／㌔）に基づいて区分。検出下限

値を放射性セシウムの合計で25 ベク
レル／㌔以下になるよう測定

❺測定場所は、南部農業技術開発センター（花泉町金沢）

と北部農業技術開発センター（大東町摺沢）

❻測定機器は、トライアスラーベクレルファインダーで、シン

チレーション放射線各種測定器による簡易測定

放射性物質に関するお知らせ

しっかり食べて

健康になろう

文・健康づくり課

健 康

塾

　第 2次市食育推進計画では「共
きょう

食
しょく

で楽しくつながる家族や地域」と「朝

ごはんで１日を元気にスタート」を

スローガンに掲げています。

　家族や仲間と食卓を囲むことは、

食事のマナーや食文化を学ぶ機会に

なります。また、会話を楽しみなが

らゆっくり食べることは、心身の元

気につながります。ライフスタイル

の多様化などで、家族全員で食卓を

囲む機会が減ってきています。「朝

食（○曜日）はそろって食べよう」な

ど、それぞれの家庭でわが家流の「食

育の日」を作ってみましょう。

　また、朝ごはんを毎日食べること

が生活リズムを作り、健康的な生活

習慣にもつながります。朝ごはんを

しっかり食べ、楽しく食卓を囲むこ

とで健康を保ちましょう。
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実 施 医 療 機 関
医 療 機 関 名 電話 おたふ

くかぜ
大人の
風しん

一関地域

阿部内科クリニック 23-2918 ○ ○

一関中央クリニック 21-1222 ○ ○

いとう脳神経内科 21-8200 × ○

岩手県立磐井病院 23-3452 ○ ○

岩手クリニック一関 21-5111 × ○

及川内科胃腸科クリニック 31-3131 ○ ○

小野寺内科循環器科 23-5600 ○ ○

笠原耳鼻咽喉科医院 23-4916 ○ ○

桂島医院 21-8883 ○ ○

かとうこどもクリニック 33-2211 ○ ×

菊池医院 23-7100 ○ ○

木村消化器内科 21-1311 ○ ○

こいわ耳鼻咽喉科
・アレルギー科クリニック

33-2117 ○ ○

国立病院機構岩手病院 25-2221 ○ ○

齊藤産婦人科医院 23-6946 ○ ○

西城医院（舞川） 28-2393 ○ ○

西城病院 23-3636 × ○

佐藤胃腸科内科医院 23-9678 ○ ○

さとう小児科医院 23-4020 ○ ○

産婦人科野田 23-0608 ○ ○

昭和病院 23-2020 ○ ○

すがわら皮膚科クリニック 33-2332 ○ ○

千葉内科医院 25-3211 ○ ○

寺崎内科胃腸科医院 23-6211 ○ ○

中里クリニック 32-5888 ○ ○

中野内科循環器科クリニック 33-2311 ○ ○

氷室内科医院 23-3185 ○ ○

花泉地域

誠信堂医院（小児科） 82-3434 ○ ○

菅原内科循環器科医院 82-5528 × ○

袋医院 82-3316 ○ ○

蓬田内科医院 36-3336 × ○

大東地域

県立大東病院 72-2121 × ○

菅野内科医院 75-2772 ○ ○

菊池内科医院 74-2512 ○ ○

吉田内科循環器科医院 71-2131 ○ ○

猿沢診療所 76-2020 ○ ○

千厩地域

県立千厩病院 53-2101 ○ ○

奥玉診療所 56-2751 ○ ○

千厩ひかりクリニック 51-1156 ○ ○

たかがね内科
泌尿器科クリニック

51-1377 ○ ○

谷藤内科医院 51-3355 ○ ○

もりあい内科クリニック 51-3322 ○ ○

東山地域

阿部医院 47-3898 ○ ○

ひがしやま病院 48-2666 ○ ○

千葉内科医院 47-4163 ○ ○

川崎地域

かわさきファミリークリニック 43-3770 ○ ○

川崎弥栄診療所 43-3114 ○ ○

藤沢地域

国民健康保険藤沢病院 63-5211 ○ ○

Ｏオ

ー

プ

ン

Ｐ
Ｅ
Ｎ

新
一
関
保
健
セ
ン
タ
ー
が

し
ま
す

お
た
ふ
く
か
ぜ

　

発
生
、
流
行
予
防
、
医
療
費
の

抑
制
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
―
す

る
た
め
、
予
防
接
種
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。
か
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
人
や
接
種
を
受
け
た
人
は
対

象
外
で
す
。

●
ワ
ク
チ
ン
…
乾
燥
弱
毒
生
ワ
ク

チ
ン

●
対
象
者
…
市
内
に
住
民
登
録
し

て
い
る
満
１
歳
〜
２
歳
未
満

●
助
成
額
…
４
０
０
０
円
（
１
回
だ

け
）　

＊
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
は
全
額
助
成

●
期
間
…
４
月
１
日
〜
28
年
３
月

市
民
の
健
康
づ
く
り
・
子
育

て
支
援
の
新
た
な
拠
点
完
成

　

新
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
県
立
磐
井
病

院
跡
地
に
建
設
。
鉄
骨
造
２
階
建

て
で
、
延
べ
床
面
積
は
３
７
６
２
・

55
平
方
㍍
。
旧
セ
ン
タ
ー
の
約
２
・

７
倍
の
広
さ
で
す
。
１
階
に
は
、
こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
事
務
室
、
各
相
談

室
や
支
援
室
の
ほ
か
、
３
０
０
人
を

収
容
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
を
設

置
。
２
階
に
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
事

務
室
や
親
子
の
遊
び
・
交
流
の
場

を
配
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
時

に
も
、
活
用
で
き
る
施
設
と
し
て
整

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
❷
２
年
４

月
２
日
〜
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

人
で
Ｍ
Ｒ
３
、４
期
が
未
接
種
の
人

●
助
成
額
…
Ｍ
Ｒ
・
４
７
０
０
円
、

風
し
ん
・
３
０
０
０
円
（
い
ず
れ
も

１
回
だ
け
）　

＊
生
活
保
護
世
帯
の
人

は
全
額

●
期
間
…
４
月
１
日
〜
28
年
３
月

31
日　

＊
償
還
払
い
制
度
な
し

●
予
診
票
兼
接
種
券
…
実
施
す
る

医
療
機
関
で
交
付
。
本
人
確
認
で

き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　

＊
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
本
庁
福
祉

課
ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
課
で
交
付

●
受
け
方
…
❶
実
施
医
療
機
関
に

予
約
（
必
須
）
❷
配
布
さ
れ
る
「
予

防
接
種
を
受
け
る
方
へ
」
を
読
み
、

接
種
の
可
否
を
判
断　

＊
左
記
以
外

で
接
種
す
る
場
合
、
事
前
に
子
育
て
支
援

課
ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
課
へ

問
子
育
て
支
援
課
☎
㉑
２
１
６
５

ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
課

可
能
。
敷
地
内
に
、
最
大
１
０
０
ト

ン
の
飲
料
水
を
供
給
可
能
な
「
耐
震

性
貯
水
槽
」
や
「
災
害
用
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
」
16
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

各
施
設
の
使
用
料

　

１
時
間
当
た
り
の
使
用
料
（
冷

暖
房
料
）
は
❶
栄
養
指
導
室
・
実

習
準
備
室
＝
４
０
０
円
（
１
０
０

円
）
❷
栄
養
実
習
室
＝
６
０
０
円

（
１
５
０
円
）
❸
多
目
的
ホ
ー
ル
＝

８
０
０
円（
２
０
０
円
）―
で
す
。

問
健
康
づ
く
り
課
☎
㉑
２
１
６
０
、

子
育
て
支
援
課
☎
㉑
２
１
６
５
ま
た

は
、
か
る
が
も
教
室
☎
㉑
２
１
４
２

に
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
保
健

福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

大
人
の
風
し
ん

　

妊
婦
が
妊
娠
初
期
に
風
し
ん
に

か
か
る
と
、
子
供
が
難
聴
、
先
天
性

心
疾
患
、
白
内
障
、
網
膜
症
―
の
症

状
が
あ
る
「
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
」
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
妊

娠
を
希
望
し
て
い
る
人
と
そ
の
夫
、

家
族
は
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
助

成
を
受
け
た
人
は
対
象
外
で
す
。

●
ワ
ク
チ
ン
…
風
し
ん
（
単

抗

原

ワ
ク
チ
ン

）
と

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン

）

●
対
象
者
…
市
内
に
住
民
登
録
す

る
❶
昭
和
41
年
４
月
２
日
〜
平
成
２

「
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
❶

子
育
て
の
悩
み
に
応
じ
る
相
談
❷

子
育
て
に
関
す
る
情
報
発
信
❸
親

子
の
交
流
や
遊
び
場
の
提
供
、
保

護
者
へ
ア
ド
バ
イ
ス
、
専
門
支
援

機
関
へ
つ
な
ぐ
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
❹
子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る

療
育
支
援
―
業
務
な
ど
、
子
ど
も

の
成
長
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
総

合
的
な
子
育
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

災
害
時
の
福
祉
的
避
難
所 

「
あ
ん
ぜ
ん
・
あ
ん
し
ん
、
地
域
の
輪
」

　

災
害
時
に
「
福
祉
的
避
難
ス
ペ
ー

ス
」
や
「
夜
間
救
護
所
」
と
し
て
利
用

31
日

●
予
診
票
兼
接
種
券
…
実
施
す
る

医
療
機
関
で
交
付
。
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い　

＊
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
は
「
対
象
者
証
明
書
」
を
１
歳
に

な
る
前
月
に
郵
送
し
ま
す
。
医
療
機
関
に

提
出
し
な
い
と
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

●
受
け
方
…
❶
実
施
医
療
機
関
に

予
約
（
必
須
）
❷
医
療
機
関
で
配
布

さ
れ
る
「
予
防
接
種
を
希
望
さ
れ

る
保
護
者
の
方
へ
」
を
読
み
、
接
種

の
可
否
を
判
断
❸
接
種
を
受
け
る

場
合
は
母
子
健
康
手
帳
を
持
参　

＊
左
記
以
外
を
受
診
す
る
場
合
は
事
前

備
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
一

端
を
担
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
拠
点 

「
い
つ
ま
で
も
、
い
き
い
き
、
健
康
の
輪
」

　

市
民
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
❶
生

活
習
慣
病
の
発
症
と
重
症
化
の
予

防
❷
介
護
予
防
を
含
め
た
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
❸
こ
こ
ろ
の
健
康

づ
く
り
―
を
推
進
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
拠
点 

「
つ
な
が
る
、
ひ
ろ
が
る
、
こ
ど
も
の
輪
」

　

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
部
門

を
新
一
関
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
集
約
。
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4月1日⺢
から

おたふくかぜ

大人の風しん

一
部
予
防
接
種
費
用
の

し
ま
す

を

助
成

一関保健センターまつり
新センターで健康・子

育て・防災楽しみ、学ぶ 

　新センターのお披露目も兼ねた「一関保

健センターまつり」は3月8日に行われ、多

くの市民が施設を見学しながら、子育てや

健康などへの関心と理解を深めました。

　開会セレモニーで、田代善久副市長は「健

康づくり、子育て支援や防災の機能を備え

た新施設。さまざまなコーナーを楽しんで、

健康づくりのきっかけにしてほしい」とあい

さつ。施設の完成を祝い、道の駅厳美渓餅つ

き隊「厳
げ ん

餅
ぺ い

隊
た い

」がもちを振る舞いました。

　会場では、展示、体験、相談などのコーナー

ごとに、さまざまな催しが行われ、「修紅短大

タッチベルクラブ」らが歌やダンスを披露し

たり、食生活改善推進員がヘルシー食を配っ

たりして、家族連れなどでにぎわいました。

　孫の翔太くん（2）と訪れた機織山の畠山

信子さん（63）は「新施設の広さにびっくり。

まつりは、家族で一緒に楽しめる内容でう

れしかった」と話し、イベントを満喫してい

ました。

所在地：山目字前田13-1

構造：鉄骨造2階建て
床面積：3,762.55㎡

駐車台数：184台

子宮頸がん予防
ワクチン接種について
　国からの通知により、子宮頸

がん予防ワクチン接種の積極

的な勧奨を差し控えています。

ワクチン接種を中止するもので

はありません。接種を希望する

場合は、ワクチン接種の有効性

や安全性などを理解し、接種

を判断してください。詳しくは、

ホームページで。

●警察署

●

●

一関市役所
●

至盛岡

磐井橋

一関保健
センター

４

一関あおば
保育園

山目中学校

1階

2階

❶
気仙沼地域について

は、接種前に医療機関

へ問い合わせてください

❷
接種時間や休診日など

詳しくは、医療機関へ

問い合わせてください

❸
任意の予防接種のため

医療機関で接種料金が

異なります。医療機関へ問い

合わせて、料金を確認してく

ださい

❶来場者

に減 塩 料
理を振る舞
う／ ❷ 修
紅短大タッ
チベルクラ
ブのショー

❶

❷

　こどもセンター事務室　こどもセンター事務室

職員通路職員通路

階段階段

機械室機械室清掃
備品室
清掃
備品室

玄関ホール玄関ホール

会議室1会議室1

母子
相談室
母子
相談室

多目的ホール多目的ホール

団体交流室団体交流室
多目的トイレ多目的トイレ

グループ
支援室 1
グループ
支援室 1

会議室2会議室2

療育事務室療育事務室

玄関ホール玄関ホール

階段階段

前室前室

倉庫倉庫

倉庫倉庫

給湯室給湯室

風除室風除室

風除室風除室

玄関玄関

玄関玄関

給湯室給湯室

給湯室給湯室

職員玄関職員玄関

風除室風除室

階段階段

ミーティング
ルーム

ミーティング
ルーム

運動支援室運動支援室

教材
準備室
教材
準備室

グループ
支援室 2
グループ
支援室 2

廊
下
廊
下

浴
室
浴
室

▲

▲

◀

▲

個 1個 1

個 2個 2

個 3個 3

個 4個 4

個 5個 5

健 1健 1

健 2健 2

シ
ャ
ワ
ー
室

シ
ャ
ワ
ー
室

個 個別支援室

健 健康相談室

相 相談室

●療育支援

●子育て支援

●健康づくり

●コミュニケーション

相 3相 3

談話室談話室

ふれあい
ルーム
ふれあい
ルーム

のびのび
ホール
のびのび
ホール

保健センター
事務室

保健センター
事務室

乳幼児健診室乳幼児健診室

授乳室授乳室

乳幼児指導室乳幼児指導室

歯科医師
診察室
歯科医師
診察室

医師
診察室
医師
診察室

集団
指導室
集団
指導室

栄養指導室栄養指導室会議室3会議室3

実習準備室実習準備室

前室前室

前室前室

物入物入物入物入

洗濯
乾燥室
洗濯
乾燥室

消毒室消毒室

栄養実習室栄養実習室
テラステラス

吹抜吹抜

会議室4会議室4

検査室検査室

給湯室給湯室

階段階段

階段階段

階段階段

廊
下
廊
下

相 4相 4

相 2相 2 相 1相 1

子育て支援・療育支援

一関こどもセンター

それぞれの部門を集約しました

健康づくり

一関保健センター
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　中里鶏舞上演会は2月28日、中里小体育館で開かれ、鶏舞

の伝承活動に新しい息吹を吹き込みました。

　中里地域では、中里中の閉校に伴い、同校が取り組んでき

た鶏舞を継承しようと卒業生らが鶏舞踊り隊（齊藤裕美会長、

会員20人）を組織。新たな伝承活動が始まりました。

　当日は、中里小、中里中、鶏舞踊り隊の演舞のほか、招待団

体の神楽も上演。訪れた地域住民ら約300人は、躍動感ある

舞いに盛んな拍手を送っていました。昨年10月から同隊で活

動している会社員の遠藤みゆさん（23）は「地域の宝をつない

でいきたい」と力を込めていました。

中里の鶏舞伝承活動に新たな息吹

地域でつなぐ宝物・中里小で鶏舞上演会

　第30回一関民俗芸能祭（一関文化祭実行委員会主催）は3

月1日、大手町の文化センターで開かれ、訪れた大勢の観客

は、神楽や鹿子躍の演舞に拍手を送っていました。

　当日は10団体が出演。神話などを題材にした神楽と鹿子

躍を各団体が熱演しました。このうち、達古袋地域で緑の

ふるさと協力隊員として１年間活動していた松元美樹さん

（27・鹿児島県出身）が達古袋神楽に出演。「鶏舞」で太鼓を、

「弁慶安宅の関」では源義経役を演じました。稽古を重ねた

集大成として、見事なばちさばきと華麗な舞を披露。訪れた

約400人の観客から喝采を浴びていました。

華麗な舞に盛んな拍手「一関民俗芸能祭」

緑のふるさと協力隊員・松元美樹さん最後の舞い

　第16回一関藤沢市民劇場「白亜の石
きざはし

階『白沢の杜
もり

』」（同実

行委員会主催）は2月22日、「縄文ホール」で開かれました。

「白沢の杜」は藤沢町西口が舞台。村人が一丸となって白沢神

社境内の急斜面に333段の石段を築く物語です。

　出演者は落成に沸く村人の姿を熱演。落慶式の場面では、

本郷神楽と増沢神楽が奉納の舞を演じて舞台を盛り上げま

した。カーテンコールでは、出演者が手を取り合って登場。

大きな拍手に満面の笑みを浮かべました。

　砂子田から訪れた菅原礼子さん(60)は「地域の歴史と良さ

を再認識することができた」と話していました。

地元題材の伝説「白沢の杜」を好演

心に残る感動の舞台「一関藤沢市民劇場」

　長徳寺（藤沢町保呂羽・渋谷真
し ん し

之住職）の蘇民祭は3月1

日に行われ、無病息災や五穀豊穣などの願いを込め、全国か

ら集まった51人の裸男たちが蘇民袋を奪い合いました。

　雉
き ぎ す

子川で身を浄めた下帯姿の男たちは、点火された井
い

桁
げ た

に

積まれた焚
た き

場
ば

に登る「柴
ひ

燈
た

木
き

登り」を披露。メインの蘇民袋争

奪戦（袋ねじり）では、男たちが体から湯気を立ち昇らせ、激

しい奪い合いを繰り広げました。

　取主になった菊地義
よ し

則
の り

さん（43・奥州市）は「初めての取

主に感激。良い1年にしたい」と喜び、富田文
あ や

乃
の

さん（58・埼

玉県）は「男性の迫力に圧倒されました」と驚いていました。

熱気と歓声に包まれた長徳寺「蘇民祭」

1年の願い込め、裸男たちが蘇民袋を奪い合う

NEWS HOTLINE ▼ホットな話題をラインナップ

　第12回どっから座公演「ひたむきに生きた娘おかよの物語」

（同実行委員会主催）は3月8日、千厩農村環境改善センター

で開かれ、訪れた観客は感情豊かな演技に魅了されました。

　今回の演題は、千厩・大店鶴屋に奉公に出されたおかよが、

つらい境遇に耐えながらひたむきに生きる姿を描いた創作

劇。スタッフ90人は、7月から稽古に取り組んできました。舞

台では、役者たちが迫真の演技を披露しました。

　千厩町千厩の千葉正子さん（60）は「人を思う気持ちに触

れ、とても感動しました。力をあわせて取り組んだ団員の皆さ

んはすばらしいです」と感激していました。

無償の愛演じる主人公が観客を魅了

千厩地域市民劇場で第12回どっから座公演

　「第14回一歳児歩き初め会」は3月7日、厳美町の「道の駅

厳美渓」で開かれ、一升の餅を背負った1歳児151組が一生

懸命歩きました。

　14回を数える同イベントは、一升の餅を背負って歩くこと

で「一生食べ物に困らないように」と願いを込める地域の伝

統行事。法被に鉢巻き姿の1歳児が餅を背負い、家族の温か

い声援と拍手を受けながら一生懸命歩きました。

　北上市の千葉大
た い

賀
が

くん（1歳1カ月）の父・大
や ま と

和さん（28）と

母・桃
も も

子
こ

さん（23）は「しっかり歩いていて、安心して見れた。

成長を実感した」とうれしそうに話してくれました。

　2008年6月の岩手・宮城内陸地震によって発生した土砂

災害の再発を防ぐために工事を行ってきた「栗駒山系磐井川

流域砂防施設」の完成式は3月7日、いちのせき健康の森で

開かれ、関係者ら約50人が施設の完成を祝いました。

　地震は、栗駒山系東側の深さ8㌔を震源に発生しました。

市内では、最大5強を観測。祭畤大橋の崩落や磐井川上流で

地滑りが発生するなど、大きな被害に見舞われました。

　県と国は約6年半の歳月をかけて、災害復旧工事と砂防え

ん堤5基を整備。勝部修市長は「流域住民の安心・安全な暮

らしに確実につながる」と期待を寄せていました。

住民の安全・安心を守る施設の完成を祝う

健康の森で栗駒山系磐井川流域砂防施設完成式

「一歳児歩き初め会」に県内外の151組参加

子供の健やかな成長と幸せ願う伝統行事

　「ほんでら春フェスタ」は3月8日、骨寺村荘園交流館で行

われ、市内外から訪れた約300人がイベントを楽しみながら

本寺の魅力に触れました。

　趣味をきっかけに、地域の魅力や歴史を知ってほしい―と

開いた同フェスタ。女性をターゲットにハンドメイド展、音楽

が好きな人たちをターゲットにライブステージを同時開催し

ました。ライブステージには、ジャズ、ロックやJ-POPなど、

多彩なジャンルの4バンドが出演。このうち、市内で活動する

「和奏～わかな～」は、荘園の風景を背景に爽やかな歌声を披

露しました。来場者は、趣味と本寺の魅力を堪能しました。

ハンドクラフトとライブステージを満喫

地域の魅力詰め込んだ「ほんでら春フェスタ」開催
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小学校入学前の子供たちの写真を募集しています
①最近撮影した写真（デジカメ画像可）②氏名（ふりがな）・性別③住所④生年月日⑤電話番号⑥父母の氏名⑦お子さんへのメッセージ（30字程度）を記入
して応募してください＜応募先＞本庁広聴広報課／〒021-8501広聴広報課／電子メールshiseijyoho@city.ichinoseki.iwate.jp

市 民 の
ひ ろ ば

I - S T Y L E 
S Q U A R E

●好きな色　黒

●好きな食べ物　ケーキ、甘いお菓子

●好きな映画　アリス・イン・ワンダーランド

●行ってみたいところ　京都　

●好きな音楽　SEKAI NO OWARI

樽石ひなたちゃん（一関）

たるいし・ひなた

26 年 4月22日生まれ
パ
パ敬一さん・マ

マ桂さん 

もう少しで歩けそうで
すね。春になったら、

みんなでお散歩に出

かけましょう！

キッズ写真館
Kid's Photo Studio

金野蓮くん（一関）

きんの・れん

22 年11月29日生まれ
パ
パ純一さん・マ

マ亜希さん

今年から保育園。いっ
ぱいお友達できると
いいね☆明るくて優

しい蓮くんでいてね♡

皆川遥くん（大東）

みなかわ・はる

26 年1月16日生まれ
パ
パ広司さん・マ

マ美恵さん 

生まれてきてくれてあ
りがとう！遥が笑うとみ
んな笑顔になるよ。元
気に大きくなってね！

笑顔で

Good!
your smile is wonderful.

佐藤愛美さん
18歳　藤沢町大籠　さとう・まなみ

違う自分と出会える演劇が好き

　この春、高校を卒業して地元の企業に就職する

愛美さん。高校では、演劇部に所属していました。

舞台で、男役を熱演したことも。「配役によって、

違う自分に出会える瞬間が演劇の一番の魅力で

す」と話します。

　2月には、前回も出演した妹の智
と も

美
み

さん（藤小5

年）と一緒に、藤沢市民劇場の初舞台を踏みまし

た。演技で一番苦労したのは、昔ながらの方言を

表現すること。「役者の先輩皆さんが応援してく

れて、本番ではリラックスして大役を演じること

ができた」と振り返ります。

　入社を控える愛美さんは「仕事にも一生懸命打

ち込んで、地域に恩返しがしたい」と決意を新た

にしていました。

　私たち一関東中学校バレーボール

部は、2年生3人、1年生4人の計７

人で活動しています。少ない部員数

ですが、元気に練習しています。昨

年の新人戦では、地区3位で県大会

出場を果たしました。

　チームの武器は、サーブ、笑顔、

粘り強いプレーです。いつも指導し

てくれる先生、コーチ、先輩、支え

てくれる父母への感謝の気持ちを忘

れずに、練習に取り組んでいます。

また、あいさつ、礼儀、マナーも大

切にしています。

　中総体では、レシーブ力を上げ

て、どんなボールにも食らいついて

拾う「負けずに魅せる東中バレー」

で、優勝を目指します。

ふれーふれークラブ！
our club is doing it's best.

顧問：阿部剛
つよし

 ／ 部長：菅原千
ち

雪
ゆき

 ／ 主将：橋本真
ま

城
しろ

 ／ 部員：7人

文・部長　菅原千雪 （2年）

一関東中女子バレーボール部

老松市民センター

女性生活学級で「シ

フォンケーキ作り」

に挑戦

市民センターさ、

ございん。
welcome to our citizens hall.

文・写真　老松市民センター

市民センター単位で各地区を紹介します

〒029-3103
花泉町老松字藤田274-2
☎ 0191・82・5153

vol.24

　

老
松
市
民
セ
ン
タ
ー
に
変
わ

る
旧
老
松
公
民
館
。
当
初
、
昭
和

30
年
の
町
村
合
併
で
旧
老
松
村

役
場
に
併
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
旧
老
松
中
学
校
校
舎
に

移
転
。
昭
和
63
年
、
現
在
の
場

所
に
移
転
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

少
年
教
育
で
は
、
年
間
を
通

し
て
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
や

昔
か
ら
の
し
き
た
り
を
学
ぶ「
お

ら
ほ
の
し
き
た
り
事
業
」
を
開

催
。
女
性
教
育
で
は
、
自
家
用

農
産
物
の
加
工
食
品
づ
く
り
と

し
て
梅
干
づ
く
り
や
当
館
の「
む

ろ
」
で
麹
づ
く
り
教
室
を
開
き

ま
し
た
。
高
齢
者
教
育
で
は
、
防

犯
、
防
災
、
交
通
安
全
、
健
康
講

座
な
ど
を
展
開
。
平
成
23
年
度

に
作
成
し
た
「
お
宝
マ
ッ
プ
」
を

活
用
し
た
地
域
の
史
跡
の
学
習

も
続
け
て
い
ま
す
。

　

成
人
教
育
で
は
、
24
年
度
か

ら
「
Ｙ
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
づ
く

り
講
座
」
で
地
域
課
題
を
掘
り

起
し
、
解
決
策
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
。
26
年
度
は
、
同
講
座

を
地
域
協
働
体
設
立
準
備
会
に

移
行
。
26
年
６
月
に
地
域
協
働

体
「
老
松
み
ど
り
の
郷
協
議
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
夏
に
は
「
い

ち
の
せ
き
元
気
な
地
域
づ
く
り

事
業
」
を
活
用
し
、
協
働
体
と

共
催
で
「
老
松
地
区
夏
祭
り
」

を
開
催
。
地
域
で
一
体
に
な
り
、

企
画
、
準
備
、
運
営
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨

で
館
内
の
開
催
に
な
り
ま
し
た

が
、
祭
り
は
大
成
功
。
地
域
協

働
の
ス
タ
ー
ト
事
業
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
域
の
先
人
・

千
葉
胤た

ね

秀ひ

で

を
顕
彰
す
る
「
花
泉

珠
算
競
技
大
会
」、
年
配
の
人
た

ち
を
講
師
に
迎
え
た
「
お
ら
ほ

の
名
人
活
用
事
業
」、「
運
動
会
」

な
ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
協
働
の
拠

点
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

共
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

老松小児童に行燈

を作ってもらった

「老松地区夏祭り」



3031 I-StyleI-Style

IN F O R M A TI O N

お知らせ

INFORMATION

番号 募集する住宅

❶

大東

大明神団地36号
①木造平屋②H9③3DK④24,300～
36,200円⑤単身不可

❷

大東

大明神団地42号（身体障がい
者専用住宅）

①木造平屋②H9③3DK④28,700～
42,700円⑤単身不可

❸

大東

摺沢駅前特定公共賃貸住宅1号
①2階建1階②H13③1DK④28,000
⑤単身用

◇募集期間…4月1日㊌～ 10日㊎（㊏
㊐除く）

◇入居資格…①同居の親族がいる（❸

除く）②収入が基準に該当している③住

宅に困っている④市税などを滞納して

いない⑤暴力団員でない―をすべて満

たしていること　＊❷は選考あり

◇抽選会…4月20日㊊10:00～・大東

支所

問本庁都市整備課または各支所建設

水道課

募
集

市
広
報
「
Ｉ
︲
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
﹂
の

広
告
取
扱
希
望
業
者

　

27
年
度
の
広
報
紙
「I-S

ty
le

」
の
紙
面

の
一
部
を
広
告
枠
と
し
て
、
制
限
付
一
般

競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す
。
こ
の
広
告

枠
を
買
い
受
け
、
広
告
の
募
集
な
ど
を

行
う
広
告
取
扱
希
望
業
者
を
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

問
本
庁
広
聴
広
報
課

広
告
入
り
封
筒
無
償
提
供
者

　

市
が
使
用
す
る
広
告
入
り
封
筒
の
無

償
提
供
者
を
募
集
し
ま
す
。
封
筒
の
使
用

期
間
は
27
年
８
月
１
日
〜
28
年
７
月
31
日

で
す
。
申
し
込
み
は
４
月
24
日
㊎
ま
で
。

【
広
告
入
り
事
務
用
封
筒
】（
財
政
課
）

◇
封
筒
…
角
形
２
号
、
長
形
３
号
、
窓
付

き
の
事
務
用
封
筒
◇
最
低
枚
数
…
角
形

２
号
・
４
万
枚
、
長
形
３
号
・
９
万
枚
、

窓
付
き
・
７
万
枚

【
広
告
入
り
窓
口
封
筒
】（
市
民
課
）

◇
封
筒
…
Ａ
５
型
、
Ａ
４
型
の
封
筒
◇
最

低
枚
数
…
Ａ
５
型
・
２
万
枚
、
Ａ
４
型
・

３
万
５
０
０
０
枚

問
❶
本
庁
財
政
課
❷
本
庁
市
民
課

第
17
回
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
出
場
選
手

◇
日
時
…
６
月
６
日
㊏
９
時
〜
16
時
◇

場
所
…
県
営
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
な

ど
◇
競
技
…
陸
上
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
、
水
泳
、
卓
球
、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

テ
ニ
ス
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

な
ど
か
ら
１
種
目　

＊
障
害
区
分
や
年
齢

に
よ
る
要
件
あ
り
◇
対
象
…
４
月
１
日
現

在
で
満
13
歳
以
上
で
❶
身
体
障
が
い
者

手
帳
の
住
所
が
市
内
❷
知
的
障
が
い
者

で
市
内
に
居
住
す
る
❸
精
神
障
が
い
者

で
市
内
に
居
住
す
る
―
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
◇
定
員
…
❶
53
人
❷
92
人

❸
24
人
◇
申
し
込
み
…
〜
４
月
15
日
㊌

◇
そ
の
他
…
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
画
も
募
集
し

て
い
ま
す

問
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
課

催
し

持
参

問
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
・

２
０
８
・
２
０
１（
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通

１
‐
７
‐
１
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◇
募
集
期
間
…
４
月
１
日
㊌
〜
５
月
11

日
㊊
◇
対
象
…
❶
青
年
海
外
協
力
隊
・

20
〜
39
歳
の
人
❷
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
40
〜
69
歳
の
人　

＊
い
ず
れ
も

日
本
国
籍
を
持
つ
人

◇
説
明
会
…
①
４
月

４
日
㊏
②
11
日
㊏
③
12
日
㊐
④
15
日
㊌

⑤
21
日
㊋　

＊
場
所
は
②
④
は
い
わ
て
県

民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ア
イ
ー
ナ
」
、
①
③

⑤
は
仙
台
Ａ
Ｅ
Ｒ
（
ア
エ
ル
）

問
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
☎
０
２
２
・
２
２
３
・
４

７
７
２

第
22
回
一
関
春
の
美
術
展
の
作
品

　

募
集
作
品
の
規
格
な
ど
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
…
５
月
22
日
㊎
〜
24
日
㊐
◇
場

所
…
な
の
は
な
プ
ラ
ザ
◇
募
集
内
容
…

❶
絵
画
❷
書
道
❸
写
真
❹
は
り
絵
・
押

し
花
か
ら
１
人
２
点
ま
で
◇
出
品
料
…

８
０
０
円
◇
申
し
込
み
…
４
月
１
日
㊌

〜
30
日
㊍
に
所
定
の
用
紙
で

問
同
事
務
局
☎
㉑
２
１
２
１

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◇
日
時
…
４
月
25
日
㊏
10
時
〜
◇
場
所

…
ル
ン
ル
ン
（
萩
荘
字
大
袋
１
７
７
）
◇
内

容
…
花
苗
・
鉢
花
販
売
や
子
供
縁
日
な
ど

問
ル
ン
ル
ン
☎
㉔
３
１
１
５

27
年
度
北
上
川
一
斉
清
掃

　

河
川
愛
護
の
心
を
育
み
ま
す
。

◇
日
時
︙
４
月
18
日
㊏
９
時
〜
11
時
◇

場
所
…
❶
一
関
水
辺
プ
ラ
ザ
（
あ
い
ぽ
ー

と
）
❷
川
崎
水
辺
プ
ラ
ザ
及
び
砂
鉄
川

（
川
崎
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
◇
そ
の
他

…
軍
手
・
ゴ
ミ
袋
は
主
催
者
が
準
備

問
国
土
交
通
省
岩
手
河
川
国
道
事
務
所

市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定

懇
話
会
委
員

　

選
考
方
法
や
謝
礼
な
ど
に
つ
い
て
、問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◇
任
期
…
委
嘱
の
日
か
ら
策
定
ま
で
（
会

議
は
５
回
程
度
開
催
予
定
）
◇
対
象
・

定
員
…
❶
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
申
し

込
み
日
に
満
20
歳
以
上
の
人
❷
平
日
の

日
中
に
開
く
会
議
に
出
席
可
能
な
人
❸

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
に
関
心
が
あ

り
、
意
見
を
述
べ
ら
れ
る
人
・
５
人
以
内

◇
申
し
込
み
…
４
月
１
日
㊌
〜
20
日
㊊

に
配
布
す
る
応
募
用
紙
を
左
記
へ

問
本
庁
い
き
が
い
づ
く
り
課
ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
課

県
営
住
宅
の
入
居
者

　

募
集
団
地
・
戸
数
な
ど
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
期
間
…
４
月
27
日
㊊
〜
５
月
１

日
㊎
◇
申
込
書
の
配
布
…
４
月
20
日
㊊

〜
◇
申
し
込
み
…
左
記
へ
郵
送
ま
た
は

一
関
出
張
所
☎
㉓
２
４
３
５

第
24
回
一
関
市
長
杯
争
奪
車
椅
子

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
東
北
大
会

◇
日
時
…
５
月
９
日
㊏
８
時
50
分
〜

◇
場
所
…
市
総
合
体
育
館

問
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
一
関
☎
㉑

２
１
６
２

絵
画
と
写
真
で
味
わ
う「
い
わ
い
の

桜
風
景
展
」

◇
日
時
…
３
月
30
日
㊊
13
時
〜
４
月
13

日
㊊
15
時
◇
場
所
…
な
の
は
な
プ
ラ
ザ

問
一
関
市
民
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
２
１
４
８

地
域
お
こ
し
事
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

　

27
年
度
の
新
規
応
募
団
体
が
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。入
場
は
無

料
で
す
。

◇
日
時
…
４
月
26
日
㊐
９
時
45
分
〜
◇

場
所
…
川
崎
市
民
セ
ン
タ
ー

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
た
は
各
支
所

地
域
振
興
課

健
康
の
森
の「
自
然
観
察
会
」

◇
日
時
・
内
容
…
❶
４
月
18
日
㊏
、
19

日
㊐
・
水
芭
蕉
を
み
よ
う
❷
25
日
㊏
・

春
の
妖
精
❸
５
月
２
日
㊏
・
野
鳥
観
察

会
❹
９
日
㊏
・
祭
畤
の
山
菜
を
知
ろ
う

❺
16
日
㊏
・
木
々
に
咲
く
花
を
み
て
み

よ
う　

＊
い
ず
れ
も
９
時
半
〜
12
時
◇

参
加
費
…
大
人
１
０
０
円
、
中
学
生
以

下
無
料
◇
申
し
込
み
…
当
日
受
け
付
け

◇
そ
の
他
…
❶
は
雪
道
を
往
復
５
㌔
歩

き
ま
す
❶
〜
❹
い
ず
れ
も
野
山
を
歩
け

る
服
装
で
（
雨
天
決
行
）

問
い
ち
の
せ
き
健
康
の
森
☎
39
２
０
２
０

新
鮮
な
農
産
物
が
い
っ
ぱ
い「
日
曜

朝
市
」

◇
日
時
…
４
月
５
日
〜
12
月
６
日
の
毎

㊐　

＊
４
〜
10
月
は
５
時
30
分
〜
７
時
、
11

〜
12
月
は
６
時
〜
７
時

◇
場
所
…
一
関
文

化
セ
ン
タ
ー

問
市
農
業
委
員
会
☎
㉑
８
６
９
２

●
4
月
の
納
税
…
固
定
資
産
税
１
期
の
納
付
月
で
す
。
納
期
限
は
４
月
30
日
㊍
で
す
。
期
限
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。　

問
一
関
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

5月 7日㊍から
盛岡地方法務局  一関支局が水沢支局と統合します

盛岡地方法務局からのお知らせ

市営住宅等の入居案内

　盛岡地方法務局一関支局は5月7日㊍

に同水沢支局（奥州市水沢区字多賀97）

と統合します。統合日以降は一関支局を

廃止し、❶不動産登記❷電子認証❸供託

❹戸籍❺人権擁護―の事務は水沢支局

で行います。

商業・法人登記事務は

盛岡地方法務局で行います
　商業・法人登記は、同日から盛岡地

方法務局登記部門（盛岡市盛岡駅西通

1-9-15）で行います。なお、❶印鑑カー

ドの交付、廃止、返納などに関する印

鑑カード事務❷電子証明書の発行請

求、使用廃止などに関する電子認証事

務―は、水沢支局でも取り扱います。

本庁に証明書交付窓口を設置
　同日から、市役所本庁に証明書交付

窓口を設置します。証明書発行請求機

で❶土地建物の登記事項証明書❷会

社・法人の登記事項証明書および印鑑

証明書―を発行します。窓口には担当

者が常駐します。請求機の操作など、

不明な点は問い合わせてください。証

明書の交付に必要な印紙は、事前に金

額を確認して用意してください。印紙

は郵便局などのほか、本庁市民課また

は売店でも購入できます。

登記・供託オンライン申請

システムを利用してください
　自宅のパソコンから、インターネッ

ト上で❶不動産登記手続き❷商業・

法人登記手続き―などの申請ができ

ます。　

　このほか、各種証明書の請求ができ

ます。手続きは、登記・供託オンライ

ン申請システムのホームページ（http://

www.touki-kyoutaku-net.moj.go.jp/）で

確認してください。

問盛岡地方法務局登記部門☎ 019・

624・9851、同水沢支局☎ 0197・24・

0511または同一関支局☎23・4149

News Flash

掲 示 板

「こども総合武道教室体験会」
　武道・格闘技を体験できます。

礼儀・礼節を身に付け、心と体を

鍛えませんか。参加は無料です。

◇日時…4月 8日㊌、15日㊌、22

日㊌ 18:30～ 19:50

◇場所…狐禅寺市民センター

◇対象…年長～小学生

問龍武會スポーツ少年団（千葉）

☎ 090・3980・0499

「さとっこストリングス」
　一緒にバイオリンを弾いてみま

せんか。子供用の楽器を無償で貸

します。初心者も大歓迎です。

◇日時…毎月第 2・4㊏10:00～12:00

◇場所…中里市民センター

◇対象…練習に参加できる小学生

◇会費…月 1,000円

問加藤☎ 080・5553・7338（18:00以降）

　藤沢町の黄海スパーキッズと花泉町

の涌津スポーツ少年団は、3月28日か

ら三重県で開かれる「第8回春季全日本

小学生女子ソフトボール大会」に出場し

ます。黄海は初出場、涌津は2年連続3

度目の出場です。

　花泉中女子卓球部は、1月に行われ

た県予選を制し、第16回全国中学選抜

卓球大会に3年連続3度目の出場を決

めました。須藤真奈美主将（2年）は「持

ち前のチームワークで勝ち上がりた

い」と大会を見据えます。

3/3

3/11

ソフトボール2団体全国へ

県大会を制し全国選抜大会へ

「気後れせず全力で」市長がエール

花泉中卓球部3年連続 3 度目の出場

今月のホットな話題をラインナップ

今号は庁舎内の電話番号を

表示していません

　4月1日㊌から各課の電話

番号が変わる可能性があるた

め、今号は電話番号を表示し

ていません。各課へ問い合わ

せる場合は、各庁舎の代表電

話に電話してください。代表

の電話番号は下記の通りです。

●市役所本庁☎㉑ 2111

●花泉支所☎ 2211

●大東支所☎ 2111

●千厩支所☎ 2111

●東山支所☎47 2111

●室根支所☎ 2111

●川崎支所☎43 2111

●藤沢支所☎ 2111
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崎
町
六
原
頭
無
２

-

１
）

問
県
立
農
業
大
学
校
研
修
科
☎
０
１
９

７
・
４
３
・
２
１
０
７

市
ゴ
ル
フ
協
会
ゴ
ル
フ
大
会

◇
日
時
…
５
月
６
日
㊌
◇
場
所
…
南
岩

手
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
◇
対
象
者
…
市

内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る
人
◇
費
用

…
２
０
０
０
円　

＊
プ
レ
ー
費
は
各
自
で

◇
競
技
…
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
◇
申
し

込
み
…
〜
４
月
25
日
㊏
に
申
込
書
を
左

記
へ　

＊
電
話
不
可

問
南
岩
手
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
☎
 

２
３
０
０

労
働
基
準
協
会
の
5
月
の
講
習
会

【
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
】

◇
期
日
・
場
所
…
５
月
12
日
㊋
〜
13
日

4
月
19
日
㊐
は
春
の
一
斉
清
掃

　

「
ポ
イ
捨
て
の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
一

関
」
を
実
現
す
る
た
め
、
清
掃
活
動
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
事
故
や
け
が
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
期
日
…
４
月
19
日
㊐　

＊
藤
沢
地
域
は

５
日
㊐

◇
注
意
事
項
…
側
溝
の
土
砂
上

げ
は
、国
の
処
理
基
準
が
示
さ
れ
な
い
た

め
、実
施
を
見
送
り
ま
す

問
本
庁
生
活
環
境
課
ま
た
は
各
支
所
市

民
課

花
き
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
２
０
１
５

　

花
壇
苗
、鉢
物
、切
り
花
の
即
売
、花
き

展
示
栽
培
の
公
開
や
洋
ラ
ン
栽
培
相
談

会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時
…
４
月
25
日
㊏
９
時
30
分
〜
15

時
◇
場
所
…
県
立
農
業
大
学
校
（
金
ケ

㊌
・
産
業
教
養
文
化
体
育
施
設
「
ア
イ
・

ド
ー
ム
」
◇
費
用
…
１
万
４
４
７
２
円

（
テ
キ
ス
ト
代
）
◇
定
員
…
先
着
40
人
◇

申
し
込
み
…
４
月
30
日
㊍ 

【
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講

習
会
】

◇
期
日
…
【
学
科
】 

５
月
14
日
㊍
〜
15
日

㊎
・
市
産
業
教
養
文
化
体
育
施
設
「
ア
イ
・

ド
ー
ム
」【
実
技
】 

５
月
16
日
㊏
ま
た
は

17
日
㊐
・
北
上
製
紙
㈱
東
台
倉
庫
◇
費

用
…
２
万
９
７
２
５
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

＊
一
部
免
除
あ
り
◇
定
員
…
先
着
60
人

◇
申
し
込
み
…
５
月
１
日
㊎

問
岩
手
労
働
基
準
協
会
一
関
支
部
☎
㉓

７
７
２
９

女
性
セ
ン
タ
ー
の
春
季
定
期
講
座

◇
内
容
・
期
日
…
❶
初
心
者
の
パ
ソ
コ

ン
教
室
・
５
月
20
日
〜
（
全
20
回
）
❷
ひ

と
り
で
装
う
初
め
て
の
き
も
の
・
５
月

８
日
〜
（
全
10
回
）
❸
は
じ
め
て
の
お
琴

教
室
・
６
月
２
日
〜
（
全
10
回
）
❹
健
康

づ
く
り
教
室
・
５
月
15
日
〜
（
全
５
回
）

❺
大
人
の
女
性
の
マ
ナ
ー
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
５
月
21
日
〜
（
全
５

回
）
❻
食
の
匠
料
理
教
室
（
昼
）・
５
月
21

日
〜
（
全
３
回
）
❼
食
の
匠
料
理
教
室

（
夜
）・
５
月
21
日
〜
（
全
３
回
）◇
時
間

…
❶
〜
❹
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
❺
❻

10
時
〜
12
時
❼
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

◇
場
所
…
❶
一
関
高
等
職
業
訓
練
校

（
舞
川
）
❷
市
女
性
セ
ン
タ
ー
◇
対
象
…

市
内
に
居
住
・
勤
務
す
る
女
性
◇
定
員

…
先
着
20
人　

＊
❸
は
10
人

◇
申
し
込

み
…
４
月
６
日
㊊
12
時
30
分
〜
直
接
ま

た
は
電
話
予
約
後
に
来
館
し
て

問
市
女
性
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
２
１
４
５

障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
事
業

◇
内
容
・
期
日
…
❶
書
道
・
５
月
11
日
〜

第
２
・
４
㊊
（
全
14
回
）
❷
ペ
タ
ン
ク
・
８

月
10
日
〜
第
２
・
４
㊊
（
全
８
回
）
❸
カ

ラ
オ
ケ
・
５
月
13
日
〜
第
１
・
３
㊌
（
全

14
回
）
❹
民
謡
・
５
月
27
日
〜
第
４
㊌

（
全
８
回
）
❺
料
理
・
５
月
15
日
〜
第
１

㊍
（
全
８
回
）
❻
表
具
・
５
月
14
日
〜
第

２
・
４
㊍（
全
８
回
）❼
生
け
花
・
５
月
21

日
〜
第
３
㊍
（
全
８
回
）
❽
編
み
物
・
５

月
８
日
〜
第
２
・
４
㊎
（
全
12
回
）
❾
健

康
体
操
・
７
月
３
日
〜
第
１
・
３
㊎
（
全

８
回
）
➓
パ
ソ
コ
ン
・
11
月
６
日
〜
㊎（
全

８
回
）◇
時
間
…
❶
❸
〜
➓
10
時
〜
12

時
❷
13
時
〜
15
時
◇
場
所
…
サ
ン
・
ア

ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
一
関　

＊
❺
は
市
女
性
セ

ン
タ
ー
◇
対
象
…
市
内
に
居
住
す
る
障

が
い
者
、
そ
の
家
族
や
介
護
者
◇
定
員

…
❶
〜
❸
20
人
❹
❼
〜
❾
10
人
❺
12

人
❻
８
人
➓
５
人
◇
費
用
…
無
料　

＊

相
談

 ●本庁☎㉑ 2111●花泉支所☎ 2211●大東支所☎ 2111●千厩支所☎ 2111●東山支所☎47 2111●室根支所☎ 2111●川崎支所☎43 2111　  ●藤沢支所☎ 2111

❸
21
日
・
い
ろ
ん
な
体
操
❹
６
月
７
日
・

講
演
会
❺
18
日
・
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

❻
７
月
２
日
・
ゲ
イ
ビ
マ
ン
と
踊
ろ
う（
全

６
回
）　

＊
い
ず
れ
も
19
時
〜
21
時
、
６
月
７

日
は
14
時
〜
16
時

◇
場
所
…
中
里
市
民
セ

ン
タ
ー
◇
対
象
・
定
員
…
市
内
に
勤
務
・

在
住
し
て
い
る
20
〜
49
歳
の
人
・
先
着

20
人
◇
申
し
込
み
…
４
月
６
日
㊊
９
時

〜
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

問
中
里
市
民
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
２
１
５
２

／
電
子
メ
ー
ルn

a
k

a
k

o
@

c
ity

.

ichinoseki.iw
ate.jp

求
職
者
支
援
訓
練「
介
護
職
員
養
成

科
」（
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
）

◇
日
時
…
５
月
８
日
㊎
〜
８
月
７
日
㊎

９
時
10
分
〜
16
時
40
分　

＊
内
容
に
よ
り

終
了
時
刻
が
異
な
り
ま
す
◇
場
所
…
市
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー（
舞
川
）◇
内
容
…
介
護

職
員
初
任
者
研
修
課
程
お
よ
び
上
級
救

命
講
習
取
得
に
必
要
な
講
義
・
演
習
、職

場
実
習
、パ
ソ
コ
ン
基
礎
実
習
な
ど
３
カ

月
間（
３
０
１
時
間
）◇
対
象
…
原
則
、雇

用
保
険
の
未
受
給
者
で
、訓
練
受
講
給
付

金
を
受
け
な
が
ら
訓
練
を
受
け
た
い
人

　

＊
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
で
も
受
講
で
き
る

場
合
あ
り
◇
費
用
…
８
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）◇
受
付
期
間
…
〜
４
月
13
日
㊊

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
一
関
☎
㉓
４
１
３
５

弁
護
士
に
よ
る
信
用
生
協
の
消
費

者
問
題
お
よ
び
法
律
相
談
会

【
無
料
法
律
相
談
】（
予
約
制
）

◇
日
時
・
場
所
…
５
月
14
日
㊍
10
時
〜

13
時
・
千
厩
支
所
◇
予
約
…
前
日
15
時

ま
で
◇
内
容
…
多
重
債
務
等
消
費
者
問

題
、離
婚
・
相
続
な
ど
の
法
律
全
般

問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
千
厩
相
談
室

☎
59
３
９
５
７

材
料
費
別
途

◇
申
し
込
み
…
〜
４
月
24

日
㊎

問
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
一
関
☎
㉑

２
１
６
２

シ
ニ
ア
の
た
め
の
初
心
者
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
講
座

◇
日
時
…
❶
４
月
16
日
❷
23
日
❸
30
日

❹
５
月
７
日
❺
15
日
の
毎
㊍
10
時
〜
12

時　

＊
❷
❺
は
９
時
〜
16
時
、
❺
は
㊎

◇
場
所
…
な
の
は
な
プ
ラ
ザ
◇
対
象
・

定
員
…
55
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
の
人
・

先
着
20
人
◇
費
用
…
無
料
◇
申
し
込
み

…
４
月
１
日
㊌
９
時
〜

問
市
シ
ニ
ア
活
動
プ
ラ
ザ
☎
㉛
８
１
１
８

一
関
地
域
公
民
館
連
携
青
年
講
座

「Ic
a
n

」

　

27
年
度
の
テ
ー
マ
は「
健
康
」で
す
。

◇
日
時
…
❶
４
月
23
日
・
ス
ポ
ー
ツ
科

学
（
講
義
）
❷
５
月
７
日
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス

法
律
相
談
と
行
政
相
談

【
無
料
法
律
相
談
】（
予
約
制
・
先
着
順
）

◇
日
時
・
担
当
弁
護
士
…
５
月
７
日
・

北
村
宏
洋
／
14
日
・
小
野
寺
豊
希
氏
／

21
日
・
熊
本
賢
吾
氏
／
28
日
・
赤
津
聡

氏　

＊
い
ず
れ
も
㊍
10
時
〜
15
時
◇
場
所
…

市
役
所
本
庁
◇
予
約
…
４
月
24
日
㊎
〜

【
行
政
相
談
】

◇
日
時
・
場
所
…
５
月
８
日
㊎
10
時
〜

12
時
・
社
協
藤
沢
支
部
／
21
日
㊍
９
時

〜
12
時
・
市
役
所
本
庁
／
28
日
㊍
13
時

〜
16
時
・
田
河
津
公
民
館

問
本
庁
生
活
環
境
課

女
性
の
た
め
の
相
談
事
業

◇
日
時
…
４
月
30
日
㊍
10
時
〜
16
時
◇

場
所
…
市
女
性
セ
ン
タ
ー
◇
対
象
…
市

内
に
居
住
す
る
女
性
◇
申
し
込
み
…
電

話
な
ど
で
事
前
に
予
約
が
必
要

問
市
女
性
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
２
１
４
５

※
広
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

本
庁

広
聴
広
報
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

3月の人口と世帯数
3月1日現在　（　　）前月比

人口

計 124,052人 （-138人）

男 60,005人 （-74 人）

女 64,047人 （-64 人）

世帯数 46,138 世帯 （-38 世帯）

2月のごみ排出量
（　　）前年比

市全体

計 2,012.47㌧ （+78.33㌧）

一関 1,351.04㌧ （+48.03㌧）

大東 661.43㌧ （+30.3㌧）

一人当たり 16.2㎏ （+0.83㎏）

4月1日㊌から受け付け開始

体育協会のスポーツ教室

❶スポーツ吹矢教室（室根）

◇日時・場所…5月1日～29日の毎㊎10:00～

11:30（全5回）・室根体育館

❷リフレッシュヨガ教室（千厩）

◇日時・場所…5月1日～29日の毎㊎14:00～

15:30（全5回）・千厩武道館

❸イブニングゴルフ教室（一関）

◇日時・場所…5月12日～6月4日18:30～20:30

（全10回）　＊10回目は12:30～・市総合体育館ほか

❹エアロビクス教室（東山）

◇日時・場所…5月13日～6月10日の毎㊌10:00

～11:30（全5回）・東山総合体育館

❺春アクアウォーキング教室（藤沢）

◇日時・場所…5月13日～6月10日の毎㊌10:00

～11:30（全5回）・藤沢B＆G海洋センター

❻初心者のためのバドミントン教室（室根）

◇日時・場所…5月14日～6月11日の毎㊍19:00

～20:30（全5回）・室根体育館

《共通事項》

◇対象・定員…市内に居住または勤務する人

◇定員・費用…20人・500円　＊❸は1,000円

（ボール・プレー代別途）

問❶❻室根きらめきパーク☎642611❷千厩体

育館☎522369❸市総合体育館☎㉛3111❹東

山総合体育館☎351141❺藤沢B&G海洋セン

ター☎635551

講座名 定員 期日（回数） 時間

エアロビクス 30
11日～毎㊊（全12回）

❶
英会話 20

いけばな 15 11日～第2・4㊊（全12回）

和裁 10 12日～毎㊋（全12回）

韓国語 20 19日～毎㊋（全12回） ❷

陶芸 15 19日～第1・3㊋（全10回）
❶

現代作法 15 13日～毎㊌（全12回）

太極拳初級
30 20日～毎㊌（全12回）

❷

太極拳中級 ❸

着物着付 15 13日～毎㊌（全12回）

❶

フラワー
アレンジメント

20 20日～第1・3㊌（全8回）

秘書検定試験

2級挑戦
20 13日～第2・4㊌（全12回）

中国語 20 21日～毎㊍（全12回）

茶道 10 7日～毎㊍（全12回）

アロマ＆ヨガ 40

14日～毎㊍（全12回）親子ビクス（0歳） 15 ❹

親子ビクス（2歳半
～ 6歳） 15 ❺

書道 10 1日～第1・2・4㊎（全12回）

❶脂肪燃焼トレー
ニング

20 8日～毎㊎（全6回）

勤労青少年ホーム

5 月開始の前期講座

◇場所…❶19:00～ 20:30❷19:00～ 21:00❸

20:00～ 21:00❹14:00～ 15:00❺15:00～ 16:00

◇場所…一関勤労青少年ホーム　＊陶芸講座は山

目市民センター

◇対象…原則、市内に居住・勤務している36歳

以下の勤労青少年および求職中の人　＊定員に満

たない場合はどなたでも可。親子ビクスは、対象年齢の

子供と36歳以下の親

◇受付期限…定員になり次第終了

◇費用…1,000円（自治会費）　＊材料費別途

問一関勤労青少年ホーム☎㉑2144

講
座

催
し
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Cultural
  Propertie

ltural
ropertie
ltural

リ
シ
タ
ン
殉
教
公
園
◇
種
類
・
金
額
…
❶

年
間
共
通
入
場
券
・
１
０
０
０
円
❷
10
日

間
共
通
入
場
券
・
５
０
０
円

問
博
物
館
☎
㉙
３
１
８
０
／
石
と
賢
治

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
☎
49
３
６
５
５
／
芦
東

山
記
念
館
☎
�
３
８
６
１
ま
た
は
大
籠

キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
公
園
☎
�
２
２
５
５

28
年
1
月
か
ら
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」

が
利
用
で
き
ま
す

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
割
り
当
て
ま
す
】

　

国
で
は
、行
政
手
続
き
の
利
便
化
・
効

率
化
を
図
る
た
め
、市
民
一
人
一
人
に
個

人
番
号「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」を
割
り
当
て
ま

す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
あ
れ
ば
❶
所
得
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状
況
を
よ
り
正

確
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
❷
社
会

保
障
や
税
の
給
付
と
負
担
が
公
平
に
な

る
❸
窓
口
で
提
出
す
る
書
類
が
簡
素
化

さ
れ
る
❹
税
の
申
告
や
健
康
保
険
の
加

入
届
な
ど
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に

な
る
―
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。10
月
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー（
12
桁
）
を
記
載
し
た「
通
知

カ
ー
ド
」
を
住
民
票
の
住
所
に
郵
送
し
ま

す
。　

＊
番
号
は
、不
正
に
収
集
・
利
用
さ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、変
更
で
き
ま
せ
ん

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
】

　

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
は
、28
年
１

月
か
ら
交
付
を
開
始
し
ま
す
。交
付
を
受

け
る
に
は
、市
役
所
本
庁
ま
た
は
各
支
所

で
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。カ
ー
ド
で
法

令
で
定
め
ら
れ
た
行
政
手
続
き
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
左
記
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０

５
７
０
・
２
０
・
０
１
７
８（
平
日
９
時
30

分
〜
17
時
30
分
）

「熊野三山　神々が住まう蘇りの聖地」
KanKan　写真

蘇りの聖地「熊野本宮大社」や南の陽光輝く
聖地「熊野速玉大社」など、人々を惹きつける
霊地・熊野の魅力をグラフィックで紹介。室
根神社特別大祭にも関連する興味深い一冊。

「コトPOPを書いたらあっ、売れちゃった！」 
山口茂　著

買い物客の「買いたい」気持ちを引き出す「コ
トPOP」。その「コト」を伝えるヒントがこの
１冊に。第一人者が、コトPOPの正しい考え
方や作り方を伝授します。

「木いちごつみ」
きしだえりこ　詩・やまわきゆりこ　絵

くま、ぞう、木いちごなどの身近な素材を、

やさしい言葉でリズミカルに歌った15編。

楽しい絵が、イメージを広げてくれます。や
さしい詩と絵で、温かい気持ちになる物語。

●一関図書館☎ ㉑ 2147

●花泉図書館☎ 82 4939

●大東図書館☎ 75 3541

●千厩図書館☎ 51 1122

●東山図書館☎ 47 2324

●室根図書館☎ 64 3820

●川崎図書館☎ 43 4123

●藤沢図書館☎ 63 5088

月は室根図書館4 Library
●絵本「世界一のパン～チェルシーバンズ

物語」原画展

　約80年前に、結核に苦しんでいた日本人を救

うため、カナダの人たちが募金を集めて長野県小

布施町に結核診療所を建設。その診療所を舞台

にした実話に基づく絵本です。読み聞かせ会で

は、日本語と英語で朗読。絵本に出てくるチェル

シー・バンズもプレゼントします。子供はもちろん、

学生の皆さんもネーティブイングリッシュが気軽に

聞ける機会です。宮城、福島で開かれた同展示会

が、県内で初めて開かれます。参加は無料です。

◇原画展…3月29日㊐～ 4月26日㊐

◇場所…一関図書館

◇ 読 み 聞 か せ 会…4月26日㊐❶ 10:30～❷

14:00～　＊キラ・シカロ外国語指導助手が朗読

◇定員…❶❷それぞれ50人　＊要申し込み

問一関図書館☎㉑2147

●市立図書館ホームページ

（休館日情報などは）

  http://www.library.city.

ichinoseki.iwate.jp/

図書館情報Book&CD

Museum
問一関市博物館☎㉙ 3180　http://www.museum.city.ichinoseki.iwate.jp

博物館だより

オススメのイベントEvents

●テーマ展①東北の土人形－菅原清蔵コレクション3
〔期間〕4月25日㊏～ 6月 14日㊐　＊4月25日㊏は無料開館

　民芸コレクション「菅原清蔵コレクション」の400点以上

の人形から、花巻人形を中心に堤人形や相
さ が

良
ら

人形など、東北

の土人形を紹介します。

●展示解説会　[日時] 4月29日㊌❶10:30～❷13:30～（30分）

　厳美渓は、岩手・宮城・

秋田３県にまたがる栗駒

山を水源に、北上川に注

ぐ磐井川中流に形成され

た全長約2㌔の渓谷です。

大小48の滝、深
し ん

淵
え ん

、巨岩

や奇岩などが変化に富んだ美しい渓谷を形成しています。

　磐井川の水流によって侵食された河床には、無数の甌
おうけつ

穴

（ポットホール）があります。これは、約900万年前に栗駒山

の噴火で堆積した石英安山岩質溶結凝灰岩層に生じた箱型

のひび割れ「方状節理」に入り込んだ石が、岩盤を球状に削っ

てつくられたものです。地質学において、貴重な資料といわ

れています。

　春は満開の桜と雪解け水を、夏は涼感あふれるせせらぎを、

秋は美しい紅葉を、そして冬は水墨画を思わせる景色を楽し

める厳美渓。私たちに四季折々の表情を見せてくれます。

「厳美渓」 （げんびけい）国指定名勝および天然記念物

借
金
の
整
理
な
ど
の
相
談

【
多
重
債
務
者
弁
護
士
無
料
相
談
】（
予

約
制
・
先
着
順
）

◇
日
時
・
場
所
…
❶
５
月
12
日
㊋
・
市
役

所
本
庁
❷
27
日
㊌
・
千
厩
支
所　

＊
い
ず
れ

も
10
時
〜
15
時

◇
予
約
…
前
日
17
時
ま
で

【
信
用
生
協
の
多
重
債
務
整
理
・
消
費
者

救
済
資
金
融
資
相
談
】（
予
約
制
）

◇
日
時
・
場
所
…
❶
５
月
７
日
㊍
、16
日

㊏
・
市
役
所
本
庁
❷
14
日
㊍
・
千
厩
支
所

　

＊
い
ず
れ
も
10
時
〜
13
時

◇
予
約
…
前

日
15
時
ま
で

問
❶
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
一
関
相

談
室
（
本
庁
生
活
環
境
課
内
）
☎
㉑

８
３
４
２
❷
同
千
厩
相
談
室（
千
厩
支
所

内
）☎
59
３
９
５
７

心
配
ご
と
相
談
所

【
通
常
相
談
】

◇
日
時
…
４
月
２
日
、
９
日
、16
日
、23

日
、30
日　

＊
い
ず
れ
も
㊍
10
時
〜
15
時
◇

場
所
…
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
移
動
相
談
】（
要
予
約
）

◇
日
時
…
４
月
10
日
㊎
10
時
〜
15
時
◇

場
所
…
花
泉
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、大
東

保
健
セ
ン
タ
ー
、千
厩
農
村
勤
労
福
祉
セ

ン
タ
ー
、社
協
藤
沢
支
部

問
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉓
６
０
２
０
、

花
泉
支
部
☎
89
４
０
０
２
、大
東
支
部
☎

79
１
１
７
７
、千
厩
支
部
☎
59
２
８
８
５
、

藤
沢
支
部
☎
69
５
１
２
２

介
護
保
険
負
担
限
度
額
が
変
わ
り

ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、介
護
保
険
施
設
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
の
居
住
費
の
負

担
限
度
額
が
変
更
に
な
り
ま
す
。認
定
を

受
け
て
い
て
、介
護
保
険
負
担
限
度
額
認

定
証
に
変
更
前
の
限
度
額
が
記
載
さ
れ

て
い
て
も
、変
更
の
手
続
き
な
ど
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。限
度
額
の
読
み
替
え
を
行

い
ま
す
。引
き
続
き
、認
定
証
を
使
用
し

広報いちのせき「I-Style」4月1日号の印刷経費は１部 33円です

問生涯学習文化課㉖ 0820

蘇りの聖地「熊野本宮大社」や南の陽光輝く
聖地「熊野速玉大社」など、人々を惹きつける
霊地・熊野の魅力をグラフィックで紹介。室
根神社特別大祭にも関連する興味深い一冊。

「コトPOPを書いたらあっ、売れちゃった！」 

買い物客の「買いたい」気持ちを引き出す「コ
トPOP」。その「コト」を伝えるヒントがこの
１冊に。第一人者が、コトPOPの正しい考え
方や作り方を伝授します。

「木いちごつみ」

「コトPOPを書いたらあっ、売れちゃった！」 

くま、ぞう、木いちごなどの身近な素材を、くま、ぞう、木いちごなどの身近な素材を、

やさしい言葉でリズミカルに歌った15編。やさしい言葉でリズミカルに歌った15編。

楽しい絵が、イメージを広げてくれます。や楽しい絵が、イメージを広げてくれます。や
さしい詩と絵で、温かい気持ちになる物語。さしい詩と絵で、温かい気持ちになる物語。

文化財探訪

●所在地：厳美町字滝ノ上 ／ ●指定年月日：1927年9月5日

て
く
だ
さ
い
。

◇
第
２
・
３
段
階
の
多
床
室
利
用
時
…

３
２
０
円
か
ら
３
７
０
円
に
変
更

問
広
域
行
政
組
合
介
護
保
険
課
☎
㉛

３
２
２
３

国
道
２
８
４
号
・
厩
橋
橋
梁
補
修
補
強

工
事
に
伴
っ
て
道
路
を
規
制
し
ま
す

　

千
厩
町
千
厩
字
西
小
田
〜
東
小
田
間

が
車
両
通
行
止
に
な
り
ま
す
。

◇
期
間
…
４
月
１
日
㊌
〜
４
月
30
日
㊍

　

＊
予
定

◇
迂
回
路
…
市
道
東
小
田
西

小
田
線

問
千
厩
土
木
セ
ン
タ
ー
☎
�
４
９
７
１

市
博
物
館
な
ど
の
共
通
入
場
券
を

発
行
し
ま
す

　

４
月
か
ら
市
内
の
文
化
施
設
で
利
用

で
き
る
共
通
入
場
券
を
販
売
し
ま
す
。有

効
期
間
内
は
、何
度
で
も
利
用
可
能
で

す
。購
入
は
各
施
設
で
。

◇
対
象
施
設
…
博
物
館
、芦
東
山
記
念

館
、石
と
賢
治
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、大
籠
キ

お
知
ら
せ

　使用済みの携帯電話やデジカメ

などの小型家電には、金、銀やレ

アメタルなどの有用金属が多く含

まれています。市は、有用金属を

2020年に開かれる東京オリンピッ

ク・パラリンピックのメダルに活用

することを、同競技大会組織委員

会や関係省庁に提案しました。

　金メダルは、銀製のメダルに6グ

ラム以上の金を使用することが決

められています。携帯電話1台に

含まれる金は0.03㌘。200台で金

メダル1つを作ることができます。

　燃やせないごみで処理してい

た小型家電を、回収するため❶庁

舎❷各市民センター❸一関図書

館❹清掃センター―など42カ所

に回収ボックスを設置。ごみの減

量化と資源回収に取り組んでいま

す。提案を実現させて、日本のリ

サイクル技術の高さと環境に優し

い大会をPRしましょう。

【使用済み小型家電回収実績】

❶期間…2013年12月～ 14年12月

❷回収量…24,380㌔

❸金の資源化量…0.37㌔（金メダル

61個分）＊今後も定期的にお知らせします

問本庁生活環境課

回収金属で東京オリン

ピックのメダルを作ろう

●グラスペインティング ( ガラス絵 ) に挑戦

　板ガラスの裏から絵を描く「ガラス絵」に挑戦しませんか。

[日時 ] 5月9日㊏、10日㊐❶9:00～ 12:00❷13:00～ 16:00[ 対象・

定員 ]小学3年～・各回15人 [ 申し込み ]必要 [ 参加料 ]1人300円

●和算講座（研究編）

[ 初回日時 ] 5月 16日㊏ 10:30～ 12:00（全9回）[ 対象・定員 ]

一般・36人 [ 申し込み ]必要 [ 参加料 ]全講座を通して300円

●古文書講座（応用編）

[ 初回日時 ] 5月 17日㊐ 10:30～ 12:00（全8回）[ 対象・定員 ]

一般・20人 [ 申し込み ]必要 [ 参加料 ]全講座を通して800円

●古文書講座（入門編）

[ 初回日時 ] 5月 17日㊐ 13:30～ 15:00（全8回）[ 対象・定員 ]

一般・36人 [ 申し込み ]必要 [ 参加料 ]全講座を通して300円

相
談
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冥
福
を
祈
り
思
い
届
け
る

　

「
追
悼
夢
あ
か
り
一
関
」（
同
実

行
委
員
会
主
催
）
は
３
月
11
日
、
市

役
所
前
の
噴
水
広
場
で
行
わ
れ

た
。
市
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
が

参
加
。
震
災
で
犠
牲
に
な
っ
た
人

た
ち
を
し
の
び
、
被
災
地
の
早
期

復
興
を
願
っ
た
。

　

小
岩
登と

志し

子こ

実
行
委
員
会
代
表

（
72
）は「
１
日
も
早
い
復
興
を
一
関

か
ら
祈
り
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
。

　

参
加
者
は「
３
・
11
」の
形
に
並
べ

た
竹
筒
と
夢
あ
か
り
一
つ
一
つ
に
火

を
と
も
し
た
。
こ
の
火
は
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
被
災
し
た
神
戸
市
の

「
神
戸
希
望
の
灯あ

か

り
」
を
分
灯
し
た

も
の
だ
。

　

当
時
の
よ
う
な
冷
た
い
雪
と
風

が
吹
き
つ
け
る
中
、
被
災
地
に
向

け
て
黙
と
う
。
温
か
い
光
を
放
つ

夢
あ
か
り
を
前
に
、
全
員
で
復
興

支
援
ソ
ン
グ「
花
は
咲
く
」
を
合
唱

し
た
。

　

一
関
修
紅
高
の
志
羅
山
ひ
か
り

さ
ん
（
２
年
）
は
「
記
憶
を
風
化
さ

せ
な
い
よ
う
に
支
援
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
震
災
復
興
に
思

い
を
寄
せ
た
。 追

悼
夢
あ
か
り

3/11

日豪越トライアングル

同時凧揚げプロジェクト

大空に震災復興と平和の願いを掲げる

3/15
図書館が果たす役割と

復興・防災を考える

図書館総合展２０１５フォーラムin一関

3/14

３・11 あの日を忘れない

　図書館総合展 2015 フォーラム in一関は 3月 14日、一

関文化センターで開かれ、全国の図書館関係者ら約200

人が震災の記録と防災に果たす図書館の役割を考えた。

及川和男一関図書館名誉館長は講演で「震災を忘れずに

次の世代に伝えることが大切。記憶を風化させない記録

の保存と活用は重要」と呼びかけた。

　パネル討論の「東日本大震災と岩手」では、長谷川敬子

陸前高田市立図書館副主幹が「被災者の心の復興が大切。

図書館は心を癒す居場所でありたい。失った郷土資料の

確保と保存につとめ、後世につなげたい」と話し、これか

らの図書館運営の思いを伝えた。

　「震災アーカイブの構築と活用」では、国や民間などが

進めている震災の記録を未来に伝える取り組みを紹介。

資料の活用方法や課題を話し合った。竹内秀樹国立国会

図書館電子情報流通課長は「震災の経験を生かすために、

横のつながりを大切にし、これからも記録を保存し続け

たい」と意欲を見せた。

　「日豪越トライアングル同時凧揚げプロジェクト」は3

月15日、藤沢スポーツプラザと藤沢公民館の駐車場で行

われ、市内の小中学生ら約170人が手作りたこを空高く揚

げて震災の復興を願った。

　今年で 3回目となる同プロジェクトは、市と藤沢町国

際交流協会（高橋義
よ し

太
た

郎
ろ う

会長）が企画。2011年に洪水の

被害を受けた国際姉妹都市のオーストラリア・セントラ

ルハイランズ市と東日本大震災で被害を受けた本市が、

互いの復興を願い絆を深めたことが始まりだ。今回は学

生を招いて交流を深めているベトナム・ホーチミン市も

参加した。

　同日は、両市と交換したたこに文字や絵、参加者のメッ

セージを加筆した。震災犠牲者に黙とうを捧げ、日本時

間 10時 30分にたこ揚げを開始。同じ空の下、復興と平

和の願いを風に乗せた。

　黄海小の橋本凛
り ん

太
た

郎
ろ う

くん（5年）は「震災の復興を願いな

がら、できるだけ高く揚げたい」と笑顔で大空を見つめた。

1_ 震災の復興と平和の願いを込めてたこを揚げる参加者／ 2_

メッセージを記して交換したたこが豪越両市で揚げられた
3_ 震災の記録と防災への活用などを熱心に議論するフォーラム／

4_ 作家の視点から震災記録の大切さを呼びかる及川名誉館長

₁ ₂ ₃ ₄

南
小
学
校
で

「
食
か
ら
考
え
る
復
興
教
育
の
日
」

3/11

「
当
た
り
前
」
の
大
切
さ
を
再
確
認

　

「
食
か
ら
考
え
る
復
興
教
育
の

日
」
は
３
月
11
日
、
南
小
学
校
（
沼

倉
祐
子
校
長
、
生
徒
５
０
５
人
）
で

行
わ
れ
た
。
震
災
教
育
の
一
環
と

し
て
、
今
回
初
め
て
取
り
組
ん

だ
。
４
年
前
の
体
験
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
、
昼
食
は
持
参
し
た
「
お

に
ぎ
り
」
だ
け
を
食
べ
た
。

　

昼
食
を
前
に
沼
倉
校
長
は
「
震

災
で
は
怖
く
て
辛
い
経
験
を
し
ま

し
た
。
時
が
経
ち
、
当
時
の
記
憶

は
薄
ら
い
で
い
ま
す
。
苦
し
か
っ

た
当
時
に
食
べ
た
食
事
を
思
い
返

し
、
当
た
り
前
に
生
活
が
で
き
る

こ
と
を
感
謝
し
ま
し
ょ
う
」
と
児

童
に
呼
び
か
け
た
。
各
教
室
で
は

震
災
を
振
り
返
り
、
困
っ
た
こ
と

な
ど
を
話
し
合
っ
た
。

　

渡
辺
成な
る

海み

く
ん
（
６
年
）
は
「
震

災
は
２
年
生
の
と
き
。
大
き
な
地

震
の
揺
れ
が
今
も
記
憶
に
残
り
ま

す
。
今
日
の
お
に
ぎ
り
は
お
母
さ

ん
と
作
り
ま
し
た
。
震
災
を
思
い

だ
し
、
食
べ
物
の
あ
り
が
た
さ
を

感
じ
ま
し
た
」
と
お
に
ぎ
り
を
お

い
し
そ
う
に
頬
張
っ
て
い
た
。

　

南
小
学
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
３

月
11
日
を
「
食
か
ら
考
え
る
復
興
教

育
の
日
」
と
定
め
、
震
災
を
風
化
さ

せ
な
い
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
。

5_ 感謝しながらおにぎりを美味しそうに頬張る児童

／ 6_ 震災当時に苦労した体験を振り返る先生と児童

₅

₆

東日本大震災から４年。私たちは寄り添い、支え合い、助け合って暮らしてきた。

あのときの記憶は心に残っているだろうか。あの日々の教訓は生きているだろうか。

市内で行われた震災に関する数々の取り組みを取材。

「今の私たちができることは何か」を追った。

特集 希望のかけ橋

　

３
月
11
日
は
、
今
後
の
進
む
べ

き
道
を
考
え
る
日
だ
。

　

市
は
２
０
１
２
年
12
月
、３
月
11

日
を「
と
な
り
き
ん
じ
ょ
防
災
会
議

の
日
」に
制
定
し
た
。震
災
の
記
憶
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、教
訓
を
語

り
継
ぐ
た
め
に
、家
庭
、職
場
や
地

域
で
身
近
な
人
と
語
り
合
う
日
だ
。

　

復
興
を
合
言
葉
に
重
ね
て
き
た

１
４
６
１
日
。
被
災
地
へ
の
思
い

や
震
災
へ
の
意
識
は
少
し
ず
つ
変

化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
市
内
に
は

現
在
も
５
９
６
世
帯
（
１
２
１
５

人
）
が
避
難
し
、
暮
し
て
い
る
。

　

ま
た
、東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
に
伴
う
放
射
線
の
影
響
で
、原

木
シ
イ
タ
ケ
露
地
栽
培
は
国
の
出

荷
制
限
指
示
が
続
い
て
い
る
。

　

そ
う
、震
災
の
被
害
は
、今
も
一

関
で
続
い
て
い
る
の
だ
。今
、 

何
を

考
え
、 

ど
の
よ
う
に
行
動
す
べ
き

な
の
か
。
も
う
一
度
あ
の
日
を
思
い

出
し
、 

共
に
明
日
を
考
え
た
い
。

　

近
い
所
が
助
け
る
―
。

　

「
近
助
」
の
精
神
を
持
つ
私
た
ち

だ
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
こ
と
が
あ

る
は
ず
だ
。　
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さ
に
震
え
、
身
を
寄
せ
合
っ
た
。

「
当
た
り
前
」
の
日
常
を
取
り
戻
す

た
め
、
が
む
し
ゃ
ら
に
な
っ
て
毎

日
を
過
ご
し
た
。

　

沿
岸
被
災
地
を
は
じ
め
、
震
災

の
傷
跡
は
深
い
。
ま
だ
、
日
常
を
取

り
戻
せ
な
い
で
い
る
人
は
大
勢
い

る
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
お
互

い
さ
ま
の
あ
り
が
た
さ
な
ど
、
普

段
忘
れ
が
ち
な「
縁
」
や「
絆
」
の
大

切
さ
を
再
認
識
し
よ
う
。

　

今
も
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

人
が
い
る
。私
た
ち
は
震
災
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

　

近
い
所
が
助
け
る
―
。

　

近
助
の
精
神
が
復
興
を
加
速
さ

せ
る
。
今
の
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
と
役
割
は
、
身
近
な
人
を

思
い
、
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
だ
。

そ
れ
こ
そ
が
、
希
望
を
つ
な
ぐ
、
か

け
橋
と
な
る
の
だ
。

　

さ
あ
、
あ
な
た
も
希
望
の
か
け

橋
を
か
け
よ
う
。「
当
た
り
前
」
の

日
常
を
取
り
戻
す
た
め
に
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
４

年
。
全
国
で
は
、
今
な
お
約
23
万
人

が
避
難
生
活
を
続
け
、
原
発
事
故

で
は
約
４
万
６
千
人
が
福
島
県
か

ら
県
外
に
避
難
し
て
い
る
。

　

思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
住
宅
の

再
建
、
地
域
経
済
の
再
生
、
地
域
の

つ
な
が
り
な
ど
、
暮
ら
し
の
再
建

は
道
半
ば
だ
。

　

市
内
で
は
、
３
月
11
日
を
中
心

に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実

施
し
た
。
被
災
し
た
人
た
ち
の
悲

し
み
や
苦
し
さ
を
思
い
や
る
こ

と
。
一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
興

を
願
う
こ
と
。
自
ら
の
つ
ら
い
体

験
を
振
り
返
る
こ
と
。
震
災
の
記

憶
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
―
。

　

共
通
し
て
い
る
の
は
「
あ
の

日
々
の
記
憶
を
忘
れ
な
い
」
と
い

う
気
持
ち
だ
。

　

あ
の
と
き
、
私
た
ち
は
何
を
思

い
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
だ
ろ

う
。
互
い
の
無
事
を
祈
っ
た
。
残
さ

れ
た
食
べ
物
を
分
け
合
っ
た
。
寒

３・11 あの日を忘れない

シ
イ
タ
ケ
応
援

看
板
を
設
置

3/12
興
田
中
3
年
デ
ザ
イ
ン

　

興
田
中
（
吉
田
靖
雅
校
長
、
生
徒

77
人
）
の
３
年
生
20
人
は
、
地
元
産

シ
イ
タ
ケ
を
応
援
す
る
看
板
を
興

田
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
た
。

　

生
徒
は
２
０
１
３
年
度
に
絵
手

紙
を
作
成
し
た
。
14
年
度
は
カ
レ

ン
ダ
ー
を
地
区
の
文
化
祭
で
販

売
。
今
年
度
は
、
大
東
椎
茸
産
業

推
進
協
議
会
と
市
も
協
力
し
て
看

板
を
制
作
し
た
。

　

生
産
者
の
岩
渕
謙け

ん

一い

ち

さ
ん（
66
）

と
佐
々
木
久

き
ゅ
う

助す

け

さ
ん
（
61
）
は
「
若

い
世
代
の
応
援
は
励
み
に
な
る
。

こ
れ
か
ら
も
最
善
を
尽
く
し
た

い
」
と
力
を
込
め
た
。

教訓を生かした防災について

理解を深める

防災フォーラム

3/8 大切な地域の宝を未来へつなぐ

国連防災世界会議で文化財の防災を考える

3/17

　「第 3回国連防災世界会議パブリックフォーラム」（岩

手県主催）は3月 17日、ベリーノホテル一関で開かれ、海

外や国内の文化財や防災の研究者ら約 160人が文化財の

防災について考えた。

　専門家による講演では、土
と

岐
き

憲
け ん

三
ぞ う

立命館大学教授が「過

去の歴史を学び、自然災害や人的被害から文化財を守り、

次世代につなぐことが大切」と呼びかけた。ムニル・ブ

シナキ世界遺産アラブ地域センター長は「文化遺産は自

然災害や紛争で大きな被害を受けている。破壊から守る

ために歴史を学ぶ機会が必要」と教育の重要性を訴えた。

　「世界遺産平泉における防災」をテーマにしたパネル

ディスカッションでは、文化財の価値を考えながら、身

近な存在である文化財と地域住民の関係の在り方、官民

が連携した備えの必要性を確認し合った。

　会場には、陸前高田市の街並みを復元した模型や震災

に関する資料を展示。宮古工高の生徒は作成した模型で

津波を再現し、参加者に震災の様子を伝えた。

　「防災フォーラム」（市・NPO法人防災サポートいちのせき

主催）は3月8日、川崎公民館で開かれ、自主防災組織の会員

ら約200人が東日本大震災の教訓を生かす防災活動について

理解を深めた。市では3月11日を「となりきんじょ防災会議の

日」と定め、防災意識の普及の一環として開催した。

　フォーラムでは、岩手大学工学部の山本英
ひ で

和
か ず

准教授が「東

北地方太平洋沖地震を振り返り防災リーダーの必要性を考

える」と題して講演した。山本准教授は東日本大震災での例

を挙げ、「大規模災害が発生すると行政のできることも限られ

る」と指摘。「自らを守る自助、地域が助け合う共助が大切」と

呼びかけた。また、市内で詳細な震度調査を実施したデータ

を基に「地盤の固さは、地域や場所によりさまざま。緊急地震

速報が発表されたら、第一に身の安全を確保すること」と話

し、自然災害に対する備えの大切さを訴えた。

　講演終了後には、災害に強いまちづくりに取り組む「みんな

の安心の会」（槻山チヱ会長・会員20人）による寸劇が上演

され、参加者は防災への意識を新たにしていた。

1_ 地域防災の課題と防災リーダーの必要性について学ぶ参加者／

2_「みんなの安心の会」が寸劇で防災活動の必要性を伝えた

3_ 模型で津波を説明する宮古工高／ 4_ 文化財保護の課題を話

す土岐教授／ 5_ 歴史教育の必要性を訴えるブシナキセンター長

₁ ₂ ₃ ₄

「
近
所
」
の
精
神
を
体
現

復
興
最
前
線
「
陸
前
高
田
市
」
を
後
方
支
援

　

沿
岸
部
は
、
津
波
に
よ
っ
て
想

像
を
絶
す
る
被
害
を
受
け
た
。
市

は
、
震
災
直
後
か
ら
隣
接
す
る
陸

前
高
田
市
に
消
防
隊
や
保
健
師
な

ど
を
派
遣
し
た
。
11
年
度
に
は
、

災
害
復
旧
調
査
や
水
道
復
旧
な
ど

を
担
当
す
る
職
員
12
人
を
陸
前

高
田
市
に
派
遣
。
12
年
〜
14
年
度

は
、
同
市
に
11
人
、
気
仙
沼
市
に

２
人
の
職
員
を
派
遣
し
復
興
を
支

援
し
て
い
る
。

　

大
東
町
大
原
の
千
葉
紀
和
さ
ん

（
40
）
は
、
同
市
役
所
民
生
部
長
寿

社
会
課
で
生
活
福
祉
の
仕
事
に
励

ん
で
い
る
。「
全
国
か
ら
の
派
遣

職
員
が
陸
前
高
田
市
の
早
期
復
興

に
力
を
尽
く
し
て
い
る
。
息
の
長

い
支
援
が
必
要
。
心
の
復
興
を
後

押
し
し
た
い
」
と
前
を
見
る
。

　

急
ピ
ッ
チ
で
復
興
が
進
む
同
市

で
は
、
気
仙
大
橋
南
側
「
奇
跡
の

一
本
松
」
周
辺
に
、
主
塔
の
高
さ

約
40
㍍
、
塔
柱
間
が
２
２
０
㍍
の

巨
大
な
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の
吊

り
橋
「
希
望
の
か
け
橋
」
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
山
林
部
で
掘
削
し

た
土
を
高
田
松
原
地
区
や
高
田
沖

の
被
災
農
地
な
ど
に
搬
送
し
、
復

興
を
後
押
し
す
る
。
沿
岸
の
空
に

は
復
興
の
槌
音
が
響
い
て
い
た
。

1_ 遺構が津波を今に伝える／ 2_「希望のかけ橋」

が復興を加速／ 3_BRT が住民の足を支える

困
っ
て
い
る
人
に
差
し
伸
べ
る
手
が

「
希
望
の
か
け
橋
」
に
な
る

私
た
ち
の
「
使
命
」
と
「
役
割
」 千葉紀和さん

ちば・のりかず

2013年４月に大東支所産業経済

課から陸前高田市役所へ支援職

員として派遣。生活福祉の業務

に携わる

陸前高田市役所民生部

長寿社会課主任

寄り添いながら、心の復興を願う

小野寺寿男さん

おのでら・ひさお

市の露地栽培原木シイタケは現在

も国の出荷制限が続く。生産者は

ホダ木を処分し、ホダ場を除染。

再生産に向けて準備を進めている

大東椎茸産業推進協議会

会長

思いは一つ、シイタケ産地の再生

₅

₂

₃₁
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小野寺海星さん おのでら・かいせい

日形小６年　

夢は見るものじゃなく、叶えるもの

日形小は老松小と統合します。私たちの学年が、伝統ある日形小最後の卒業生になります。後輩たちには、たく

さんの新しい仲間と一緒に、楽しい老松小をつくってほしいです。私は1年生からサッカーを続けてきました。

ポジションはディフェンス。堅い守りで失点を防ぎ、チームを支えました。好きな教科は算数と体育。計算が得

意なので、スポーツに役立てています。将来の夢はプロのスポーツ選手になること。バスケットボールも好き

なので中学校では、うまく両立したいです。

サッカーとバスケ

マルチに活躍できる

プロのスポーツ選手に

DREAMS COME TRUE

│ わたしの夢 │ ＜第 42 回＞ │ 日形小 │

編
集
後
記

編
集
後
記

▼
４
月
か
ら
市
政
情
報
課
は
広
聴

広
報
課
に
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き

担
当
し
ま
す
の
で
、
今
年
度
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
担
当
と
し
て

４
年
目
に
突
入
。
常
に
新
鮮
な
気
持

ち
で
仕
事
に
向
き
合
い
た
い
と
誓
う

新
年
度
の
春
で
す
。（
伊
東 

吉
光
）

▼
異
動
で
４
月
か
ら
陸
前
高
田
市

に
勤
務
し
ま
す
。
被
災
地
に
寄
り
添

い
、
１
日
も
早
い
復
興
に
向
け
て
頑

張
り
ま
す
。
１
年
間
、
撮
影
や
取
材

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に

心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
渡
辺 

恭
弘
）

▼
広
報
誌
な
ど
で
反
響
の
大
き

か
っ
た
画
像
を
パ
ソ
コ
ン
用
の
壁

紙
に
し
ま
し
た
。
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
「
撮
っ
て
お
き
い
ち
の
せ

き
壁
紙
」
と
し
て
公
開
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
生
か

し
て
記
憶
に
残
る
一
関
の
風
景
を

お
届
け
し
ま
す
。
▼
あ
。
続
投
し

ま
す
。
よ
し
な
に
。（
高
橋 

英
義
）

▼
広
報
担
当
に
な
り
３
年
目
。
幼

い
こ
ろ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業

に
憧
れ
て
き
ま
し
た
。
ど
の
職

業
に
も
共
通
し
て
い
た
の
は
「
バ

リ
バ
リ
働
く
女
性
」
だ
と
い
う
こ

と
。
今
年
度
も
日
々

精
進
。
憧
れ
の
女
性

像
に
向
か
っ
て
駆

け
抜
け
ま
す
。

（
小
野
寺 

裕
香
）


